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第一章　ロードメア狂想曲







「これは……！　なるほど、ペルミド病には満月熊ぐまの肝きもが……！　なんと！　ガララの根は乾かん燥そうさせた方が良いのか！」

「お役に立ちます？」

「それはもう！　これで救える命がどれだけあるか！　感謝します、公王陛下！」

　僕ぼくが渡わたした本を見て、ベルファストの宮きゆう廷てい医師、ラウルさんは目を輝かがやかせた。

　渡したのは『図書館』で手に入れた医学書を現在の世界共通語に翻ほん訳やくしたものだ。

　古代魔ま法ほう文明時代に書かれたその医学書には、すでにこの時代の人たちが失った医い療りよう技術に関しての知識、治ち療りよう法ほう、予防法などが書かれている。僕が読んでもチンプンカンプンだが、ラウル医師なら正しく使ってくれるだろう。

「しかしこのような貴重な本をどこで……」

「ああ、ホラ、うちでダンジョンを解放したじゃないですか。その財宝の中から見つかったんですよ。で、それを僕の翻ほん訳やく魔ま法ほうで翻訳して」

　と、いうことになっている。『図書館』のことを話すわけにはいかないからな。

　誤ご魔ま化かすように、僕は【ストレージ】から薬箱を取り出してラウル医師に渡す。中には『錬金棟』のフローラが作った薬が何種類も入っている。

「あ、あとこれも。うちの薬師が作った薬です。効能と使い方はこちらの紙に」

「おお、助かります」

「いえ、ヤマト王子になにかあっては困りますしね」

　この世界では回復魔法が存在しており、乳児死亡率が低いかといえばそうでもない。回復魔法は怪我けがを治すもので、病気を治すものではないからだ。

　やはり病気を治すには医師の力がいる。僕の【リカバリー】を付ふ与よした杖つえなんかもラウル医師に渡してはいるが、【リカバリー】も万ばん能のうではない。

　以前、リンゼの風邪かぜを治そうとしたが治らなかった。生理痛や船ふな酔よいもダメだったな。桜の記き憶おくも戻もどらなかったし。酒さけ酔よいには効いたりするんだけどな。よくわからん。

「冬とう夜やさん、お待たせしました」

　扉とびらを開けてユミナが入ってきた。週に一度の里帰り、弟の成長を見たいユミナを【ゲート】で僕がベルファスト城へ送り、たった今迎むかえに来たのだ。

　そのついでといったらなんだけど、ラウル医師に医学書とかを渡していたわけで。こちらも有意義な時間を過ごせた。

「冬夜さんはヤマトに会わなくてよかったのですか？」

「あー……。今日はいいや。また今度にするよ」

　ユミナにはそう返したが、本音はベルファスト国王陛下に捕つかまりたくなかったからだ。捕まったら最後、ヤマト王子の可愛かわいさ自じ慢まんが長々と始まってしまう。

　正直あんなに親バカだとは思わなかった。ユミナをあっさりと嫁よめに出したりしたのにな。歳としをとってからの子供は可愛いというやつだろうか。いや、そんなに歳はいってないよなぁ、国王陛下。四十いくかいかないかだろ？

　まあ、とにかく国王陛下に捕まると面めん倒どうなので、さっさと【ゲート】で帰ることにする。

　城の一室に着くと、バサバサと羽をはばたかせて、窓から紅こう玉ぎよくがやってきた。

「ん？　紅玉か。どうした？」

　紅玉が僕の肩かたに留とまる。なにかあったのか？

『はい。実は城の西側にある平原に、赤いフレームギアが立っているとの報告がありまして』

「赤いフレームギア？」

　って、あ、エンデの竜騎士ドラグーンか？　なんだってそんなところに？

　場所をマップで確かく認にんして、【ゲート】で転移すると、平原の真まっ只ただ中なかに竜騎士がポツンと立っていて、その肩の上でエンデが寝ね転ころがっていた。

「エンデ！」

「あ、冬夜。久しぶりー。ここで待ってればそっちから来てくれると思ったよ」

　竜騎士ドラグーンの肩から長いマフラーをなびかせて、エンデが地上に降り立つ。相変わらず身の軽い奴やつだな。猫ねこか。

「いったい何でこんなところに？」

「いや、竜騎士こいつがね、急に動かなくなったからさ。冬夜なら直せるかと思って」

　動かなく？　……ああ、エーテルリキッドが切れたのか。ずいぶんともったもんだな。普ふ通つうなら動かさなくてもひと月で稼か働どうしなくなるのに。エーテルリキッドは炭酸が抜ぬけるように、だんだんとその効果が薄うすれていくはずなんだ。

　ひょっとしたらエンデの持つ、あの不思議なプレパラートに収納してたのか？　あれが僕の【ストレージ】と同じような効果があるとすれば、収納したものは時間が止まるのかもしれない。

「うーん、この際だから新型機と同じようにエーテルリキッドが要いらないように改装するか。いちいち来られても面倒だし……」
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「そうしてもらえるとありがたいね」

「三日くらいかかるけどいいか？」

「構わないよ。その間、僕はこの国を見て回るから」

　あんまりウロチョロされても困るんだけどな。一応フレイズを退治してもらってるみたいだし、協力者としては頼たよりにはなるんだけど。

　ダンジョンとかに入られて最深部まで制せい覇はされてしまったら困る。営業妨ぼう害がいもいいところだ。

「三日で直るならありがたいね。さすがに生身で上級種と戦うのは面倒だからさあ」

「………………なに？」

　今なんて言った？　上級種？　フレイズの上級種が出現するのか？

「おい……上級種って……」

「たまたま空間の歪ゆがみを見つけてね。あの様子だと三週間から一ヶ月後ってところかな。この前よりは少ない出現数だと思うけど」

　いやいやいや！　多いとか少ないとか、問題はそこじゃない！　上級種が現れるってとこだろ！　都ひとつ吹ふっ飛とばす怪かい物ぶつだぞ!?

「ちょ、ちょっと待て！　どこに歪みが見えたって!?」

「え？　えーっと、ここから東の……あ、地図ある？」

　急いでマップを空中に投とう影えいさせると、エンデはある一点を指差した。

「ここだね。少しはズレるかもしれないけど、確実に出現すると思う。知り合いがいるなら早いうちに逃にがした方がいいと思うよ」

　エンデが指差した場所。幸い、というかそこに僕の知り合いはいない。

「ロードメア連れん邦ぽうか……」

　レグルス帝てい国こくの東、七つの州が集まった連合国家。その中央州から少し外れた場所をエンデは差していた。

　まずいな……首都から離はなれているとはいえ、現れた上級種がこのあいだのワニみたいなのだったら。あの荷か電でん粒りゆう子し砲ほうもどきをぶっ放されたらひとたまりもないぞ……。

　実にまずい。これは確実に被ひ害がいが出る。なんとか近くの住民を避ひ難なんさせて、被害を少なくした上で倒たおしたいところだが、なにぶん他国の領地だ。

　警告をしてもきちんと受け取ってもらえるかどうか。信じてもらえない可能性の方が高いかもしれない。ユーロンの例があるから、まったく信じてもらえないってことはないと思いたいが……。

「……確実に出現するんだな？」

「確実に出現するね」

　断言された。くそ、こいつの言うことはいちいち当たるからなあ。

　とりあえずロードメアの国王、いや、あの国では全州総そう督とくって言うんだっけか？　に、話を聞いてもらうしかないか。

　レグルス皇こう帝ていの方から話を回してもらえば……って、あ、そういえばロードメアとレグルスってあんまり仲が良くないんだっけか？

　となると……顔が広いレスティアの先々王か、ギルドマスターのレリシャさんあたりに頼たのむしかないか。

　話すならまず、レリシャさんだな。ロードメアにも冒ぼう険けん者しやギルドはある。ユーロンの時のような壊かい滅めつ的てきな被害を食う前に避難できるかもしれない。

　そこを通して冒険者たちにも情報を流せば、いくらかは避難してくれるかもしれないしな。

　そうとなれば急いだ方がいい。竜騎士を【ゲート】で【工こう房ぼう】へと送り、僕はレリシャさんのいるギルドへと向かった。










　エンデから聞いた情報をギルドマスターであるレリシャさんに伝えたところ、彼かの女じよはすぐさま動いてくれた。

　ロードメア連邦担当のギルドマスターと連れん絡らくを取り、なんとかロードメアの全州総督、フォルク・ラジールに面会ができないかと働きかけてくれたのだ。

　小国とはいえ国王からの申し入れと、同盟国として並ぶ各国の名前が効いたのか、全州総督がすぐに会ってくれることになったのは正直助かった。

　その連絡をギルドから受けると、すぐさま僕は、事情を聞いたベルファスト国王とレグルス皇帝と共に、『東西同盟』の代表として、護衛の人たち共々ロードメアへと乗り込んだのだが……。

「避難しないってどういうことです!?　ユーロンの時のようなことがまた起こるかもしれないんですよ!?」

「いえ、避難しないというわけではなく。状じよう況きようを正しく判断して、それから国として適切な対処をしたいと考えているわけでして」

　応接室の椅い子すに座すわる僕の正面には、一人の男が同じように座っていた。

　癖くせがかかった栗くり毛げの髪かみに、垂れ目がちな目、細身だが体格はしっかりとしていて、もみあげから顎あごまで髭ひげを伸のばしている。

　高そうな意い匠しようが施ほどこされた上着にこれまた高そうなズボンと靴くつ。

　この男がフォルク・ラジール。ここ中央州の州総督であり、全州総督と呼ばれるこの国のリーダーである。

　七つの州の総督から選出されたこの男は、なかなかの自信家なのか、フレイズの来らい襲しゆうを聞いても特に驚おどろくこともなく泰たい然ぜんとしていた。

「そもそもその情報はどこから入手したのですかな？」

「詳くわしくは言えませんが、協力者がいまして。その者から……」

「協力者、ですか。その者は信用できるのですか？　失礼ながらそれをそのまま鵜う呑のみにするにはいささか問題があるのでは？」

　確かにエンデは正体不明な奴だ。しかし、あいつは実際にフレイズと敵対してる。敵の敵は味方、なんて単純な図式ではないのだろうけど、『いまのところ』敵ではない……ハズだ。

「正直、他の州総督たちの中でも意見が分かれています。直ちに避難するべきだという者、そんな必要はないという者、我らの手で討とう伐ばつすべしという者……様々でしてな。すぐに決断することはできません」

　なにを悠ゆう長ちような。そんなことをしてる間にさっさと避難すればいいものを。国民の命がかかってるんだぞ。僕が内心イラついていると、レグルス皇帝が口を挟はさんできた。

「全州総督は今『討伐する』と仰おつしやったが、フレイズの力を知った上でのお言葉か？」

「我わが国くににもフレイズという水すい晶しようの魔ま物ものは現れております。さらにあなたたちのユーロンでの戦いの情報から、ある程度の対策は考えていますよ。対たい抗こうする方法がないわけではないのです」

　そういやロードメアにもフレイズが出現したって噂うわさを聞いたな。その時から対抗手段を考えていたのか？　しかし、フレイズに対抗する方法……？　どうする気なんだろう？

「そうですな。実際に見てもらいましょう。その方が早い」

　薄い笑いを浮うかべながら、総督は僕らを総督宮の外へと連れて行った。ロードメアの建築様式は、バロック様式を取り入れたロシアのサンクトペテルブルクのそれに近い。ピョートル一世がヨーロッパ文化を持ち込んだように、ロードメアも他文化を取り入れた独自の発展を遂とげているようだ。

　全州総督とロードメアの警備兵に先導されて、その総督宮の裏手に広がる広場に僕らは案内された。

　そしてそこに立っていたモノ。それを見て僕は言葉を失う。そこにあったのは見覚えのあるモノだったからだ。

「ウッドゴーレム……」

　フレームギアの一・五倍はありそうな大きさの、樹木のゴーレムがそこに存在していた。普通のゴーレムにしては大き過ぎる。これはあの大樹海でリベット族が操あやつっていたヤツと同じ改良種だ。

　違ちがうのはその外装に鎧よろいのような分厚い装そう甲こう板ばんがいたるところに取り付けられていることだろうか。まるで鎧武者だ。

「なぜこんなところにウッドゴーレムが!?　危険ではないか！」

「ご安心を。あのゴーレムは完全に支配されております。我々の命令以外はききません。暴れるようなことはないですよ」

　皇帝陛下の護衛、騎き士し団だん長ちようのガスパルさんが声を荒あららげるが、総督はなんでもないというように、ゴーレムの足をペチペチと叩たたく。

　ベルファスト国王陛下も武装ゴーレムを見上げ、眉まゆを顰ひそめている。

「しかしこの大きさは……。本来ウッドゴーレムは十メートルもないはずだ。どうしてこんな……」

「巨きよ獣じゆう化してるんですよ。特とく殊しゆな毒を用いて、品種改良したやつです。大樹海のリベット族が成功させた技術です」

「ほう。さすがは噂に名高いブリュンヒルド公王陛下だ。ご存知でしたか」

　国王陛下の疑問に答えた僕に、誰だれか後ろから声をかけてきた者がいた。

　振ふり向むくと背の低い四十手前くらいの小太り男が立っていた。白衣を着て、かけた眼鏡の位置を神経質そうに直している。

　頭とう髪はつがかなり寂さびしいことになっているが、脂あぶらぎった顔には自信満々といったふてぶてしい笑えみが浮かんでいる。

「……総督、こちらは？」

「ああ、我がロードメアの若き天才魔工学士、エドガー・ボーマン博士です。このウッドゴーレムの生みの親ですよ」

　若き？　どう見ても禿はげ散らかしたオッサンだが……。

「失礼ですけどボーマン博士はおいくつで？」

「私ですか？　今年で二十四になりましたが、それが？」

　二十四!?　サバよんでないか!?　老ふけてんなあ！　えー……。

　隣となりを見ると僕と同じ感想を抱いだいたと思われる国王と皇帝、両陛下が目を丸くしていた。だよね！

「こいつのベースは確かにリベット族の改良したウッドゴーレムの種が元になっている。闇やみルートで入手したその種に、僕の持つ知識を加えて、さらに改良を重ね、ついに完成した作品です。装甲板はミスリルを使い、特に火属性の魔ま力りよく耐たい性せいを備えていましてね。成長過程で『隷れい属ぞく化かの首輪』を融ゆう合ごうさせ、完全に命令に従うようにさせました。弱点である核かくは何重にも強固な殻からで覆おおい、もちろん再生能力も備えていますよ。おまけに低コストで量産することもでき、すでに数十体の武装ゴーレムが完成しています。たとえフレイズといえど、僕のこのゴーレム軍団にはひとたまりもないでしょう。なにかご質問はありますか？」

　ペラペラとボーマンとかいう魔工博士が自じ慢まん気げにゴーレムを語る。よく喋しやべるなあ……。なんでこの人種って、知ってることを説明するとき、こんなにも早口でまくし立てるんだろうか。

　しかし、やはりリベット族が使っていたやつか。どういったルートで流れたのか知らないが、厄やつ介かいなものを残してくれたものだ。

　変に力を持ってしまうとロードメアの上層部が馬ば鹿かな行動に出てしまう可能性が高くなる。僕らに負けたコレが、いくら改良しようとフレイズを相手に立ち回れるとはとても思えない。

　下級種までならなんとか相手になるかもしれない。だけど、中級種だと厳しいだろう。マンタ型なんかが放つ、レーザーのようなものはこいつではかわせまい。

「魔工学博士ってことは、専門は魔道具アーテイフアクトの研究で？」

「いかにも。古代パルテノの遺産を研究しております。今はデボラ・エルクスの残した魔学書を研究中です。今回のゴーレム制作にもその成果が活いかされてますよ」

「デボラ・エルクスって……」

　竜りゆう王おう騒そう動どうの時の『支配の響きよう針しん』を作った、古代文明時代の優ゆう秀しゆうな魔法工芸師マイスターだったか。バビロン博士にはボロクソに言われていたようだが。このボーマン青年はそのエルクス博士が残した魔学書を元にこいつを作ったらしい。

「公王陛下の所有する巨きよ人じん兵もデボラ・エルクスの作品じゃないかと僕は睨にらんでいるんですよ。あのような作品は彼女のような天才でなければ作れないと……」

「あ、それは違います。フレームギアはレジーナ・バビロンって博士の作品ですよ」

「バビロン博士……？　聞いたことが無いが……いずれの書物に記き載さいされている人物です？」

「あー……。ま、それは秘密ということで」

　うやむやに誤魔化す僕に、ボーマンは不満そうな眼まな差ざしを向けてくる。どうやらよほどデボラ・エルクスに心しん酔すいしているようだ。

「しかし総督。はたしてこの武装ゴーレムでフレイズの襲しゆう来らいを防げますかな。我々はユーロンでフレイズとの戦いをこの目で見た。あまり過信しすぎるのはいかがなものかと」

　皇帝陛下の言葉に全州総督の眉がぴくりと上がる。しかしその言葉に強く反応したのは総督ではなく、ボーマンの方だった。

「聞き捨てなりませんな。皇帝陛下は我が技術の粋すいを集めたこの武装ゴーレムが、フレイズに及およばないとでも？　失礼ながらブリュンヒルドの巨人兵よりこいつの方が優すぐれていることをお分かりにならないとは……」

「貴様ッ……！」

　どこか馬鹿にしたような言葉に、皇帝護衛のガスパルさんが思わず剣けんの柄つかに手をかける。それをやんわりと皇帝陛下が押おし留とどめ、間に全州総督が割って入った。

「ボーマン君、口を慎つつしみ給たまえ。失礼だぞ。申し訳ありません、皇帝陛下。しかし彼かれの言うこともわからないでもありません。このゴーレムになにか不安な点でも？」

　言葉は丁てい寧ねいだが、総督の目はどこか挑ちよう戦せん的てきな色がうかがえる。そういえばレグルスとロードメアの仲が悪いのは、ロードメアの成り立ちがレグルスからの独立によるものであることが理由のひとつとか聞いたな。だけどそれも二百年近くも前の話らしいけど。未いまだになにか確かく執しつみたいなものがあるんだろうか。

「不安な点というか、な。命を預けるわけでもない操あやつり人にん形ぎようで、果たして民を守る戦いができるのかと疑問に思ったまでよ」

「ほほう。では人が操るブリュンヒルドの巨人兵はこの武装ゴーレムを上回ると？」

　あれ？　なんか皇帝陛下も挑ちよう発はつ的てきだな。まあ、わからないでもないけど。

　このボーマンとかいう博士はどうやら自分の武装ゴーレムに絶対の自信を持っているようだ。さっきから皇帝陛下に苛いら立だった眼差しを向けている。一国の君主に対してのその態度、こいつは馬鹿か。

　逆にその馬鹿をガスパルさんが睨みつけている。そりゃ臣下としてはその態度は許せないわな。無言でレグルスの護衛兵とロードメアの警備兵が睨にらみ合あっている。なんかヤバげな雰ふん囲い気きだな。このゴーレム馬鹿が空気を読まないからこんなことに。

　この国で天才天才とおだて上げられて天てん狗ぐになっちゃったのかね。

　正直このゴーレムって、リベット族の種とか『隷属化の首輪』とか、言ってみたら寄せ集めな気がするんだよ。それを自分の作品って言い切っちゃうところがアレなんですけれども。

「冬夜殿どの。ここはひとつ、フレームギアの力を見せつけた方が良いのではないか？」

「……面倒なことになりませんかね？」

　こそっと僕につぶやいてきた隣のベルファスト国王に、正面で静かに睨み合うロードメア、レグルス両りよう陣じん営えいを見ながら、そう返す。

「面倒なことなら、もうなっとる。ならいっそ、フレイズに対する認にん識しきの甘あまさを正した方がよかろう？」

　一理あるような、ないような。確かに『我々にはこのゴーレムがある。手助け無用』とか言い出して、きちんとした避難もせずに被害を出されてもな。

　あんなゴーレムでは役に立たないってことを知ってもらうか。

「【ゲート】」

　僕が指を鳴らすと空中に転移陣が開き、その中から灰色のフレームギア、重騎士シユバリエが落ちてくる。

　ズシンッ！　と大地を響ひびかせて、広場に重騎士が着地した。

　突とつ然ぜんの巨人兵出現に、ロードメアの面々が目を見張る。

「これが量産型フレームギア、重騎士シユバリエです。性能の上では我が国のフレームギアの中で一番低く、操作しやすいことだけが特とく徴ちようの機体ですね」

「これが……」

　ロードメアのみんなが重騎士を見上げる。大きさでいうと武装ゴーレムの方がかなり大きい。ゴーレムの一いち撃げきで吹っ飛びそうな印象がある。同じように感じたのか、ボーマンの口くちの端はが釣つり上あがったのが僕にもわかった。笑ったな？

「この重騎士とそちらのゴーレムで模も擬ぎ戦せんをしましょう。そのゴーレムがフレイズに対してどれだけの性能を持っているか、我々も知りたいですし。総督、構いませんか？」

「ほほう。いや、こちらは構いませんが。ボーマン君、どうかね？」

「面白おもしろい。こちらもフレームギアとやらが、どれだけの力を持っているのか気になりますからね。では用意してきましょう」

　眼鏡をくいくい直しながら、ボーマンが自信満々の笑えみを浮かべて、警備兵になにかを伝え、ゴーレムの方へ歩いて行った。

　模擬戦は十分後ということに決まり、総督は僕らから離れ、ボーマンと何やら話している。

「さて、こっちも用意しないとな。ニコラさん、行ける？」

「はい。問題ありません」

　護衛に付いてきたウチの副団長、ニコラさんなら負けることはないだろ。そう思っていたら、意外なところから声が発せられた。

「公王陛下。その役目、我わが輩はいに任せてもらえませぬか？」

「ガスパルさん？」

　黒い鎧をまとった、泣く子も黙だまる隻せき眼がんの帝てい国こく騎き士し団だん長ちようが、僕の前に進み出てきた。

「あのような木で偶くの坊ぼうに決して遅おくれはとりませぬ。帝国の誇ほこりにかけて必ず勝利を手に入れてみせます」

　見ると他の帝てい国こく騎き士しも真しん剣けんな目でこちらを見つめていた。ボーマンのさっきの態度がよっぽど腹に据すえかねたんだろうな。

　ちら、と皇帝陛下を見ると、大きく頷うなずいていた。まあ、ガスパルさんのレベルなら充じゆう分ぶん勝てるだろうけど。別にこの戦いはブリュンヒルドの戦いってわけじゃない。東西同盟としては、ガスパルさんが出ても何の問題もない。

「わかりました。では頼みます。装備は槍やりで？」

「はい。それでお願いします」

【ゲート】を開き、『格納庫』からフレームギア用の槍を転移させる。

　一応、ガスパルさんにはウッドゴーレムの核の位置やその特性を伝えておく。改良されているかもしれないので、あくまで気に留めておいてもらえればいい。

　さて、始めるか。重騎士に乗り込むガスパルさんを見て、薄うすら笑わらいを浮かべているボーマンが見える。

　さて、いつまでその笑いが続くかな？
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「バカな！　どうなっている!?」

　脂あぶら汗あせを流しながら叫さけぶボーマン。目の前では武装ゴーレムの攻こう撃げきを躱かわし、手にした槍でゴーレムの右みぎ肘ひじから下を切り落とした重騎士シユバリエが、軽かろやかに立ち回っていた。

　切り落とした右肘から下が再生し始めているが、そのスピードよりも速く、今度は左ひだり肘ひじから下を切り落とした。

　全く相手にならない。動きがのろ過ぎるのだ。それに思ったよりパワーもなさそうである。いろいろいじったせいなのか、本来のウッドゴーレムの強さが失われているような気がする。

　武装ゴーレムの喉のど元もとが赤く光る。それに伴ともない両りよう腕うでの再生スピードが上がり、やがて元通りに再生された。魔ま力りよくを振り絞しぼって腕うでの再生に回したんだな。腕に装備された装甲板までは無理だったが。

　再生された腕でまたしても殴なぐりかかってくるが、それが重騎士に当たることはなかった。

「くっ、当たりさえすれば……！」

「それはどうかなあ。たぶん無む駄だだと……あ、ほら」

「なッ……!?」

　ボーマンのつぶやきに僕が答えた矢先、襲おそいくるゴーレムの拳こぶしを重騎士が片手で受け止めた。ほらな。

　そのまま重騎士がもう片方の手で持った槍を勢いよく突つき出し、かがんでいたゴーレムの喉元を貫つらぬく。さっきの再生で核の位置がわかったからな。重騎士のパワーなら貫ける。

　核を砕くだかれたゴーレムはそのままゆっくりと傾かたむき、盛大な地じ響ひびきを立てて地面へと倒れた。あっという間にゴーレムは枯かれ木きのようにバラバラに砕け散り、その残ざん骸がいを辺りにばら撒まくことになった。

　それを信じられない目で眺ながめながら、ボーマン博士が膝ひざからくずおれる。

「バカな……。私の最高傑けつ作さくが……」

　最高傑作って。あれでか？　やっぱり事前に確かめておいてよかったな。あんなゴーレムじゃフレイズの中級種なんかが出てきたら、あっという間に殲せん滅めつされてしまう。それどころか下級種でも集団で襲われたら危なそうだ。

「総督。ちなみにフレイズの中級種はあの重騎士シユバリエ数体がかりでやっと倒せる強さを持っています。それが数千、さらにそれよりも桁けた違ちがいに強い上級種を伴って、このロードメアに出現するのですよ？　やはり住民たちを避難させた方がいいと思います」

「あ、ああ。他の州総督とも検討してみますよ。……決まったら、連絡をいたします」

「よろしくお願いいたします」

　引きつった顔の全州総督と、地面に膝をついたまま動かないボーマンを残して、僕らは重騎士から降りたガスパルさんの元へと向かった。

「少々やり過ぎましたかな？」

「いや、他国とはいえ人の命がかかってるんです。中ちゆう途と半はん端ぱはよくないんじゃないかと。これで避難することを考えてくれるといいんですが」

　避難と言ってもそう簡単にできることじゃないのはわかってる。まず情報を信じられるかどうかになるし、避難しても、今まで住んでいた町や村を捨てることになる。

　なるべく被害を出さないようにはするが、一いつ旦たん戦場になったら、家などがまともに残るかも怪あやしい。中級種、上級種のレーザーで吹っ飛ぶ可能性だって高い。

　人が全くいなくなった町ならフレイズも襲うようなことはしないと思うが、それが通り道にあった場合、よけてくれるとは思えない。おそらく街並みを踏ふみ潰つぶして進軍するだろう。

　住む家だけじゃない。店や畑、生活の基き盤ばんになっていたものを失うのだ。命が助かったからよかった、と割り切れるものではないだろう。

　フレームギアを『格納庫』へと転移させる。いつの間にか全州総督たちはいなくなっていた。それじゃこっちもお暇いとましようかと思っていた僕らの前に、見知らぬ二人の女性が現れた。

　一人は白の上着にショールを羽織った四十代ほどの、落ち着いた雰囲気がする銀ぎん髪ぱつの女性で、その後ろに控ひかえていたのは背の高い、セミロングで茶ちや髪ぱつの二十歳はたちくらいの女性騎士だった。

「お初にお目にかかります。ブリュンヒルド公王陛下、ベルファスト国王陛下、レグルス皇帝陛下。私はロードメア連れん邦ぽう丘きゆう陵りよう州総督、オードリー・レリバンと申します。こちらは丘きゆう陵りよう州騎き士し団だん団長、リミット・リミテクス」

「……はあ、どうも……」

　いきなりだったのでなんとも間ま抜ぬけな返事になってしまった。丘陵州？　って、ロードメアにある七つの州のうちのひとつか。そこの総督ってことは、この国でさっきの全州総督の次に偉えらいんじゃないか？

「このたびはお伺うかがいしたきことがあり参りました。少々時間をいただけますか？」

「はあ、構いませんが。いったい何でしょうか？」

「フレイズが現れるという出現位置を正確に教えて欲ほしいのです。そしてその後の行動予測なども」

　オードリー総督の話に従い、マップを空中投影で出現させる。州総督とお付きの女騎士が驚いていたが、構わず操作して、エンデに教えてもらった正確な場所を指し示した。

「ここですね。多少ズレるかもしれませんが、一週間から十日後にこの辺りにフレイズが出現します」

「これは……やはり……」

「総督……！」

　ぬ？　二人が考え込むようにマップに見入る。どうかしたのか？

「……失礼しました。この場所は位置的には中央州なのですが、すぐ隣は我が丘陵州。もしここにフレイズが出現した場合、公王陛下はどう動くと見ますか？」

「そうですね。フレイズは人間や亜あ人じんの殺さつ戮りくを目的に行動します。もしここに出現したとすれば、すぐ近くの村や町へと向かうでしょう。ここからだと……あれ？」

　マップを縮小してロードメア全体を表示してみると、フレイズの出現場所は中央州なのだが、そこから一番近い町となると、お隣の丘陵州となってしまう。つまり、州と州の境目近くなのだ。

「あー……このリムルードの町？　へとまっすぐ向かうかと」

「やはりそうですか」

　オードリー総督が深くため息をつく。そりゃそうか。自分の治める領地へと攻せめ込んでくるんだからな。

「リムルードの町から全すべての住民を避難させれば、その進軍ルートは変わるんでしょうか？」

「そうなる、と……次に近いこの丘陵州のエミナスの村か、だいたい同どう距きよ離りにある中央州のレセプトの町かと。さっきも言った通り多少のズレがあるので、どちらに向かうかは断言できないのですが」

「なるほど……。では出現したフレイズを東西同盟の方々で撃げき退たいしてくれるとのことですが、それに対する見返りはなんでしょうか？」

「特にありません。もはやそのような段階の話ではないのです。何もしなければ、他の国もすべて古代文明崩ほう壊かいの時と同じ道を辿たどることになるでしょう。ユーロンの時は間に合いませんでしたが、今回は事前に出現が予測されています。なんとか被害を最小限で食い止めたいのです」

　オードリー総督の視線を真っ正面で受け止めて、しっかりと言葉を紡つむぐ。こちらに領土侵しん略りやくなどの意思はない。そこは信じてもらうしかないが、もはやロードメアには残された選せん択たくはあまりないということをわかってほしい。

　フレイズが暴れまわって、この国が滅ほろびてもかまわないなら最初から放っておく。所しよ詮せんは他国のことだからな。だけどここで生きる人たちにも選択する権利はある。

　ロードメアがどうしても動かないなら、こっちでフレイズ来襲の情報をロードメアの国民にバラ撒く。逃げるか留まるかは自分自身に決めてもらおう。パニックが起こるかもしれないが、それも覚かく悟ごの上だ。

　上の身勝手で生きるチャンスを握にぎり潰されては、死ぬに死ねまい。

「……わかりました。我が丘陵州は独自に避難を敢かん行こういたします。また、東西同盟の立ち入りも全面的に許可します。全州総督の許可はまだですが、反対されたとしても、これは丘陵州の決定です。文句は言わせません」

「総督……よろしいのですか？　それでは全州総督の決断次し第だいでは、その命に背そむくことになるかも……」

　心配そうに背後のリミットさんがオードリー総督に話しかける。代表である全州総督の考えを聞かずに行動し、一州で他国の侵しん入にゆうを許そうというのだ。反逆者と判断されてもおかしくはない。

「町や村の住民を一気に避難させるには時間がありません。すぐさま行動を起こさなければ。全州総督の決断を待ってはいられません。責任は全て私が取ります」

「あ、いや。許可さえいただければ避難はなんとかなると思うんですよ。僕ぼくの転移魔ま法ほうでこう……」

　そこまで話して、ふと、思いついたことがあった。最初は【ゲート】を開き、村人や町人に安全な場所で一日二日過ごしてもらおう、くらいの考えだった。だけど……。

「待てよ……町ごと転移できるかな……」

「「「は!?」」」

　ベルファスト、レグルス、ロードメア丘陵州、それぞれのトップが奇き妙みような声を上げた。

　そこまで広こう範はん囲いの転移はやってみたことはない。ブリュンヒルドの城を建てる時、もともとの城であったリプル城を転移させたのが最大か。

　町を転移、というよりは、高低差をそのままに地形ごと転移させるので、転移先の地面を真っ平らにしておかないとまずいけど。

　なんというか……大きなお盆ぼんの上にたくさんの味み噌そ汁しるのお椀わんを乗せて、それを食しよく卓たくや畳たたみの上に置くのは問題ないけど、階段みたいな段差のあるところに置くとお盆ごとひっくり返ってしまう……みたいな？

　いや、さすがに人ごと転移させて何かあったらマズいしな。やっぱり普通に避難はしてもらおう。そのあとできるなら町も転移させるが、あまり期待はしないでもらいたい。

　もちろん住人が全員避難すればフレイズの進軍ルートも変わるだろうから、町が無傷で残る可能性は高い。

　とにかく無人地帯にすることが大事なのだ。頑がん固こ者ものが一人でも町に残ると、その者の命が危ないだけでなく、その町自体が被害を受ける。そこをよく町の人たちに説明してもらいたい。

「場合によっては強制連行も仕方ありません。戦せん闘とうはどれだけの規模になりそうですか？」

「ユーロンの時よりは小規模……としか。まあもっともあれは出現がわからなかった上に、全くユーロン側の協力が得られなかったので、あれだけの惨さん事じになってしまったとも言えますが」

　言い訳をしたってしょうがないが。今度は事前に戦う準備ができる期間がある。やれることはやっておかなければ。

　とりあえずオードリー総督には町の人たちを避難させる準備をしてもらうことにする。直前に僕が転移させてもいいんだが、なにか手て違ちがいがあった場合を考えるとその方がいいだろう。最終的には残った人がいないか検けん索さく魔ま法ほうでチェックすればいい。

　あとは新型機の製作だが、おそらくエルゼの新機体とエンデの竜騎士改修だけでいっぱいいっぱいだろうなあ。

　今回もマンタ型のような飛行フレイズが出現するとしたら、また僕が落とすしかないのか。あれ？　ってことは今回も僕はフレームギアで戦えない？

　くう。飛行型のフレームギアってのも考えないとダメかもなあ。

　追加装備で飛べるようになるとか……飛行機に変形とか。あらゆる状況に対処できるやつ……換かん装そう型とかもありか。

　今回は間に合わないかもしれないが、そのうちロゼッタに相談してみよう。
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　ロードメアから戻もどって来た僕らは、すぐさま東西同盟の国主たちを集めて会議を開いた。

　大まかな方針は決まっていても、ロードメアの状況とか、細かい打ち合わせをしないとな。

「レスティアの聖騎士団はフレームユニットに慣れましたか？」

「はい。みんなある程度乗りこなせるようになりました。実際に乗ってみないとなんとも言えませんけど」

　軽く笑いながらレスティア新国王が返事をよこす。前回のときもそうだったが、フレームユニットを乗りこなせるなら、ぶっつけ本番でもなんとか大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　ともかく、ブリュンヒルド、ベルファスト、レグルス、リーフリース、ミスミド、ラミッシュ、リーニエ、レスティア、八カ国もの同盟軍だ。

　あいにくと新型機はエルゼのしか出せないが、以前のようにフレイズたちを分散しなくてもなんとかなると思う。

「とりあえずユーロンの時のように、各国に指揮官用の黒騎士ナイトバロンを二機、重騎士シユバリエを十八機、計二十機を貸し出しますので、搭とう乗じよう者しやを選出しておいてください。ブリュンヒルドからは六十機、各国合わせて百四十機の計二百機で」

　ユーロンの時より十機少ないだけだ。これだけいればなんとかなるだろう。問題は出現する上級種がどういったタイプのやつかだ。最悪なのは飛行型とかだが……。そんな奴やつが出現しないことを祈いのるしかない。

「しかし……ユーロンに続いてロードメアもかよ。こりゃあますます他人ひとごとじゃあなくなってきたな」

　腕を組んでミスミドの獣じゆう王おうが椅子にもたれる。漠ばく然ぜんとした不安が胸中にあるのだろう。次は自分の国に現れるのではないか、と。それはここにいるみんなが思っていることだ。

「なあ、冬夜殿。今回のように事前にフレイズどもの出現がわかるような道具はないもんかな？」

　リーフリース皇王が言うことももっともだ。たとえフレームギアを各国に貸し出したとしても、出現場所がわからなければ、手て遅おくれになることは間ま違ちがいない。かと言って、国中に配備できるほど貸せるわけもないし。

「その今回の出現を教えてくれたという者はこれからも協力してもらえんのか？」

「うーん、難しいと思いますよ？　なんせ風ふう来らい坊ぼうなんで……。それに完全にこちら側というわけでもないですし」

「そうか……」

　エンデに頼たより切きりになるのもな。あ、ひょっとしたら『蔵くら』にその手の察知系のアーティファクトがあるかもしれない。探してみるか。

「で、ロードメアから連絡はあったのですか？」

「まだ正式な許可はありませんね。丘陵州の州総そう督とくからは暫ざん定てい的てきに許可はもらいましたけど。最悪、中央州に踏み込めば領土侵しん犯ぱんとなる可能性もあります」

「案外それを狙ねらっているのかもしれませんねえ。全てが終わってから、自分たちで何とかできたのに、と言われるんじゃないですか？」

「そこまで厚こう顔がん無む恥ちではないと思いますが。実際放っておけばかなりの被ひ害がいになるわけですし。ただ、出現するまで回答を伸ばすってのはありえますね」

　結局は信じられるかどうかという点に戻るんだよな。全部エンデのでまかせでした、となれば安心はするが、ここまで話が広がった以上、厄介なことになる。ブリュンヒルドの信しん頼らいは落ち、付け入るいい口実になってしまう。

　僕が嘘うそつき呼ばわりされるだけなら構わないんだが、それだけじゃ終わらないだろうなあ。

　会議を終えて、宿屋『銀月』に泊とまっていたエンデを呼び出す。改修し終わった竜騎士ドラグーンを渡わたすためだ。

「おお!?　色まで変えちゃったのかい？　へえ、赤もよかったけど確かにこっちの方が僕好みだな」

　城の西平原に立つ、新しい竜騎士ドラグーンは真っ赤なカラーリングから白が多めのモノトーン色へと変えられていた。

　まあぶっちゃけ、いま作っているエルゼ機と色が被かぶるので、ついでだから変えてしまおうということなのだが。

　こっちの方がエンデのイメージにあっていると思うが、ツートンカラーってのはどうもパンダとかパトカーを連想させるな……。そういやこんな警察のロボットが出るアニメがあったっけ。

「改良しておいたから、もう燃料補給はいらないはずだ。動かなくなっても何日か放置しておけば、勝手に魔力を取り込んで変へん換かんすると思う。あと、エンデ以外が動かしても、まともには動かせないから他人には譲じよう渡とできないぞ」

「そんなことしないって。これでもかなりこいつを気に入っているんだよ？」

　まあ、それはなんとなくわかる。ちなみに通信装置もちゃんとつけておいたから、よほど離はなれてなければ連れん絡らくもできるはずだ。もっともこいつの場合、例のプレパラートに入れて持ち歩かれたら連絡の取りようがないんだけど。

「そういや、前回もらったあの『王』の声ってもうないのか？」

「ないわけじゃないんだけど。ただ、残り少ないから、ちょっと分けられないかな」

「そうか……」

　以前にもらったので今回ももらえないかと期待したのだが、前回のあれは大おお盤ばん振ぶる舞まいだったんだな。残念だが仕方ない、か。

「そういやエンデはなんでフレイズの出現を予知できるんだ？　なにか出現する前まえ触ぶれみたいなものがあるのか？」

「今回のはたまたまだけど。まず空間に微び妙みような歪ゆがみができるね。まず、これで何日くらいでここに空間の綻ほころびができるかわかる。それと『音』。フレイズは特殊な『共鳴音』を放って仲間を判別している。それは空間を超こえてこちら側にも聞こえているんだよ。これである程度の数と種類がわかる。と言っても人間の耳じゃ聞き取れないだろうけどさ」

『歪み』と『共鳴音』か。それを感知する道具があれば、今回みたいに予測を立てられるかもしれないな。っていうか、人間に聞こえない音を聞き取るって、本当に何者なんだろう、こいつ……。

　そんなことを考えていたら、エンデがさっさと竜騎士に乗り込んでいた。

「じゃあ、僕は用事があるんで行くよ。何日後かにフレイズが現れたら駆かけつけるから」

「わかった。よろしく頼たのむ」

　胸部ハッチが閉じると、竜騎士が高機動モードに変わって、あっという間に砂すな埃ぼこりを上げながら平原の彼方かなたへと消えて行った。

「さてと……。あとは上級種の対策だな。あの荷か電でん粒りゆう子し砲ほうみたいなもんをなんとかできるかどうか……」

　正直言うと、たとえあれを防ぐ魔法があったとしても、あの荷電粒子砲モドキの正面に立つのは勘かん弁べんしてもらいたいところだ。

【シールド】や【アブソーブ】では範はん囲いが狭せますぎるし、そもそもあの荷電粒子砲モドキが魔力によっての攻撃なのかどうかもわからない。

　とりあえず『図書館』へ行って、使えそうな無属性魔法の本を探してみた。何冊か見つかったが、相変わらず分厚い本だ。あまり時間をかけてもいられないので、パラパラと流し読みをしながら、ページを読み進めていく。

　無属性魔法ってのは五千年前からあったんだよなあ。今までの魔法を全て網もう羅らしたらとんでもない数になるだろう。ちょっとしたところを痒かゆくさせる魔法とか、飲み物をものすごく苦くする魔法とか、イタズラにしか使えないような魔法がいっぱいだ。

　だけど何事も使い方次第だと思うんだよな。【スリップ】だってイタズラ魔法と言えなくもないけど、かなり重宝してるし。

　半日ほど籠こもっていくつかの魔法を見つけた。これでなんとか対たい抗こうできればいいけど。その間ずっと『図書館』の管理人であるファムはマイペースに本を読んでいた。少しは手伝ってくれよ。

　今度は『工こう房ぼう』へと向かい、ロゼッタとモニカの作業を視察する。工房の中はチビロボたちが所ところ狭せましとちょこまか走り回っていた。

　作業中のガレージの中を覗のぞくと、そこには骨組みだけの機体がクレーンで吊つり上げられている。右みぎ腕うでが外されていて、ロゼッタとモニカがなにか悩なやんでいるようだった。

「どうした？　二人とも」

「エルゼ殿の機体でありまスが、近接格かく闘とう戦せん用となると、主な武器は拳になるのでありまスが……」

「ただ硬かたいだけの拳で殴るってのも芸がないと思ってナ。やっぱりこういうのは一撃必殺の威い力りよくが必要だろ？」

　ふむ。一理ある。エルゼの機体は接近戦でこそ、その威力を充分に発揮できる。一撃で相手を潰し、そしてすぐさま次の相手へ。そんなスタイルが合っているとは思うけど。

「一撃目でフレイズの身体を砕き、二撃目で核を砕く……拳だとどうしても二つの工程が必要になるでありまス」

「これが剣や槍なら、身体ごと核を破は壊かいってのもありなんだけどナ」

　言ってることはわかる。これがハンマーとか広範囲の打だ撃げきならまた別の意味で一撃で済む。核を身体ごと潰せばいいんだからな。

「こう……拳を撃うち込んだあとに、核へ向けて何かを発射すれば一撃で仕留めることが可能だと思うのでありまスが」

　ロゼッタが拳を突き出すようなポーズで動きを示し唆さしてみせる。

「短い矢のようなものを腕に取り付けたらいいんじゃないか？」

「それでもいいけどよ。せいぜい数本しか装備できないゼ？　あんまり効果的じゃねえと思うけどナ」

　うーん、となると、普ふ段だんは腕に収納していて攻撃時に飛び出すような短い槍とか？　あれ、そういえば……。

　スマホを操作してネット検けん索さくしてみる。確かそんな武器が……あ、これか。画像を空中に投とう影えいする。

「これだ。パイルバンカー」

「随ずい分ぶんと大きなものでありまスな。どういったものなのでありまスか？」

　当然ながらロゼッタもモニカも日本語を読めない。解説に書いてあることを大おお雑ざつ把ぱに、かいつまんで説明する。あっちのアニメやゲームの話をしたってわからないだろうし。

「槍や杭くいを高速射出することにより敵の装そう甲こうを打ち砕く武器……でありまスか」

「エルゼの場合は装甲を打ち砕いてから本体を貫くための武器になるけどな。これをコンパクト化して腕に装備させることは可能か？」

「できるんじゃねえかナ。火薬とかじゃなくて、魔力による射出にして、杭……というか手てつ甲こうもだけど、晶しよう材ざいで作れば破は壊かい力りよくは申し分ねえだろ。ちっとばかしゴツくなるかもしれねえけどナ」

　まあ、それくらいですむなら問題ないだろ。撃ちっ放しで、戻ってこない弾だん丸がん射出系と違ちがって、晶材が無駄にならないのもいいな。

「しかしなんとも奇き抜ばつな武器でありまスな……。マスターはどこでこんな情報を？」

「んー……。ま、気にすんな」

「はあ……」

　そういや、まだ誰だれにも僕が異世界から来たって言ってないな。教皇猊げい下かとフィリスさんは神様のことを知ってるけど、それ以上は教えてない。

　言っても信じてもらえるかってのもあるけど。やっぱりユミナやエルゼたち、あとバビロンのみんなには言っておいた方がいいのかな……。

　んー……。どっちみち婚約者フイアンセもバビロンも、あとひと枠わくずつあるし、そん時でいいか。まとめて説明すればいいや。

「よし、じゃあパイルバンカーとやらを作ってみるか！　おい、みんな集まれ！」

　モニカが号令をかけるとテケテケとミニロボたちが集まってきた。彼かの女じよが説明しているのを小さく頷きながらおとなしく聞いている。

「かなり凶きよう悪あくな武器になりそうでありまスな」

「いいんじゃないの。なんせパイルバンカーは男のロマンらしいからな」

「エルゼ殿は女性でありまスよ……？」

　待った！　今のチクるなよ！　殺される！

　こうして作られたエルゼの新機体は真しん紅くのカラーリングを施ほどこされて、戦いくさ乙女おとめの名前から、『ゲルヒルデ』と名付けられた。
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「どうだ？」

『ちょっとバランスに違い和わ感かんがあるけど、動きには支障ないわ。黒騎士より反応が早いし、動かしやすいわね』

　エルゼが完成した新型フレームギア、『ゲルヒルデ』を動かしながら答えた。

　ゲルヒルデは装甲に晶材をコーティングしている。装甲全部を晶材にしてしまうと完全に透とう明めい装そう甲こうになってしまい、味方から非常に見づらい。晶材に塗と料りようを混ぜてみようとも試ためしたが、【モデリング】では混ざらず、晶材の中に塗料が閉じ込められただけだった。【モデリング】はあくまで『変形』魔法であって、『融ゆう合ごう』魔法じゃないからな。同じ素材ならまだなんとかできそうだったのだが。

　それで特とく殊しゆな装甲の上に厚めの晶材を取り付けて、多層装甲としている。ゲルヒルデの赤い色は下地の装甲の色が透すけて見えているのだ。

『ふっ！』

　ゲルヒルデが荒こう野やにあった巨きよ大だいな岩がん壁ぺきに拳を突き立たてて粉々に砕く。瞬しゆん間かん、腕部に装備されたパイルバンカーから、轟ごう音おんと共に槍のような杭が撃ち出された。

　杭は空中に飛んだ巨きよ岩がんのひとつを一撃で粉ふん砕さいすると、すぐさま腕に収納される。

『ん、パイルバンカーも問題ない。狙ったところに撃ち込めるわ。これなら中級種でも一撃で倒たおせそうね』

　蝶ちようのように舞い、蜂はちのように刺さす。そんな言葉が脳のう裏りをよぎる。ただひたすらに一撃で仕留める。ゲルヒルデの動きはそれに集約されていた。もちろんパワーでもスピードでも黒騎士よりも上の機体である。

『【ブースト】！』

　ゲルヒルデの多層装甲の各所から、魔力の残ざん滓しが溢あふれ出でる。まるでボンヤリと機体が赤く燐りん光こうを纏まとっているみたいに見えた。

　身体強化魔法を発動させたゲルヒルデは、一段と速さを増し、突き出した拳とパイルバンカーの一撃は、残っていた岩壁を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕した。

「どうだ？　身体に変調はないか？」

『ものすごく魔力と体力を持ってかれるわね。放出系の魔法じゃないからかしら。連続使用はキツイかも』

　機体の方には問題はなさそうだ。エルゼが【ブースト】を解除すると、ゲルヒルデの燐光も消えた。

『マスター、データ収集完かん了りようでありまス』

　上空のバビロンで、モニタリングしていたロゼッタから連絡が入る。わざわざ城から離れた荒野まで出向いて試運転したのはこのためだ。

　あとはこのデータを元に調整、そして次の機体の製作に活いかすことができる。

「よーし、そこまで。ご苦労様、エルゼ」

　停止したゲルヒルデのハッチが開き、中からエルゼが飛び降りてきた。

「これでエルゼの機体はとりあえず完成だな」

「次は誰のを作る予定？」

「まずは戦闘をメインにした機体を揃そろえたいからなあ。八や重えとヒルダかな。どっちも剣けんがメインだし、比ひ較かく的てき戦せん闘とうスタイルも似ているし」

　八重は攻撃、ヒルダは防ぼう御ぎよに若じやつ干かん長たけているといった感じか。エルゼのゲルヒルデは少しトリッキーな機体になったが、この二人の機体は侍さむらい型、騎き士し型といった正統派の機体となるだろう。

　そんなことを考えていると、城にいる紅玉から念話が流れてきた。

《主。ロードメアの丘陵州総督から連絡が入りました》

《お、紅玉か。ロードメアの中央州にフレームギアの立ち入りが許可されたかな？》

《いえ、助けを求めております。中央州の首都が武装したウッドゴーレムの暴走により、かなりの被害が出ているとのことで……》

《なんだって!?》

　武装ゴーレムって、あの若ハゲのボーマン博士が作ったやつか!?　なんでまた……！　よりにもよって、フレイズの来らい襲しゆうが明日、明後日にもあるかもしれないっていうこんな時に！

　すぐさまゲルヒルデを『格納庫』へと戻し、僕らは城の方へと向かう。

　何かあった時のために、丘陵州総督のオードリーさんにゲートミラーを渡しておいてよかった。手紙ではあるが、リアルタイムで連絡できるからな。

　城に届いたその手紙を読むと、理由まではわからないが、武装ゴーレム数体が中央州で暴れているのは間違いないようだった。

「とにかく現場に行ってみよう。エルゼ、ゲルヒルデの初戦闘になるかもしれないけど大丈夫か？」

「問題ないわ。相手は『剪せん定ていの儀ぎ』のときのやつでしょ？　あたしのゲルヒルデなら楽勝よ」

　なんとも力強い返事を聞いて、僕とエルゼはとりあえず様子を見ようと、急いで中央州の首都へと転移した。










「なんだこりゃあ……」

　美しいバロック様式の建物が粉々に砕かれ、人々が逃にげ惑まどっている。

　あちこちで火の手が上がり、黒こく煙えんが高く空へ上っていた。街のいたるところで何体もの巨大な武装ゴーレムが、その拳を振ふり回まわしながら、建物を破壊している。まるでひと昔前の怪かい獣じゆう映画だ。

「ねえ、あれどっかに転移できないの!?」

「どっかってどこへ！　どこに送ってもその国の迷めい惑わくになるだろ！」

　エルゼの提案を却きやつ下かする。もちろんブリュンヒルドに送るのも無しだ。海の中ってのも考えたが、アレがそんなんで死ぬとは思えないしな。そのままどこかに上陸されても困る。火山口とか行っておくんだった。

　とにかくこのままではまずい。とりあえずここから数キロ先にある平原の方へ転移させよう。倒すにしろ、街中では被害が大き過ぎる。

　スマホで検索すると全部で十二体。一ダースか。僕はそれらを一気に平原へと転移させた。一いつ瞬しゆんで街を破壊していたゴーレムたちがすとーん、と地面に落ちて消え去ってしまう。

　これでしばらくは時間が稼かせげる。あとはこっちから平原へ出向いて、叩たたき潰すだけだ。

「公王陛下！」

　突とつ然ぜんかけられた声に振り向くと、総督宮の門へと続く長い階段を、オードリー州総督、それに護衛騎士を引き連れた騎き士し団だん長ちようのリミットさんが降りてきた。

「州総督、いったいこれはどうなっているんですか!?　なんで武装ゴーレムが都を破壊してたんです!?」

「暴走です。陛下のフレームギアに負けたのがよほど悔くやしかったのでしょう。ボーマン博士が無む茶ちやな改造を武装ゴーレムに施したらしいです。結果、失敗し、ゴーレムを制せい御ぎよすることができなくなってしまったらしいです」

　はあ!?　馬ば鹿かか、あの若ハゲ！　なにやってんだ全く！

「それでそのボーマンはどこに？」

「行方ゆくえ不明です。全州総督が必死で探しておりますが、ひょっとしたらすでに死んでしまっているやも……」

　僕はスマホでマップを呼び出し、ボーマンを検索した。生死を問わずである。すると赤いピンがひとつの場所にストンと落ちた。どこだここ？

「ここにいますね。生きてはいるようですが」

「ここは……使われていない倉庫です。どうしてこんなところに……？　と、とりあえず身み柄がらを確保してこい！」

「はっ！」

　リミットさんの命令で、何名かの騎士が慌あわただしく街中を走っていく。

　街はゴーレムが消えたことでいくらかの落ち着きを取り戻したが、まだ火災などは続いている。とりあえず火を消すか。

「【雨よ降れ、清らかなる恵めぐみ、ヘヴンリーレイン】」

　天に向けて魔ま力りよくを拡散させる。すると、雨雲もないのにパラパラと雨が降り始めた。水属性、古代降雨魔法のひとつだ。濡ぬれないように僕らの頭上には【シールド】を張って傘かさ代わりにする。これで火も消えるだろう。

　しかし、急にドザーッとスコールのような雨が降ってきた。やばっ、やり過ぎだ！

　初めての魔法なんで力加減を誤った。雨を止めると辺り一面水みず浸びたしになっていた。あーあーあー。すぐに止めたからそんなにひどいことにはなってないけど。

「こ、これで火は消えたと思います。あとは怪け我が人にんの救助を。僕らは転移させたゴーレムを片付けてきますので」

「あ、は、はい。わかりました。お気をつけて」

　オードリー州総督に見送られて、僕らは首都郊こう外がいの平原へ転移した。目の前には再び首都へと向かおうとする武装ゴーレムの群れ。こちらへ重い足音を響ひびかせながら進軍して来る。

　よく見ると、背中に何やら怪しいものを背せ負おっているのが見えた。正面からはよくわからないが、同じ植物のような……。融合しているようにも見えるな。あれがボーマンの改造か？

【ゲート】を開き、『格納庫』からゲルヒルデを呼び寄せる。地じ響ひびきを立てて、真紅の機体がロードメアの大地へと降り立った。

「一人で大丈夫か？」

「任せなさいよ。ちょうどいい前ぜん哨しよう戦せんだわ。軽くひねってやるわよ」

　そう言い残してエルゼはひょいひょいっと、機体を駆け上がっていき、胸部ハッチを開いてコックピットへと乗り込んだ。

　まあ、脱だつ出しゆつ魔ま法ほうも組み込んであるし、大丈夫だろう。

　静かな駆く動どう音おんを上げて、ゲルヒルデが起動する。

『行くわよ、ゲルヒルデ！』

　ドンッ！　っと背中のバーニアを吹ふかせながら、武装ゴーレムの群れの中へ向けて、真紅のフレームギアが一気に飛び出す。バーニアの反動で土つち煙けむりが盛大に舞い上がった。おい！　僕がここにいること忘れてないだろうな!?　ぺっぺっ、口に砂が入ったぞ！

『ひとぉつッ！』

　跳とび上がりながら繰くり出したゲルヒルデの拳こぶしが、武装ゴーレムの喉のど元もとに炸さく裂れつし、そこにあった核かくを一気にパイルバンカーで粉砕した。

『ふたぁつッ！』

　崩くずれ落おちるゴーレムを構いもせずに、ゲルヒルデは隣となりにいたもう一体のゴーレムに回し蹴げりを食くらわせ、上半身と下半身を真っ二つにしてしまった。動けなくなった上半身の核をしっかりと踏ふみ潰つぶす。

　それを見ていた三体目のゴーレムが、両りよう腕うでから蔦つたのようなものを伸のばし、ゲルヒルデの両腕をそれぞれ縛しばり付つける。ピンッと二体の右手と左手、それぞれの間に二本の蔦が張った。

『どっ……せぇぇい！』

　ゲルヒルデがそれに構わず腕うでを振り回すと、あきらかに大きいゴーレムの方が引っ張られ、そのまま勢いをつけて他のゴーレムへと遠心力をつけて投げ飛ばされた。なんてパワーだよ、おい。

『【ブースト】ッ！』

　全身に赤い燐光をまとわせながら、さらにギアを上げたゲルヒルデがゴーレムたちを次々に打ち砕くだいていく。放たれたパイルバンカーは確実にゴーレムたちの核を砕き、その本体はバラバラに朽くちていった。

　すげえな、パイルバンカー……。ロマン武器とか言う奴の気持ちがわかる気がする。いかなるものをも正面から打ち砕く、圧あつ倒とう的てきなパワーと破壊力。そこには小細工など必要ない。真っ向からの純じゆん粋すいな力だけが存在する。

『砕いて砕いて砕いて砕く！　あたしの正面に立つならバラバラになる覚悟を決めなさいよ！』

　うあ。テンション上がってるなあ。

　その両腕から飛び出す水すい晶しようの杭に、砕けぬもの無し。立ちふさがるもの全てを砕く真紅の破壊神。武装されたウッドゴーレムが次々と粉砕されて、朽ちた残ざん骸がいとなり崩れていく。

『粉……砕ッ！』

　最後に残った武装ゴーレムが木っ端微塵に吹き飛ぶと、ゲルヒルデが勝利を誇こ示じするかのように、右拳を高々と天に突つき上げた。独どく壇だん場じようだな。

　なにやらボーマンが改造していたようだが、歯し牙がにも掛かけなかった。まあ、改造に失敗したって言ってたし。

　それにしても予想以上の仕上がりだったな……。しかもあれでフルパワーじゃないときた。

　対上級種戦の心強い味方ができた。

　そんな思いを抱いだきながら、僕は赤く輝かがやく機体を眺ながめていた。







◇　◇　◇







「わ、私のせいじゃない！　これは不幸な事故が重なっただけなんだ！」

　総督宮の一室に連れて来られたボーマンは、みんなの前でそう言い放った。

　なんでも宿主の潜せん在ざい能力を引き出す代わりに、養分を摂せつ取しゆするという寄生植物の一種を改良して巨きよ獣じゆう化か、武装ゴーレムに取り付けたらしい。あの背中に融合していたやつだな。

　ところがこの寄生植物が武装ゴーレムの意識を乗っ取り、暴走を始めた。ゴーレムに融合させた『隷れい属ぞく化かの首輪』の効果も無くなり、全く命令を聞かなくなってしまったらしい。同時培ばい養ようしていた全すべてのゴーレムが暴れ出し、街中へと飛び出してしまったわけだ。

「ゴーレムの方はともかく、その寄生植物の方はまだ試験段階だったようです。それを強制的に成長、巨獣化させて、かなり無茶な融合をさせたみたいですね。研究所員の反対を押おし切っての独断のようです」

　ボーマンの研究所から押おう収しゆうした資料を見ながら、騎士団長のリミットさんが教えてくれた。居並ぶ他の州総督も苦い顔をしている。

「なんてことを……。こうなる可能性を考こう慮りよしなかったのですか？　あなたの軽けい率そつな行動がどれだけの被ひ害がい者しやを生み出したと……！」

「寄生植物による暴走が起こる可能性は低かったんだ！　だいたいゴーレムの意識まで乗っ取るなんて誰が予想できる!?　この暴走は事故なんだ！　私は悪くない！　街を破壊したのは私じゃないぞ！」

　オードリー州総督の言葉に逆ギレ気味に答えるボーマン。自分には責任がないとの言い訳にしか聞こえないが。事実、研究所から真っ先に逃げ出して、倉庫で震ふるえていたらしいからな。

「そもそもゴーレムを今すぐ改良する必要性はあったのですか？　フレイズのことはブリュンヒルド公国の力を借りるということで、ほぼ話が進んでいたはずです。明日にでも州総督全員で決を取り、正式な発表を、となっていたではありませんか」

　へえ、そこまで決まっていたのか。オードリー州総督の丘きゆう陵りよう州だけではなく、七つある州の四つまでがブリュンヒルドに協力を仰あおぐという方向でまとまりつつあったらしい。

　ロードメアは中央州、丘陵州、山さん岳がく州、湖水州、河か川せん州、平原州、鍛か治じ州と分かれているが、このうち丘陵州、山岳州、湖水州、鍛治州は賛成、中央州と平原州は反対、河川州は未いまだ中立と、意見が分かれていたそうだ。

　明日の州総督会議で正式な決を取り、国の方針を決める予定だったそうだが……。

「公国のフレームギアに負けたことで、武装ゴーレムに対する研究に疑問の声が上がっていましたからね。国の予算を無む駄だに使うべきではない、と。せめて武装ゴーレムを強化してこちらもフレイズを倒さないと、研究費が下りなくなる……そんなところでしょう」

　冷たい眼まな差ざしを向けてリミットさんが口を開くと、ボーマンはビクッと身体を竦すくませた。するとなにか？　自分の研究を続けるためにあんなことをしたってのか？

「どのみちあんなゴーレムじゃ話にならないわよ。あたし一人で全部片付けちゃったし。弱すぎ」

　エルゼの言葉にボーマンが俯うつむいていた顔を上げる。そこには驚きよう愕がくと悲ひ哀あいが入り混じった表情が浮うかんでいた。

「あの強化した武装ゴーレムを倒した……？　たった一人で？　そんな……」

「制御できない力など使うべきではなかった。この罪は重いですよ、ボーマン博士。独断でゴーレムを改良し、この惨さん劇げきを生み出した責任は取ってもらいます。全ての役職を解任、博士号を剥はく奪だつの上、山岳州の鉱山行きです。いいですね、全州総督？」

「あ、ああ、そうだな。責任は、取らなくては」

　オードリー州総督の厳しい声に、ただ黙だまって目を泳がせていた全州総督が小さく頷うなずきながら、引きつった笑えみを浮かべた。

　それはそうだろう。この被害を生み出した人物を登用し、研究機関を任せていたのは中央州の州総督でもある彼かれなのだ。知らなかったと自分だけ責せき任にん逃のがれはできまい。

　騎士たちに引きずられるように部屋の外へとボーマンが連れ出された。今回の騒そう動どうで死者も出ているのだ。死し刑けいじゃないのは今までの功績が加味されているからだろうか。

「それと全州総督。中央州、レセプトの町から住民の避ひ難なんを。事態は一刻を争あらそいます。早馬を出してください」

「ちょ、ちょっと待ちたまえ。避難させておいて、もしも何もなかったらどうするのかね？　町の住民が黙っちゃいないぞ!?」

「この期ごに及およんで何を馬鹿なことを……。何もなかったら騒さわがせたことを詫わびて、賠ばい償しようし、責任を取ればいいだけのことです。むしろ、出現を知っていながら何もしなかったとあとでわかった場合どうなるか……。そちらの方が大問題ですよ？」

　丘陵州総督に言われて、たじろぐ全州総督であったが、彼女の言っていることに間違いはなかったので、部下に命じて早馬を街へ走らせることにした。

「公王陛下、丘陵州のリムルード、エミナス、中央州のレセプト、ここから全ての住民を避難させます。それと、フレームギアの国内配備を期間限定で許可いたします。全州総督、いいですね」

「あ、ああ。もちろん」

　オードリー州総督に言われるがままにこくこくと頷く全州総督。これじゃあどっちが国の指導者だかわからんな。

　ま、とにかくこれでフレイズを迎むかえ撃つ用意ができる。

「ありがとうございます。全力をもって対処に当たらせてもらいます。では、すぐにでもフレイズが出現する近辺に我わが国くにのフレームギアを配備いたしますので」

　時間的には明日にでも出現してもおかしくないのだ。急ぐにこしたことはない。

　足早に僕ぼくはロードメアの総督宮を立ち去り、すぐさまブリュンヒルドの城へ戻もどって部隊を編成した。騎士団長のレインさん、副団長のノルンさんとニコラさん、それぞれに十九機ずつ付けて、本人の機体と合わせて二十機の小隊が三つ。これを現場に駐ちゆう屯とんさせ、三交代制で見張る。

　ブリュンヒルドが手て薄うすになるが、残りの騎士と馬ば場ばの爺じいさんや山やま県がたのおっさんがいれば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　東西同盟各国には十八機の重騎士シユバリエと二機の黒騎士ナイトバロンを貸し出し、自分たちの国で待機してもらう。さすがにいつ来るかわからないロードメアの現場に、他国の主要騎士たちを縛り付けておくわけにもいかんし。

　うちの婚約者フイアンセのお嬢じよう様さま方は、揃って出しゆつ撃げきしたいと言い出したが、とりあえずスゥとリーンには遠えん慮りよしてもらった。

　スゥはまだ戦場に立つには不安だし（そもそも立つ必要はないのだが）、リーンはフレームギアの操縦にまだ慣れていない。

　エルゼは専用の新機体ゲルヒルデ、八重とヒルダは晶材の刀と剣、ルーは晶材の短たん剣けん二刀流、ユミナとリンゼは飛操剣フラガラツハを装備した、それぞれ黒騎士ナイトバロンをベースにした機体に乗り込むことになった。

　今回はロゼッタやモニカは、後方でミニロボたちとフレームギアが壊こわれた時などの緊きん急きゆう事態に備えてもらう。

「今回は全てのフレームギアに晶材による武器を装備させたから、かなり有利だと思うでありまスよ」

　ユーロンでの戦いで晶材は腐くさるほどあるからな。腐ったりはしないけど。

　ブリュンヒルドのフレームギア部隊を伴ともなって、ロードメアのフレイズ出現現場より少し離れた森の手前に転移する。

　目の前には平原が広がり、その向こうには山々が連なっていた。雲が静かに流れ、小鳥が囀さえずる。これから戦場になるような雰ふん囲い気きは微み塵じんもない。

「さて、一応この場所を本ほん陣じんとするか」

　森の手前を土つち魔ま法ほうでなだらかにならすと、『格納庫』にしまってあった、バビロン博士のコンテナハウスをいくつか転移させ、離れた場所に配置させた。

　このコンテナハウスは【ストレージ】と同じ空間魔法が施されていて、思ったよりも中は広い。もちろん中は常温に保たれ、見張りの騎士たちの休きゆう憩けい所じよとしても使える。毛布も用意してあるので、仮か眠みんするのにもいいだろう。

　一応壁かべにナンバーを振っておいて、１は会議用、２は食事用、といった感じで割わり振っておく。おっと、女性専用のハウスも用意しておかんとな。

　ロードメアの避難がきちんと終わっていれば、出現場所から一番近いところにいる人間たちは僕らになる。そうなればまっすぐにこちらへ向かってくるはずだ。

　フレームギアに搭とう載さいされている望遠レンズなら離れていてもフレイズの出現を確かく認にんできるだろう。幸い、辺りは遮しや蔽へい物がない平野だし。

「来ますかね」

「来なきゃ来ないでいいことなんだけどね。ここまでお膳ぜん立だてした以上、来てもらわないと、いろいろとこっちが困りそうだ」

　コンテナハウスの平らな屋根にテーブルと椅い子すを用意して、ニコラさんと差し向かいで将しよう棋ぎを差す。監かん視し以外やることないからなあ。

　マップ検索して調べてみると、ロードメアの避難は着々と進んでいるようだ。

「今回の戦いに諸もろ刃は様は参加されないのですか？」

「ん～、諸刃姉さんはフレームギアの操縦できないからなあ。あの人、剣以外からっきしだから……」

　というか、フレームギア自体に興味がないというか。乗りこなせればかなりの戦力になるんだが……。

「でも、参加はするとは言ってた。晶材の剣も渡わたしてあるし、それなりに働いてはくれるんじゃないかな」

「参加って……生身でですか？」

「生身で」

　一瞬、ポカンとした表情を浮かべたニコラさんだったが、すぐに小さく首を振って、

「陛下の姉君ならありえるか……」

　と、小さくつぶやいた。

　や、血の繋つながりはないんですけどね。

　正直言って、今回の戦いはそんなに心配はしていない。準備期間もあったし、出現数はユーロンの時より少ないということだしな。

　ただ、上級種の存在だけが不安だ。以前のワニのようなやつならなんとかなるかもしれないが、それでもあの荷電粒子砲みたいなものを撃たれたらその被ひ害がいは計り知れない。なんせ、遠く離れたユーロンの首都を壊かい滅めつさせるくらいなのだ。一応、対策は考えているが、どこまで効果があるかはわからないのでなんとも言えない。

　もちろんあの時の決め手となった『流星雨メテオレイン』用の晶材もちゃんと用意してある。

　ただ、あれは数が多くないと命中率が悪い上に敵味方関係なし、魔力の消費が激しい、と使いどころが難しいんだよな。地形も無む茶ちや苦く茶ちやになるし。

　フレイズが出現したところに先制攻こう撃げきとしてぶち込むってのはアリかもしれないけど、何が起こるかわからない状じよう況きようで、そういった魔力の無駄使いは避さけたいところだ。

　そんなこんなで本陣を作って一日目は何事もなく過ぎていった。町の避難はほぼ終わったようだ。人間を検索しても反応はない。これなら町の転移など必要ないと思う。あとはフレイズの出現を待つだけだが……。

　二日目も変化はなかった。今さらだが、出現するなら夜は避けてほしいところだな。あいつら半はん透とう明めいだから見えづらいし。そんなことを考えているうちに夜が明け、三日目の朝が来た。

　朝食用のシチューが煮に込まれている時に、フレームギアのモニターで監視していた者からとうとう報告があがった。

『空間に亀き裂れつを確認！　フレイズが出現しようとしています！』

　本陣に警報が鳴り響き、仮眠していた者も跳はね起おきて、それぞれ自分の機体へと乗り込んでいく。

　まだ少し時間はある。その間に僕は各国を回ってフレイズ出現の報告と、準備していたそれぞれのフレームギアを現場へと転移させ送り出した。

　亀裂が入った場所に向けて、計二百機のフレームギアが弓きゆう状じように展開し、その迎げい撃げき準備を整える。

『陛下！　亀裂が広がっていきます！』

【ロングセンス】で視覚を飛ばすと、空間の亀裂が少しずつ広がり、中からフレイズの身体の一部が突き出しているのが見えた。

　やがてガラスが割れるような大きな破壊音があたりに鳴り響き、それと同時に雪崩なだれ込むようにしてその場にフレイズたちが次々と出現する。大きさがまちまちの下級種と、それより大きい中級種だ。

　やがてフレイズを全部排出してしまうと破壊された空間も元に戻っていった。

「ほとんどが下級種と中級種だが……上級種はどうした？」

「上級種は出現までに時間がかかる。前もそうだったろ？」

「ああ、そういう……わあっ!?」

　突然の回答に【ロングセンス】を解除すると隣にエンデが立っていた。いつの間に……。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな。

「出現までの時間は三十分ってとこかな。それまでにあいつらを片付けておきたいところだね」

　エンデは手の中のプレパラートを割り、モノクロームの竜騎士ドラグーンを呼び出した。そしてさっさと乗り込んでしまう。せっかちなやつだな。

「検索。確認できるフレイズの数は？」

『検索中……八千百四十一体でス』

　ユーロンの時は一万三千ほどだったから、だいたいあの時の六割くらいか？

「その中で中級種は何体だ？」

『検索開始。……終しゆう了りよう。中級種は八百九体でス』

　全体の約一割か。前の時もそうだったな。何か法則のようなものがあるんだろうか。

　ヴァルキリーを召しよう喚かんし、『蔵くら』で見つけたカメラを持たせ、中ちゆう継けいをさせる。この映像は各国の王の元に届き、戦せん況きようがわかるようになっている。とくにロードメアの首しゆ脳のう陣じんにはよく見てもらわないとな。あとでユーロンのように難なん癖くせつけられても困るし。

　本陣には予備のフレームギアと、ロゼッタ、モニカ、フローラ、リーンに控ひかえてもらう。緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ魔ま法ほうの転送先もここに設定してある。

『冬夜さん、フレイズたちが動き始めました』

　耳に装着したレシーバーからユミナの声が聞こえてきた。今回はエルゼのゲルヒルデと各国の黒騎士には僕と通信できるようになっているので、なにかあった場合すぐにわかる。『蔵』にあった通信機の流用だ。

【ロングセンス】を再び発動させて前方を確認すると、ユミナの言う通り、確かにこちらへ向かって進軍を開始していた。

　先行して飛行タイプのマンタ型と……あれは初めてみるタイプだな。イルカ……いやどっちかというとシャチ……オルカ型がこっちへ飛んで向かって来る。大きさからして中級種だ。

「よし、じゃあ始めるか」

【ストレージ】から刃は渡わたり二メートルもある大剣を二本取り出し、左右に構える。

『全機戦せん闘とう開始！　各指揮官に従い、フレイズを殲せん滅めつ、掃そう討とうせよ！』

『おおおおおおおおッ!!』

　地響きをあげてフレイズの群れへと、フレームギア部隊が駆かけていく。

　僕も【フライ】を発動させ、飛行型のフレイズを殲滅するために飛び立った。
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　正面からマンタ型とオルカ型のフレイズが迫せまる。

　飛行速度ではマンタ型の方が速いようだ。大きなヒレの刃はで僕を真っ二つにしようと真まっ直すぐにこちらへ向かって来る。

　しかしおとなしく斬きられるわけにはいかない。ひょいと身体を捻ひねり、すれ違ちがいざまに逆に真っ二つにしてやった。

　遅おくれて飛んできたオルカ型の頭部あたりに光の球が現れる。む。

　そのまま僕に向けて光の球が発射された。射しや撃げき型のフレイズか。こいつも同じように核ごと斬きり捨すてる。

　次から次へとマンタ型とオルカ型が飛来して攻撃してくるが、こいつらの攻撃は読みやすいので楽に対処できる。結局は直線の動きだからな。

　地上と違って上下左右、三百六十度動けるから避けるのも難しくない。

　空中戦を繰り広げながら地上に目をやると、すでにあちらでも戦闘は始まっていた。

　北側にはエルゼを先頭にブリュンヒルドとレスティアが対処にあたり、中央にはベルファスト、ミスミド、リーフリース、南側はレグルス、リーニエ、ラミッシュが陣じん取どっていた。南側にはエンデの姿も見える。

　フレイズの群れをなんとか押しとどめているようだ。みんなの動きも以前より良くなっているし、フレームギアでの戦闘が初めてのレスティア騎き士し団だんの人たちも、なかなかうまく乗りこなしている。

『片かたっ端ぱしから砕いて砕いて砕いて砕く！　止められるものなら止めてみなさい！』

　エルゼのゲルヒルデがパイルバンカーを撃うち込みながら、フレイズの中級種をメインに打ち倒していく。それに追従して、ブリュンヒルドの重騎士シユバリエたちが次々と下級種を斬り伏ふせていた。

　彼らが手にした槍やりや剣、ハンマーなどは、全て晶しよう材ざいで出来ているので、とても頑がん丈じようで鋭するどい。【グラビティ】の魔ま法ほう付ふ与よまではしてないので軽くはないが、フレイズとの戦いにはかなり有利だ。

　あとは核を過あやまたずに攻撃する技術力が必要になってくるな。ま、自信がある者は槍、ない者はハンマーと使い分ければいいだけのことだ。

「っと、飛行型は打ち止めか？」

　いつの間にかマンタ型もオルカ型も視し認にんできるところにはいない。今回は飛行型フレイズが少ないようだな。それなら僕も地上戦のサポートに入るとするか。

　と、思った矢先、重騎士シユバリエの一体が下級種二体に同時に攻撃され、右みぎ肩かたから腕一本と、左ひだり膝ひざから下を破は壊かいされていた。

　倒れこむ重騎士のボディカラーが薄うすい灰色からさらに深い色……洋色で言えばムーングレイからグレイほどに変化する。……この説明だとわかりにくいか。

　この色の変化は搭とう乗じよう者しやが緊急脱出魔法で転移した、という目印だ。『蔵』においてあったエーテルリキッドの特性を流用したペンキを【プログラム】して僕が新たに作ったもので、転移魔法が発動すると色が変わるようになっている。

　関係ないが、このペンキに【グラビティ】を付ふ与よして、あるアニメでおなじみの塗ぬったところが下になるというペンキを作ってみたのだが見事に失敗した。

【グラビティ】という魔法のくせに、重力ではなく重さの変化魔法なんだよな……。まあ、確かに【グラビティ】を使って物が浮いたことはないけど。そりゃ【レビテーション】だし。羽う毛もうのように軽くはできるんだが。

　結局できあがったのは、塗ったところに乗ると体重が重くなるというペンキだった。これはこれでなにか使い道がありそうだが。脱だつ衣い所じよの体重計に塗ってイタズラとか？　……殺されるな。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

『もしもし。本陣、聞こえるか？　今、転移された操縦者は無事か？』

『大丈夫でありまス。少し腕を痛めたくらいで、問題無いとのことでありまスよ』

　どうやら無事のようだな。あの機体は……レスティアの騎士か。まだ慣れていないだろうし、仕方ないか。

　北側では一いつ斉せいに襲おそいかかる下級種フレイズ目め掛がけて、三つの飛操剣フラガラツハが飛び、見事同時に核を貫つらぬいた。あれは……ユミナの機体だな。

　飛操剣フラガラツハは戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡めぐり、次から次へとフレイズの核を砕いていく。それから大きく弧こを描えがいて、ユミナの機体の背中へと帰き還かんした。

　飛操剣フラガラツハは扱あつかいが難しい。使い方を誤ると、味方にも被害を及ぼしかねない。訓練のかいあって、ユミナは三本までならなんとか操あやつれるようになっていた。

　魔ま法ほう使つかいとしてその上をいくリンゼは、器用に四本の飛操剣を操っていた。まだ短時間しかバラバラに操れないので、あまり遠くの敵を仕留めることは難しいようだが。

　その横では八重とヒルダのコンビが中級種を斬り伏せている。ルーの双そう剣けんも下級種相手に派手に振るわれていた。

　北側は心配なさそうだ。

　南側の方はというと、モノトーンの竜騎士ドラグーンが、高速移動しながら、滑すべるように中級種をその二刀の小こ太刀だちで屠ほふっていく。まるで、フィギュアスケートの選手のように、回り込み、回転し、屈かがんで跳んで、踊おどるように殲滅していく。

　フレイズの攻撃も雨あめ霰あられと降り注いでいるのだが、そんなものを歯牙にもかけず、全てをよけて戦場を滑り続ける。

　元々竜騎士ドラグーンは、軽量高速機動型のフレームギアで装そう甲こうが薄い。だから一発でも当たれば致ち命めい傷しようになりかねない。しかし、エンデの奴やつはそんなことはお構いなしに特とつ攻こうを繰り返していた。

　完全なソロプレイだが、南側もたぶん大丈夫だろう。

　と、なると、中央の部隊を僕がフォローすれば……って、あれ？

　中央部のフレイズたちが次々と砕けていく。振り抜ぬかれる両手の大たい剣けんに核を真っ二つにされ、下級中級、関係無しに砕かれていく。凄すごい勢いだ。エンデやエルゼと全く遜そん色しよくない。……生身なのに。

　諸刃姉さんだ。僕と同じ晶材でできた大剣を両手に持ち、襲い来るフレイズたちを片っ端から斬り刻んでいた。まさに鬼き神じんの如く……違った、剣神か。無茶苦茶過ぎだろ……。気にしたら負けか。

　……むう。なんか自分、必要ないような気がします……。

　バキャッ！　という音がして、中央部にいた重騎士の首が飛んだ。たちまち機体の色が変わり、地面へと倒たおれていく。倒すのに夢中になるあまり、後ろから攻撃を受けたようだ。
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『全員、周りの仲間たちをよく見ろ。互たがいにフォローしながら戦え。フレイズの狙ねらいは僕たちだ。できれば二人一組、背中合わせで対処しろ』

　オープンチャンネルで全員へと通達する。こちらから攻せめかからなくても、向こうからやってくるのだ。待ち構えて倒せばいい。

「現在のフレイズの数は？」

『検けん索さく中……全部で四千三百十八体でス』

　スマホから電子音声が返ってくる。倒したのはざっと半分くらいか。時間は戦闘開始からすでに二十分を回っている。

　大おお雑ざつ把ぱに計算すると、大体八千体のフレイズを二百機のフレームギアで倒すのに一機当たり四十体。その半分だから二十体を二十分。一分一体のペースで仕留めてるのか。

　晶材による武器で下級種などは楽に倒せるとはいえ、前回一万三千体を三時間以上かかって倒したことを考えれば、かなりのハイペースなんじゃないかな。ゲルヒルデやエンデの竜騎士ドラグーン、諸刃姉さんの参戦が大きいのだろうけど。

　でも、あと十分ほどで上級種が出現する。それまでには片付けておきたかったが、このままでは無理なようだ。

『あーあー、冬夜。聞こえる？』

「エンデか？　どうした？」

『そろそろ上級種が出現しそうだ。ここから北東の方、空間に歪ゆがみがあるのがわかるかい？』

　エンデからの通信に、思わず地上に視線を向ける。

　エンデのいるところから北東というと……あっちか。

【ロングセンス】で視界を飛ばすと、なにやらそこらへんの空一帯が歪んで見える。蜃しん気き楼ろうというか、ストーブの熱によって揺ゆらめいた光景のような……。

　おそらくあそこから亀裂が入り、上級種が出現するのだろう。ちょっと北側の部隊を下げた方がいいのかもしれない。

『北側に展開中のブリュンヒルド、及びレスティア部隊に通達。そこから西方面へ移動せよ。そして全部隊へ通達。今より十分ほどで上級種が出現する予兆あり。注意されたし』

　その通信を受けて、戦闘をしていた部隊がじりじりと西側へと後退して行く。今まで弓なりに展開していた形が、北西から南東への直線へと変わってきていた。

　押されているように見えるが、意図して後退しているのだから問題は無い。それよりも上級種の方が問題である。

　ピシッ、と、さほど大きい音でもないのに、辺りになにかが割れ始める音がハッキリと聞こえた。

　エンデの指定した空に、大きな亀裂が入っている。

　そいつはゆっくりとひび割れていき、亀裂がだんだんと大きくなっていく。

『上級種出現真近。各自これより更さらに注意して動くように。互いに連れん絡らくを取り合い、指揮官の指示に従え』

　通信を聞いて、エルゼやエンデが出現場所へと向かう。

　すでにひび割れはかなりの大きさに広がり、部分部分が欠け始めていた。

　やがてその空間を突き破やぶって、大きな太い水晶の腕が伸びてきた。壁をぶち破るようにして、その上級種のフレイズが出現する。

　なによりデカい。フレームギアの四倍以上の高さがある。逆三角形の体格に、太く長い大きな腕は地面につけられている。足は短く、常に前ぜん傾けい姿勢を取っていた。頭部は首周りがなく、胴どう体たいと一体化しているようにも見える。分厚い胸部に大きな核がひとつ。これは……。

「ゴリラ型……か？」

　鋭えい角かく線で作られたそのフォルムからもマウンテンゴリラを彷ほう彿ふつとさせる。しかし、ゴリラは四本腕じゃないぞ。おまけに背中にあんな突とつ起き物ぶつはないし、長い尻尾しつぽだってない。

　っていうか、あんなの『図書館』で見つけたフレイズの本には載のってなかった。いや、全部が載っている方がおかしいんだろうけど。

　ゴリラフレイズの脇わきにある二対の腕が、自らの胸を叩たたき始めた。ドラミングか？　ますますゴリラみたいな……。

「ッ!?」

　全身に衝しよう撃げきが走り、吹っ飛ばされる。見えない張り手をされたような、衝しよう撃げき波はのようなものがここまで飛んできた。

　そうか、あのドラミングは前のワニ型の背ビレにあった、相手を吹っ飛ばす衝撃波を放つ役目を持っているのか。ということは……。

『全員、上級種の正面から散開！　逃にげろ！』

　脇わき腹ばらから伸びた複腕が、胸の部分を中央から観音開きに開いていく。やがてそこにあった核に光が収束し始めた。まずい！　間ま違ちがいなくあれはワニ型フレイズの時と同じ、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうモドキだ！

　正面にいたフレームギアたちは散開し始めているが、あの方向だと丘陵州の方向へ発射されてしまう。

　くっ！　ぶっつけ本番だがやるしかない！

「【リフレクション】！」

　僕は覚えたばかりの反射魔法を、ゴリラフレイズの正面に展開する。青白色の広く分厚い障しよう壁へきが45度の角度で現れたと同時に、ゴリラフレイズの胸部から光の大たい砲ほうが放たれた。

　光の奔ほん流りゆうが反射障壁にぶち当たると、その方向を変えて、上空へと消えていく。と、同時に反射障壁が粉々に砕け散った。

　くっ、かなり厚く作ったのに持たなかったか！

　角度をつけずに展開すれば、ゴリラフレイズに返せたかもしれないが、それだと今度は中央州に被害が及ぶからな……。倒せる確証もないし。あのボディだと吸収されたり、拡散されそうな気もする。

　に、したってなんて破は壊かい力りよくだ。ワニ型の時よりは小さい気がするけど、なんの慰なぐさめにもならない。

　胸部装甲を閉じたゴリラフレイズは再びドラミングをすると、北西に展開していた部隊へ向き直り、突とつ進しんを開始した。こりゃ、骨が折れそうだぞ……！

　ゴリラフレイズの剛ごう腕わんが唸うなる。打ち下ろした巨きよ大だいな拳は、大きく地面を砕き、小さなクレーターを生み出した。なんてパワーだ。

『もらったあっ！　【ブースト】ッ！』

　打ち下ろした右手に素す早ばやく接近したエルゼのゲルヒルデが、【ブースト】で強化したパイルバンカーの一いち撃げきを側面から叩き込んだ。

　ビキキキッ、と亀裂が入り、前ぜん腕わん部の真ん中から先が砕け散った。パイルバンカーの威い力りよくもとんでもないな。

『やったっ！』

　エルゼが喜びの声をあげた瞬しゆん間かんに、ゴリラフレイズの複腕がまたしてもドラミングを始め、ゲルヒルデがその場から吹ふっ飛ぶ。

『うっぐっ!?』

　飛ばされても体勢を立て直し、なんとか着地するゲルヒルデ。

　それに構うことなく、ゴリラフレイズは砕けた自らの右腕を目の前にもってくる。胸の奥おくの核かくがオレンジ色に脈動しながら点てん滅めつし始めた。

　たちまち砕かれた右みぎ腕うでの先がパキパキパキッと、まるで氷が伸のびていくように、再生していく。数秒で巨大な腕がまったく元通りになってしまった。半はん端ぱない再生能力だな……。

　再生した腕を振ふり回まわし、再びゲルヒルデを狙って拳こぶしを突き下ろしていくゴリラフレイズ。【ブースト】を発動させたままのゲルヒルデが、右に左によけながら後退していくのをひたすら追いかけていく。

「【スリップ】！」

　僕の魔法で足を滑らせ、横転する巨大ゴリラ。その隙すきにゲルヒルデはなんとか逃げ切きっていた。

　転倒したゴリラの胸めがけて、どこからか飛び込んできた諸刃姉さんが剣を突き刺さす。しかし、相手が相手だ。いくら姉さんでもあの剣だけではどうしようもない。核までの分厚い胸部を貫くには長さが足りないのだ。

　しかし姉さんは突き刺した剣の柄つか尻じりにもう一本の剣けん先さきをぶつけ、先に突き刺した剣をさらに胸の奥へと強ごう引いんに押し込んだ。それでも核には届かない。

「ふむ、二本分でも足りないか。思ったより胸むな板いたが厚いね」

　胸の上に乗る邪じや魔ま者ものをフレイズが手で払はらい除のけようとするより先に、ひょいっと諸刃姉さんは自ら飛び退のき、地面へと着地していた。

　僕も諸刃姉さんの横に降り立つ。

「冬夜君、さすがにこれは私でも手に余るなあ。力を使わない状態では無理っぽいよ」

　神の力を使えばなんとでもなるということなんだろうか。だったら出し惜おしみしないで使ってほしいところだが。

「うーん、でもあいつを真っ二つにすると同時に、ここら一帯がみんなごと吹っ飛ぶし、大陸が裂さけるかもしれないけどいいのかい？」

「却きやつ下か！」

　なんじゃそりゃ！　力の加減ってもんができんのか、この人は！　大雑把すぎる！

　いや、確かに僕だって『一メートル動かして』と『〇・一ミリ動かして』では、どっちが難しいと言われたら〇・一ミリの方だけどさ。

「それに神力をこの世界で使い切ってしまうと存在を保てなくなるからねえ。できればやりたくないな」

「あーもう、引っ込んでてください」

　人材はやはり適材適所だと実感した。姉さんたちは僕と違って肉体を持たない。人間化といっても神力とやらで形成しているに過ぎないので、力が尽つきれば存在を保てなくなる。まあ時間が経たてば元に戻るのだろうが。

　それでなくてもあまり神の力を地上で使うのは許されていない。花か恋れん姉さんのように、ちょっとした恋れん愛あい事の手助け程度ならそんなにうるさいことを言われないみたいだが、地上の破壊はあきらかにやりすぎだろう。ルールに適当な世界神様といえど、無視はできなくなる。




　ギィィィィィィィィィィィィィィィン!!




　突とつ然ぜん、ゴリラフレイズから大音量の共鳴音が放たれた。背中の突起物が大きく振しん動どうしている。なんだ!?

　次の瞬間、ゴリラを中心にして地面が大きく波打った。まるで床ゆかに敷しかれたカーペットの『たわみ』が移動するかのように。僕は隣となりの諸刃姉さんを抱かかえ上あげて、空中へと避難する。

　まるで陸の津つ波なみだ。ゴリラフレイズを囲んでいたフレームギアがまとめて跳ね上げられ、地面に叩きつけられる。

　何体かの者はとっさに跳とび上がり、ダメージを減らすことに成功したようだが、かなりの数のフレームギアのボディカラーが叩きつけられたあとに変色してしまった。

　くそっ、こんなこともできるのか！

　土ど砂しやに埋うまった中から、なんとか脱だつ出しゆつ転送を回かい避ひした機体が這はい上がってくる。エルゼのゲルヒルデも無事だった。

　しかしそこに飛んでくる長い尻尾の一撃。先せん端たんには尖とがった分銅のようなものがついていて、これが土砂から出て来た何体かのフレームギアをなぎ倒した。

　荒あらされた地面に叩きつけられて、装甲を壊しながら何体かが転がっていく。機体の色は変わっているので搭乗者は脱出したと思うが、無事かどうかはわからない。最悪死んでさえいなければなんとかなるが……。

　ゴリラフレイズがまたしても複腕で胸部装甲を開く。核にオレンジ色の光が再び集まり始めた。マズい！　またあれをぶっ放すつもりか！

　こうなったらいちかばちか本体に向けて、【リフレクション】ではね返すか？　いや、もしもそれで中央州になにかあったらとんでもないことになる。

　ここはやはりさっきと同じように上空へと逸そらすしかない。

「【リフレクション】！」

　再びゴリラフレイズの正面に反射障壁を出現させる。45度に傾かたむかせ、正面からの照射を上空へと屈くつ折せつさせる状態にした。

　ところがそれを見たゴリラフレイズは、胸を逸らせた発射の瞬間に、その前で両りよう腕うでをクロスさせたのである。

「なにっ!?」

　前でクロスさせた太い腕に、胸から放たれた光の大砲が照射される。瞬間、光が当たった腕から四方八方に細い光線が飛び散った。

　水すい晶しようの腕を使って拡散させ、周りに放射……！　こんな手が……！

　威力は落ちているようだが、それでも被害は大きい。周囲にいたフレームギアたちは、コックピットを直ちよく撃げきはしなかったものの大きな損傷を受けた。機体の色が次々と変わっていく。

　くっ、こうなったら……。

『全員上級種より退たい避ひ！　距きよ離りを取れ！』

　全チャンネルで指示すると同時に【ストレージ】の中のものを送るため、ゴリラフレイズの上空に小さなゲートを無数に開いていく。

「【流星雨メテオレイン】」

　開かれた上空の【ゲート】から、ソフトボール大の晶材の雨が降ってくる。ひとつひとつが【グラビティ】で加重した、重さ一トンもあるやつだ。

　それが上空を訝いぶかしげに見上げた上級種に、容よう赦しや無なく降り注ぐ。

　肩かたに腰こしに背に。食い込んだ晶材は僕の魔ま力りよくによりさらに重さを増して、フレイズの身体の中へと亀裂を広げながら侵しん入にゆうしていった。二トン三トンと重さを上げていく。

　晶材の雨が終わる。両りよう膝ひざをつき、その重さに四よつん這ばいになっていたゴリラフレイズだったが、突然重さに逆らい、全力で身体を反転させて、仰あお向むけになった。なにを……？　そうか！

　ヤツの背中や肩にめり込んでいた晶材の球があまりの『重さ』で地面に落ちてめり込んでしまう。つまり、フレイズの身体から重力に従い、抜け落ちてしまった。

　このままでは肩や背中の亀裂も元に戻ってしまう。くっ……！

　と、その時、僕の背後からモノトーンの竜騎士が高機動モードで駆け抜けて、仰向けになったゴリラフレイズの上に飛びかかり、右手に持った小太刀を胸部装甲へと突つき刺した。

　しかし、分厚い胸板に阻はばまれ、諸刃姉さんの時と同じように、わずかに刀身が核へと届いていない。

『【シャール】』

　エンデがなにか唱えると、小太刀が刺さった周りの胸部が粉々に砕くだけ散った。なぜか突き刺した竜騎士の右手もバラバラに砕けている。核が剥むき出しになりつつも、ゴリラフレイズが起き上がり、胸の上にいた竜騎士をどかそうと手を払った。それをかわして竜騎士が後退する。

　その入いれ替かわりで今度は赤い燐りん光こうを発した機体が、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの飛び込みをもって剥き出しの核に迫り、その拳を振りかぶった。

『一撃、粉ふん砕さいッ!!』

　渾こん身しんの力を込めた必殺のパイルバンカーが、剥き出しの核に容よう赦しやなく撃ち込まれた。

　オレンジ色の球体に一いつ瞬しゆんで亀裂が入り、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕される。同時に上級種の全身にも無数の亀裂が走り、やがてガラガラとその身体が崩ほう壊かいしていった。

『ぃよっし！』

「ははは……やってくれたなあ……」

　砕け散った上級種の残ざん骸がいの上で拳を突き上げるゲルヒルデ。

　まったく……僕ぼくの出番があまりなかったな。

『上級種討とう伐ばつ完かん了りよう。これより掃そう討とう戦せんに入る。各自一体一体確実に倒していくように』

　全員に向けて通信を入れる。あとは残りの下級、中級種を全ぜん滅めつさせれば作戦終しゆう了りようだ。

「どれ、じゃあ私も手伝ってくるかな。おっと冬夜君、剣を貸してくれるかい？」

　ゴリラフレイズに剣を突き刺して手ぶらだった姉さんに、持っていた大剣を二本とも渡した。

　すぐさま軽い足取りなのに、ものすごいスピードで残ったフレイズたちへと向かっていく。

　唖あ然ぜんとそれを見送っていると、別の方向から竜騎士が近づいてきた。胸部のハッチを開けてエンデが飛び降りてくる。

「ごめん、冬夜。腕が壊こわれちゃったよ」

「いや、あれがなかったらヤバかったかもしれないし、助かったよ。竜騎士の方は直しておくから、また少ししたら取りにきてくれ。……しかし、一体何をやったんだ？」

「魔力の音……というか振動をね、一点集中させて直接撃ち込もうとしたんだけど、その前に腕が吹っ飛んじゃったんだよ。加減を間違えた」

　なるほど。僕が黒騎士に乗って魔ま法ほうを全力で使った時と同じか。竜騎士のベースは黒騎士や重騎士と同じ旧型だ。エンデの魔力の強さに耐たえられなかったんだな。

　この際だから完全に改修するか。毎回壊れていたら面めん倒どうだろ。エンデはウチの騎士ってわけじゃないから、直すのにいちいち来られてもな。

　そんなことを思いながら、竜騎士を見上げたそのとき、空に妙みような感覚を感じた。なんだ？

「…………冬夜。ちょっとマズいことになりそうだよ」

　いつの間にか隣に来て、同じように空を睨にらみつけていたエンデが口を開く。やっぱりあそこになにかあるのか？

「おいおい、まさかもう一体上級種が出現するとかは無しだぞ……」

「上級種じゃないよ。あれは……来る」

　上級種が現れた時よりも大きい破壊音が辺りに響ひびき、空が砕け散る。

　空間の裂け目から飛び出したそれは、地上へと優ゆう雅がに降り立った。

　額から臍へそのあたりまで、身体の前面以外が水晶のような結けつ晶しようで覆おおわれた『人型』。

　目は赤く、長い髪かみもバキバキに結けつ晶しよう化かしている。膨ふくらんだ胸と身体つきからして女性型なのだろうか。胸は左右の脇から結晶が頭頂部までを覆っている。大きさは僕ら人間と変わらない。

「おい……なんだよ、あれは……」

「上級種より上のフレイズ……。支配種だよ」

「支配種!?」

　驚おどろく僕の声に、辺りを見回していたそいつが赤い目をこちらへと向けた。

「#om@e€h@……＊e€nd#e!」

「ちぇっ。よりにもよって出てきたのが彼かの女じよとはね……」

　苦々しく笑いを浮うかべたエンデへと、フレイズの女は一瞬で飛びかかるように接近し、その結晶化した拳をあり得ない速度で叩きつけた。

　その拳をエンデが右手で受け止める。後ろにいた僕にもその衝撃波が飛んできた。とんでもない力だぞ、こいつ。受け止めたエンデも只ただ者ものじゃないが。

「お、おい、こいつ、知り合いなのか!?」

「まあね。だけど仲は良くないんで、退いてはくれないと思うよ」

　いや、それは見ればわかる。人型だけあって感情が顔に出るのか、目は吊つり上がり、どう見ても怒おこっている。

「#k∋#is@m@$! o[image: ]uwo＊d◎o kΩo≒hey+@tΣt@!」

「いや、僕に聞かれても」

　女の話す言葉はまったく聞いたこともない言語だが、エンデにはわかるらしい。

　エンデに掴つかまれていた拳を振り払うと、フレイズの女は後ろに飛んで距離を取り、大きく口を開く。

　口の中に光の粒りゆう子しが集まり、眩まばゆい光が煌きらめき始める。

　ちょっと待て、これって……！

　次の瞬間、エンデ目掛けて上級種よりも凄すさまじい粒りゆう子し砲ほうが爆ばく発はつ的てきな威力をもって放たれた。

「っく、【リフレクション】！」

　突然のことに慌あわてて分厚い【リフレクション】を展開する。そのため、角度をうまくつけられず、粒子砲があらぬ方向へ反射し、女の後方、彼方かなたにあった山の頂上を吹き飛ばして空へと消えていった。むろん【リフレクション】の反射障壁は粉々に砕かれている。

　冗じよう談だんだろ……なんて威力だよ……。

　女は仕留め損そこなったとわかると、今度は右手を剣のように変化させ、斬りかかってきた。

　それをエンデがかわしながら、女の手首を掴み、なんとか動きを止めた。

「冬夜、悪いけどこれで失礼するよ。竜騎士は後日取りに行くから修理をよろしく」

「お、おい!?」

　フレイズの女を掴まえたまま、エンデの足あし下もとがゆっくりと霧きりのように消えていく。エンデに巻き込まれるように、同じくフレイズの女もその場から消えていった。

　二人が消え、誰だれもいなくなった戦場に僕はしばらくひとりで佇たたずんでいた。
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　まさか彼女が現れるとはね。よりにもよって、『王』の側近の中で一番僕を恨うらんでいる彼女が目の前に現れるとは、まったくついてない。

　なんとか次元転移で結界の外側……次元の狭はざ間まへと連れ出したけど、あまりこれは使いたくないところだ。あっちの世界へ戻もどるための力を取り戻すのに時間がかかるしね。
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　何もない薄うす暗ぐらい空間の狭間で、僕と彼女は対たい峙じする。相変わらず僕を睨む目付きが鋭い。僕らの間には二人の隔へだたりを示すかのように、格こう子しのような結界が張はり巡めぐらされている。

「結界を抜けて行った先行部隊の数に比べて、生きている人間どもが多いと思ったら……貴様の仕し業わざか、エンデミュオン！」

「まあ、間違っちゃいないけどね。君らに出て来られると厄やつ介かいだからさ、片っ端から潰つぶしてたけど。支配種である君が抜けられるようになったんじゃ、結界の崩壊は時間の問題かもしれないね」

　と言ったって、そんな簡単に抜けられるわけじゃないだろうけど。世界へ通じる綻ほころびを見つけるのだって大変だからさ。

「まあいい。貴様には聞きたいことが山ほどある。『王』はどこにいる。知っているんだろう！」

「だから知らないって。あの世界のどこかにいるのは確かだろうけどさ。だいたい向こうは君らに会いたくないと……」

「黙だまれ！　貴様にそそのかされなければ『王』が狂くるうこともなかった！　全すべての元げん凶きようが偉えらそうに抜かすな！」

　そそのかすとか……人聞きの悪い。これは本人が決めたことだ。僕はそれを見守っているに過ぎない。ま、かなり手助けしてる自覚はあるけど。

「一応聞くけど……この世界から退散する気はない？」

「ふざけるな！　我らの目的は『王』を取り戻すこと。引き下がるわけにはいかん！」

「取り戻す……ねえ。『取り込む』の間違いじゃないの？」

　僕の言葉に憎にく々にくしげな目を向けて、彼女……ネイが怒いかりと共に口を開く。

「あいつらと一いつ緒しよにするな……！　私たちは『王』の力が欲ほしいのではない。『王』が必要なのだ！」

　誰もが『王』を探し求めている。中には自らが『王』にならんと野望を抱いだく者もいることを僕は知っている。彼女は違うらしいが、フレイズの『王』として引き戻そうとしている以上、僕とは相あい容いれない。

「なんにしろ放っておいて欲しいね。僕もあの世界がけっこう気に入っているんだ。変わった友達もできたしね」

　望もち月づき冬夜。変わった奴だ。何もかも規格外でなんとも判断がつかない。人間のようであり、そうじゃないような気もする。この世界にいながら、別の世界の人間のようでもある。今まで出会ったことのないやつだ。突然変異の種族だろうか。

　そういえば彼かれが『姉さん』とか呼んでいたあの女性も異常だったな。やはり希少種族なのかもしれない。

　悪いやつではないのは確かだ。初対面の僕に親切にしたり、自分に関係のない戦いに首を突っ込んで貧びん乏ぼうくじを引いているくらいだからね。

　できるなら彼と『王』を会わせてやりたいくらいだ。きっと仲良くできるだろう。

「あの世界に生きる人間どもを根絶やしにしても『王』を取り戻す。貴様が何をしようともだ」

「どうかな。僕なんかよりも手て強ごわいやつがいるかもよ？」

　再び憎にくしみのこもった目で僕を睨みつける彼女。まあ、彼女たちから『王』を奪うばった原因は僕にあるようなものだから仕方ないか。

　もっともこんなことになるなんて予想もしなかったけど。『王』を失っても、フレイズたちは新たな『王』の下で新しい道を歩むと僕らは思っていた。

　しかし、彼らは力を求めた。新たな道より、過去の力にすがった。その力を手に入れようと望んだ。世界を渡わたり、その世界に生きる者たちを滅ほろぼしても。

　いくつもの世界で彼らと対峙し、その結果、いろんな人たちを巻き込んできた。だけど、やめる気はない。これは僕の望みでもある。なるべく被ひ害がいを少なくしようというのは、僕の勝手な偽ぎ善ぜんでしかないのはわかっているつもりだ。

『王』の核は、宿主の生体エネルギーを少しずつ少しずつ吸収し、その宿主が寿じゆ命みようを迎むかえると、また別の人間の身体へとランダムに転移する。大たい抵ていの宿主は何も気づかず人生を終えていく。

　それを数回繰くり返し、次の世界へと転移可能になると、今まで溜ためた力を使って、その世界から『王』は旅立つ。より上の世界へと。

　宿主が亡なくなったとき、次の宿主へ移るわずかな時間だけ、『王』の音が聞こえるんだ。

　その音を聞くたびに、『彼女』が少しずつ階段を登っていることを感じられる。世界のどこかに姿は変わってしまっても生きているんだと、そう信じられる。

「あの世界の人間どもに我らを止める力があると思っているのか？」

「事実、上級種は倒されているだろう？」

「フン、貴様が余計な入れ知ぢ恵えでもしたのだろう。この邪じや魔まな結界がなければ一気に殲せん滅めつしてやるものを！」

　ガッ、と闇やみの中でネイが結界を叩く。

　今現在、同じ次元の狭間でも、僕がいるのは結界の内側。彼女は外側。僕のように次元転移ができない彼女たちは、結界の隙すき間まからあっちの世界へとすり抜けることはできない。偶ぐう然ぜんに出現する綻びを見つけ、飛び込むしかないのだ。

　これでしばらくは時間が稼かせげるだろう。こうしてる間にも、他ほかの支配種が結界を抜けようとしているかもしれないが。

「前にも聞いたけど、僕に協力する気は……」

「無い！　リセのように丸め込めると思うなよ！」

「それは残念。彼女も会いたがっただろうに」

「…………リセは元気なのか？」

「ああ」

　こうしてる間にも彼女は僕の帰還を待っているだろう。今回は少し帰るのが遅おそくなりそうだが。まあ、あの子なら平気だろう。

「……次に会ったときは容赦しない。首を洗って待っていろ」

　もう話すことはない、とばかりに、そう言い残し、闇の中へネイが消えていく。やれやれ。本当に厄介な。

　さて、向こうへ渡るにはまた時間がかかるなあ。だから次元転移はしたくなかったんだけど。あのままじゃ、あの辺り一帯焦しよう土どと化してたかもしれないから、仕方なかったけどさ。

　それとも冬夜がなんとかしたかな？　それはそれで見たかった気もするけどね。あんな変わった人間は久しぶりに見たからなあ。

　前に見たのは確か……五千年くらい前か。彼女も面白おもしろい人間だったな。

　あのレジーナ・バビロンという女性は。
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　支配種の出現。それは僕らに大きな波は紋もんを呼び込んだ。上級種よりもさらに手強い存在。しかもフレームギアでは対処しづらい人間サイズのフレイズ。

　当然中ちゆう継けいを見ていた各国の国王から質問の嵐あらしが飛んできたが、僕だってわからん。ただ、アレは上級種よりも上位の存在であり、感情を持っているということくらいか。

　意味不明な言語を喋しやべっていたが、エンデはちゃんと会話していたように思えるし、コミュニケーションを取れる相手っぽいけど……。

　ともかく戦せん闘とうは終わり、事後処理もあらかた片付いた。心配していたロードメアの被害もユーロンと比べると、遥はるかに少ない。それでも山の頂上がひとつ吹き飛んだし、上級種の拡散粒子砲で戦場は完全に荒あれ地ちとなってしまったが。

　こちらの被害としては、死者はいなかったが、重傷者はかなり多かった。上級種の陸津波でかなりの負傷者が出たのだ。本ほん陣じんへ転送後に、スゥやリーンが回復魔法を使い、フローラが薬で手当をしたので、すぐに良くはなったのだが。

　あれだけ準備をしてもこの有様か。だけど今回はたまたま出現がわかったからこの程度ですんだとも言える。

　僕らの活かつ躍やくもあって、ロードメアはフレイズの被害をさほど受けずにすんだが、それよりも中央州の首都が武装ゴーレム（改）にメチャクチャにされた方が痛手だったようだ。

　この責任を取る形でボーマン博士は鉱山送り。十年以上の強制労働だそうだ。

　また、この研究所の安全対策を怠おこたり、責任者の管理不行届きを咎とがめられ、全州総そう督とく、フォルク・ラジールを他の州総督たちが糾きゆう弾だんした。

　最終的に他の州総督たちの総意で、フォルク・ラジールはその地位を失い、新たな州総督に中央州貴族の青年が就つくことになった。

　そして新たなロードメアの全州総督として選ばれたのが、今回の問題解決に迅じん速そくに対応した丘きゆう陵りよう州総督、オードリー・レリバンさんだった。

　ちゃっかりしているというかなんというか、抜ぬけ目めがない。僕らはいいように利用されたような気もするが、悪いことをしているわけでもないし、まあ、いいか。

　こちらとしてもあのニヤけたラジールのおっさんより、オードリーさんの方がやりやすいしな。

　真っ先にオードリー全州総督は魔ま学がく研究所の武装ゴーレムの開発を中止した。ま、当然か。また何かの弾はずみで暴れられても困るだろうし。

　次に他の州総督らと話し合い、満まん場じよう一いつ致ちで東西同盟への参加を決めた。同盟国にはフレームユニットと、有事の際のフレームギアの貸し出しができるということが大きな理由らしい。

　フレームギアで瓦が礫れきの撤てつ去きよなどをすれば、復興がかなり捗はかどるだろう。さっそく十機ほどの重騎士を貸し出したが、まだロードメアの騎士に操縦できる者がいないため、ウチから副団長のニコラさんを始め、数人の騎き士し団だん員いんを指導員としてロードメアに派は遣けんすることになった。

　おかげで瓦礫の撤去も捗り、街は穏おだやかさを取り戻し始めてきたようだ。

　トップがオードリー全州総督になってから、ロードメアもレグルスとの確かく執しつを和やわらげ、様々な貿易の条約を交かわしていた。

　今まで仲が悪かった国が、すぐに仲良くなれるもんではないだろうけど、大きな前進であることは確かだろう。

　ロードメアは立地上、レグルス帝てい国こく、ラミッシュ教国、フェルゼン王国、そして天帝国ユーロンとの貿易を主にしてきた。が、この間のユーロン崩壊で、ユーロンとの貿易は全く期待できなくなっていたのだ。

　そんな状態であったから、レグルスとの関係改善は渡りに舟ふねだったのだろう。ま、よかったんじゃないかな。

「マスター、ちょっとよろしいでありまスか？」

「ん？」

『格納庫』でエンデの竜騎士を修理していたロゼッタに呼び止められた。破は壊かいされた、というかエンデが破壊した右腕も元に戻りつつある。今度はさらに強化するために、新型機のフレームを取り入れているので、そう簡単に壊れはしないだろう。とはいえ、竜騎士は軽量タイプだから他のフレームギアより強度が低いのは仕方ないんだけど。ま、殴なぐり合あいをするわけじゃないから充じゆう分ぶんだろ。

　ロゼッタがクレーンから降りてくる。

「実は先日の戦いでちょっと妙なことが」

「妙なこと？」

　あの日、ロゼッタとモニカには予備機の整備・調整を担当してもらっていた。

　と、同時に実はフレイズたちの観測・調査・行動記録も担当してもらっていた。正確には観測の方は担当補ほ佐さであるのだが。パルシェ一人に任せるのはどうも不安で……。筋金入りのドジっ娘こだからな。

「今回の戦いで大破、中破し、本陣へと転送された人数は三十六名。そして、戦せん闘とう終しゆう了りよう後、戦場でマスターが回収された壊れたフレームギアが三十五機。一機足りないのでありまス」

「……なに？」

　そんなバカな。戦闘終了後にフレームギアのパーツまで指定して【ストレージ】で回収したんだぞ？　その現場に無かったって言うのか？

「正確には頭部、胸部メインユニット、左上腕部、右全ぜん脚きやく部ぶとバラバラでありまスが。全部重騎士の部品でありまスね」

「乗っていた騎士の誰かが、あの戦いの中でちょろまかしたってのか？」

「いえ。と、いうよりパーツごとにバラバラということから見て、壊れたフレームギアを他の誰かが回収したのではないかと。これを見るでありまス」

　ロゼッタがガレージの隅すみに置いてあったモニターの電源を入れる。すると先日の戦いを映した上空映像が流れ始めた。まだ上級種が出現する前だな。これがどうかしたのか？

「ここでありまス」

　ピッ、とロゼッタが映像を止めた。画面の端はしに壊れたフレームギアの胴どう体たいが映っている。

　ロゼッタが一時停止を解除してまた映像が流れ始める。すると、そこにあった壊れたフレームギアの胴体が消えてしまっていた。

「……どうなってるんだ、これ？」

「これを魔力感応画像に切り替えると……」

「あ」

　数人の人間がフレームギアの胴体を運び出そうとしている姿が映し出された。ぼんやりと青っぽい光で覆われていて、細部まではわからないが、確かに人の形をしている。亜あ人じんかもしれないが、尻尾とか耳は見えないので獣じゆう人じんではなさそうだ。

「どうやら姿を消す魔法かアーティファクトを使っているようでありまス。魔力感知にはバッチリ引っかかっているでありまスが。フレームギアまでバッチリ映っているでありまスな」

　フレームギアの装そう甲こうは魔力ペンキでカラーリングされてるからな。にしても何者だ、こいつら。

　東西同盟の手の者とは考えにくい。貸し出ししてるわけだし、ここまでする必要はないだろう。

　となると、それ以外の国か？　今回の戦いは何日も前から判明していた。それに乗じて動いた奴やつらがいたってことか。

「まったく火事場泥どろ棒ぼうみたいなマネをしてくれる……検けん索さく。フレームギアの壊れたパーツ」

『……検けん索さく完かん了りよう。表示しまス』

　空中にマップが投とう影えいされたが、ピンはどこにも落ちていない。バビロンは探たん索さく魔ま法ほうを遮しや断だんするから、ここの壊れたパーツは初めから反応しないとして、どういうことだ？　壊れたパーツ、と指定したからロードメアに派遣しているフレームギアにも反応しないのはわかるんだが。

「おそらく妨ぼう害がいの魔ま力りよく障しよう壁へきが張られているんでありまスよ。バビロンのと同じタイプのヤツでありまス」

　ああ、なるほど。ってことは追つい跡せきは不可能ということか。

「盗ぬすまれたあのパーツからフレームギアを作ることはできるか？」

「無理でありまスな。そりゃ時間をかければ壊れたやつを元の重騎士に組み立てるぐらいはできるかもしれないでありまスが、量産は不可能でありまスよ」

　だよな。エーテルリキッドだってないし、なによりそんな技術があるならこっちだって苦労しない。

「ただ、フレームギアに使われている技術は応用される恐おそれがあるかと。粗そ悪あくな類るい似じ品ひんなら作られる可能性があるかもでありまス」

「うーん。面倒なことになったな……」

　悩なやんでいると、同じく竜騎士の整備をしていたモニカが竜騎士の肩に跨またがったまま、上から口を挟はさんできた。

「一応各国には盗まれたってことを伝えておいた方がいいんじゃねえのか？　ニセモノの重騎士が暴れまわるなんてことになって、濡ぬれ衣ぎぬを被かぶせられたらたまったもんじゃないゼ？」

　それもそうだな。エーテルリキッドの事もあるから、動かすのだってそう簡単にはいかないと思うけど、念ねんの為ためだ。

　フレームギアの粗悪品ニセモノ……パチモンか。嫌いや～な予感がするなあ。

「まあ、どうがんばったところで重騎士より優すぐれた機体を作るのは無理でありまスから、ほっとくでありまス」

「いや、ほっとくのもどうかとは思うけど」

　いや、これといって対策は思いつかないんだけどさ。自じ爆ばく装置でもつけとくべきだったか？　そういやロボットアニメで壮そう絶ぜつな自爆をした主人公もいたな。様式美なのかなあ。そういった機密保持のためにはアリなのかもしれないけど、そんな機体に誰が乗ってくれるのか。

「それよりも八重殿どのとヒルダ殿の機体でありまスが、今のままで進めるでありまスか？」

「ん。変へん更こうはない。八重は特化型でいいだろう。器用な方じゃないしな。ヒルダの方もあのままで大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「で、ありまスか。では、そのあとは誰の機体を？」

「わらわじゃ！」

『格納庫』のガレージ入口に、仁に王おう立ちになったスゥとその後ろにメイド姿のシェスカが立っていた。シェスカが連れてきたのか。びっくりした。

　スゥはダッシュしてくると、いきなり僕に抱きついてくる。

「いいかげんわらわもフレームギアに乗せんか！　もうフレームユニットで練習は飽あき飽きじゃー！」

　ぐりぐりと頭を僕の腹に押おし付つけてくるスゥ。ううん、スゥのかー。

　正直言うと、不安なんだよなー。いや、スゥの腕うで前まえにではない。フレームユニットを使った対戦成績では彼女はかなりの腕前なのだ。こういったものは変な先入観のない子供の方が、優れた能力を発揮するとか言うけれど、スゥは乗り手としては天才なんじゃないかと思うほど才能があった。

　だけど、どこかゲーム感覚じゃないかと思ってしまう。つまるところ戦場では命がかかっている。その覚かく悟ごがあるのかと。

「なにもスゥが危険なことをしなくてもいいんじゃないか？」

「何を言うか！　わらわだって冬夜の婚こん約やく者しや、戦うべきときには戦う！　安全なところに引っ込んで、お飾かざりの妻になどなる気は無いぞ！　わらわもみんなを守りたいのじゃ！」

　真しん剣けんな目で僕を見上げてくるスゥ。この子は本気だ。王家の血筋を引く人間として育っているだけあって、そういった覚悟はもうできていたのかもしれない。

　僕が子供扱あつかいしすぎていただけなのか。

「……わかったよ。じゃあスゥの専用機体を作ろうか。どんなのがいい？」

「とにかく強いのじゃ！」

　漠ばく然ぜんとしてんなあ。どういうタイプがいいかと質問したつもりなんだけど。

「でっかいのがいいのう。エルゼみたいに相手をガンガン壊せるのがいい。あ、冬夜に見せてもらった、あの普ふ通つうの機体がいろいろ合体していって、でっかいやつになるのとか！」

　え、そんなアニメ見せたっけか……。

「そんでわらわもフレイズの核かくをこう抉えぐり出したり、回転した腕が飛んでいって、相手を破壊したりしてみたいのじゃ。あ、あと黄金のハンマーも作ってくれ！」

　ああ、なんとなくわかった。アレか……。

　うーん、となると、パワータイプだな。防ぼう御ぎよが堅かたく、破は壊かい力りよくがあるヤツ。機動力はこの際目をつぶるか。腕が飛んでいくってのは……飛操剣フラガラツハの技術を流用すればできないことはない、か。

　でも合体ってのはどうだろう？　遠えん隔かく操作……いや、自律型ＡＩみたいなものがなけりゃ無理だろう。有人ならアリだろうけど、そうなると乗り手が必要になってくるしなあ。

「なんとかなると思うでありまスよ。『蔵くら』に確かちょうどいいのがあったかと」

　……そうなの？　まあ額がく縁ぶちに命を吹ふき込むぐらいだから、その手のものはあるのかもしれないけど。人工知能のようなものがあれば、スゥのサポートメカとして流用できるか。

「ううん……。まあ、物は試ためしだ。やってみるか」

「やった！　やっぱり冬夜は最高の旦だん那な様さまじゃ！」

　僕の首に抱きついてきたスゥを受け止めると、唇くちびるに軽いキスをされたのでちょっと驚く。そしてそのまま頬ほおずりまでされてしまう。だんだんませてきたなあ。

　と、思ったら背後でシェスカがスゥに向けて、親指をぐっと立てていやがった。お前の入れ知恵かよ！　コイツは本当に教育に悪い！







第二章　王様は何かと忙しい







　壊れたフレームギアが約一体ぶん盗とう難なんにあったことを各国へ報告し、一応不ふ審しんなフレームギアが現れた場合は警けい戒かいするようにと伝えた。ブリュンヒルドの名をかたった奴が出ないとも限らないからね。

「魔ま法ほう障しよう壁へきがかかっているところが怪あやしいのはわかってるんだけどな……」

　とにかく多すぎる。城や砦とりで、魔法研究機関なんかには強さの差はあれ、だいたい障しよう壁へきが設置されてるし、宝物庫やら王の寝しん室しつなんかまで大小含ふくめるとけっこうな数があるからなあ。

　当然魔法障壁にもピンからキリまであるが、魔ま力りよく阻そ害がいの結界ならそんなに強いものでなくても充分だしさ。小さな護ご符ふで【パラライズ】を防げるくらいだし。

　荒こう野やに建物があっても、強力な阻そ害がい結界がかかっていたら、【サーチ】では見つけられない。視し認にんはできるだろうから、現場にいけばわかるだろうけど。いや、視覚妨害の効果もあったら見つからないかもしれないが。

　ま、心配しても始まらない。こっちは今やれることをやっていくだけだ。

「確か『格納庫』にはいくつかの乗り物があったよな？」

「ああ、あるゼ。装そう甲こう戦車とか高速飛ひ行こう艇ていとか地中潜せん航こう艇ていとか他にもいろいろナ。どれもこれもエーテルリキッドを多量に消費するんで、あまりオススメはできねえけどナ」

　ガレージで八や重えの機体を最終調整していたモニカに尋たずねてみると、そんな答えが返ってきた。

「それをスゥのサポートメカに使えないか？　基本ベースになる機体に合体とかってできる？」

「できねえことはねえと思うけど……大おお幅はばな改造をしねえと無理だゼ？　それに意味がわからねえんだけど。最初はなっからでっかいフレームギアを作ればいいんじゃねえの？　わざわざ合体する必要があんのか？」

　不思議そうに首を傾かしげるモニカ。まあ、言わんとしていることはわかる。いろいろ屁へ理り屈くつで説明することもできなくもないんだが……。

　とりあえずスゥにも見せたアニメをロゼッタも捕つかまえて、一緒にガレージのモニターで何話か観みせてみる。

　最初のうちは意味がわからず、眉まゆを顰ひそめて観てただけだったが、だんだんと前のめりになっていき、いつしか画面にかぶりついて観る二人の姿があった。それを後ろから、してやったりの顔で眺ながめる僕。




　Don't think, feel.

　考えるな、感じるんだ。




　観終わったあとの二人はすっかり感化されたようで、ものすごい勢いで合体システムの構築に精を出している。そこに理由などない。合理的であることが全てではないのだ。

　……しかし日本のアニメは異世界でも通用するな。使える。これが勝利の鍵かぎだ。










「じゃあ次はスゥのフレームギアを？」

「うん。基本システムから作るから少しばかり時間がかかるけどね。ユミナたちのは後になっちゃうけど……」

「私のは最後の方でもかまいませんよ。その方がいいものができそうですし」

　確かに。いろいろ試して改良を重ねていけば、後に作った方がいいものができるかもしれない。

　今は紅茶を飲みながら、城の小さなサロンで久しぶりにゆっくりとした休きゆう憩けいをとっている。ソファーの横にはユミナが座すわり、同じようにくつろいでいた。

「久しぶりですね、こういうの」

「そうかな？　まあこの国を作ってからいろいろ忙しかったしなあ」

「そうじゃないですよ。二人っきりだってことです」

　そう言って、こてん、とユミナは僕ぼくの肩かたに小さな頭を預けてくる。

　ああ、そういうことか。確かにリフレットの『銀月』やベルファストの屋や敷しきで暮らしていた数すうヶか月げつは、まだそんな時間が取れたからな。

「こういう時間は貴重なので、思いきり甘あまえてもいいですか？」

「ん？　甘えるって……」

　ユミナの方に目を向けると、瞼まぶたを閉じて顔を上げてきた。僕はそんな彼女の姿に小さく笑うと、肩に手をやり、ゆっくりと唇を合わせる。

　そして唇が静かに離はなれると、彼女は頬を染めて、笑え顔がおで僕にぎゅうっと抱きついてきた。

「えへへ。冬とう夜やさんを独ひとり占じめです」

　まさか自分にこんな真似まねができるようになるとは。慣れってのは恐ろしいな。

　異世界に来て、婚約者が八人もできるなんて思ってもいなかったし。しかも全員年下……おっと、リーンは年上だったか。

「最近変なんですよね」

「？　変ってなにが？」

「私の魔眼って人の本質というか、善悪を見み抜ぬくんですけど。最近、違ちがう能力がたまに出てくる時があって」

「違う能力……って魔眼の？」

「はい」

　ユミナは僕から離れ、うーん、と首を傾げる。

「冬夜さん、『じゃんけん』しましょう」

「いきなりだな。その能力に関係あるの？」

「はい。あ、少しだけゆっくりやって下さいね」

『じゃんけん』は僕がみんなに教えた遊びだが、それを使ってどうすると言うのだろう？

「じゃん、けん、ポイ」

　負けた。続けてユミナが手を振ふる。どうやら続けるようだ。

「じゃん、けん、ポイ」

　また負けた。その次もその次も、何十回やったかわからないが、全部負けた。ユミナってこんなにじゃんけん強かったっけ？　いや、これって強いってレベルじゃないだろ。ひょっとして、これがユミナの能力？

「じゃんけんに勝てる能力……とかじゃないよね？」

「違います。なんて言うんでしょう……わかるんですよ。冬夜さんが何を出すか」

「……僕の考えを読めるってこと？」

　読心能力とか？　それ、ちょっと怖こわいな。何も隠かくし事ごとができないじゃんか。浮うわ気きとか一発でバレる。いや、浮気なんてしませんけどね!?　あ、この考えも読まれてるんじゃ!?

「考えは読めません。けど、見えるんです。数秒後に冬夜さんが何を出すか。ほんのわずかな先のことがボンヤリと視覚として」

　……未来予知、か。すごいな。どうやら数秒先のことしかわからないみたいだけど。

　にしたって、なんで急にそんな能力が……あ。まさか花か恋れん姉さんの言ってた『眷けん属ぞく化か』か!?

　半神化してる僕に、花恋姉さん、諸もろ刃は姉さんまでの『神の愛』を受けて、そんな能力が覚かく醒せいしたのかもしれない。

　そういや、最近のみんなにはいろいろ変化が多かった。スゥのフレームギア操縦能力の開花といい、ルーの戦闘能力上じよう昇しようといい……悪いことじゃないんだけど。

「ちょっと実験してみるか」

　コインを何枚か用意して僕が右手に握にぎる。ユミナは何枚が握られているかを当てるのだ。

　百発百中。全て正しく当てた。次にユミナが何枚か宣言してから、こっそりと【アポーツ】で右手から左手にコインを移す。さすがにこれはハズレた。ふむ、僕が【アポーツ】を使った時点で未来が変わったということか？

　しかしこれは僕がユミナの能力を知っているからやった行動であり、それさえも含めて予知できていれば、『０枚』と宣言していたはずである。しかしユミナが『０枚』と宣言すれば、僕は【アポーツ】を使わない。どのみち外れる。

　不確定な予知能力だな。まあ、何をしても変えられない未来なら、見えない方がマシな気もする。数秒後に骨折する未来が見えても、回かい避ひできないなら知るだけ損だ。

　ユミナからアクションを起こさなければ、未来が変化することは少ないようだから、相手が攻こう撃げきしてくる先を読めるのはありがたいか。まあ未来が読めても、かわせない攻撃なんてのはいくらでもあるけど。

　よく当たる勘かん、ぐらいに思ってた方がいいかもしれない。過信しすぎるとそれはそれで危ない気がする。

「それともうひとつ見えるものが」

「まだあんの!?」

　魔眼の能力は常時発動しているわけじゃないから、複数の能力を有しててもあり得ないことじゃないとは思うけど。

「冬夜さんにボンヤリと金色の光が見えることがあるんですよね。花恋お姉様が女性騎士の恋れん愛あい相談をしている時にもちょっとだけ見えましたけど。これってなんなんでしょう？」

　ぬ？　それって……『神力』が見えているのか？　僕にだって見えないんだが。僕の場合、花恋姉さんが言うには漏もれっぱなしになってるらしいし、どうもそれがユミナには見えているようだ。

「あー……まあそれは気にしないでもいいよ。あ、でも僕と姉さんたち以外のヤツから見えたら教えて欲しいかな」

　姉さんたちが追っている従属神とかかもしれないからな。まあ神力が使われたらどこにいようと姉さんたちにはわかるらしいから、そう簡単には見つからないと思うけどね。

　僕の答えに彼かの女じよは訝いぶかしげな視線を向けていたが、やがて小さくため息をついた。

「……そうですか。よくわかりませんが言われた通りにします」

「ゴメン。そのうちきちんと話すからさ」

「はい。約束ですよ？」

　そう言ってまた、こてん、とユミナは頭を預けてくる。

　とは言ったものの、どう説明したらいいものか。『実は僕、神様に殺されてお詫わびにこっちの世界で生き返ったんだよねー』……ダメだ。痛い目で見られそうだ。

　こっちの魔法でも、一応『蘇そ生せい』の魔法はあるみたいだから、そこはあまり突っ込まれないかもしれないけど。異世界からってのもなあ。フレイズと同種と思われたらたまらんしな。

　神様に降臨願うしかないかしら。……なんだかんだ言って、真実を話したときのみんなの反応が怖いだけかもしれないな、僕は。

「ああーっ！　ずるいですわ、ユミナさん！　冬夜様を独り占めなんて！　私わたくしもお仲間に！」

　サロンに入ってきたルーが僕らを見るなり、こちらへ足早に向かって来てユミナとは反対側の席にぽすんと座った。そしてそのままユミナと同じ様に、ぎゅうっと僕に抱だきついてくる。

「あらら。短い独どく占せん時間でした」

　ユミナが小さく舌を出しておどけて見せる。

　両手に花の状態だが、なんとも照れくさい。一対一だとあんまり感じないんだけどな。

「こレはこレは。ハーレムを満まん喫きつしてやがりまスか、マスター。私たちの方も少シはかまっテほしいものデ」

　ルーと一いつ緒しよにお茶のおかわりを持ってきた、メイド姿のシェスカが僕へ向けて嫌いや味みを吐はく。

「かまってってなんだよ……」

「頭を撫なで撫でシてくれるとか、ぎゅッと抱き締しめテくれるとか、ぎゅッと縄なわで縛しばり付けテくれるとか、お尻しりを叩いテくれるとか、裸はだかに熱い蝋ろう燭そくを垂らしテくれるとか……ハァハァ」

　シェスカの息が荒あらくなり、身体をくねくねし始める。もうやだ、こいつ。

「そ、そういうが冬夜さんの好みなんですか？　は、恥はずかしいです、けど、冬夜さんが望むなら……」

「その……わ、私わたくし、なにぶん初めてなので、優やさしくしてもらえると……」

　両サイドの二人が頬を赤らめて、目を逸そらしながら、もじもじとつぶやく。

「だぁ―――――ッ！　ちがぁ――――う！　そんな趣しゆ味みないから！」

　勝手に変な性せい癖へきにすんな！　まったくのデタラメですから！

　僕はまだ想像で興奮しているエロボ子をぐいぐいと扉とびらまで押して行き、廊ろう下かへと蹴けり出した。

「あぅん。もっと……」

　変な声出すな！　本当にコイツは教育に悪い！
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「これがフレイズの音の波長デス。こっちが中級種でこっちが上級種デスね。どうやら出現前になると空間を飛とび越こえても聞こえるみたいデスから、それを利用すればだいたいの数とか級種がわかると思うデス」

『蔵』のモノリスに浮うかぶ映像を操作しながら、巫女みこ姿のパルシェが説明していく。彼女は今回の戦いでは外部からいろいろな観察をしていた。

「出現場所や時間の確定はできるのか？」

「空間の歪ゆがみを測定し、その大きさや歪わい曲きよく率からいつ空間が裂さけるのか、予測は立てられるデス。二、三日のズレはありましょうが、そんなに大きくズレることはないと思うデスよ」

　二、三日はけっこうなズレだと思うが、まあ許容範はん囲いか。今回も三日ぐらいズレたしな。

「このデータを使ってフレイズの出現を予測するレーダーみたいなものは作れるかな？」

「できると思うデスよ。ただ、そんなに広こう範はん囲いをカバーすることはできないと思いまスけど」

　それでも出現を予測できるのはありがたい。複数作れば広範囲もカバーできるだろう。さっそくロゼッタに作ってもらうとしよう。

　ロゼッタは今、スゥのフレームギアを組み立てているが、こちらの方を優先してもらうか。フレイズの出現が予測できたら、対策を練る時間ができるし。

『工こう房ぼう』に行ってフレイズレーダーの制作をロゼッタに頼たのむと、軽くキレられた。

「うがー！　あっちもこっちもそんなにできないでありまスよ！　小生は一人でありまス！」

　訂てい正せい。思いっきりキレられた。無理もない。人手不足は否いなめないからなあ。ミニロボたちも増員したが、もう少し手伝いがいるか。










「それで私わたくしに？」

「うん」

　結局バビロンの『城じよう壁へき』にいたリオラに頼むことにした。っていうか選せん択たく肢しがなかったっていうか……。ドジっ子や活字中毒者、寝ねぼすけに任すわけにもいかんし。

「わかりました。これでも博士のサポートを務めてましたので、アる程度の手伝イはできるでしょウ」

　さすがバビロンシスターズの長女。話がわかる。これでいくらかロゼッタの負担が減ればいいが。

「ノエルは？」

「寝てます」

「相変わらずか……。ああ、これ、クレアさんが作った弁当。ノエルに渡わたしといて。リオラの分もあるから」

　持っていた二つの風ふ呂ろ敷しきの包みをリオラに渡す。リオラのは普通サイズだが、ノエルのはその五倍はある。八重並みに食べるからな、あいつは。

　あれだけ食っちゃ寝食っちゃ寝していて、よく太らないもんだといつも感心する。あ、人造人間だから太らないのか？

「アりがとウござイます。私わたくしたちは食べなくても平気なのですが、美味おいしイ食事はやはり嬉うれしイですね」

　風呂敷を受けとってリオラが微笑ほほえむ。リオラとノエル、それに『図書館』のファムはあまり地上に降りてこないからな。

　パルシェはあまり降りてこられると困るんだが……。このあいだ城のカーテンを燃やしかけてたからなあ。あのドジ属性はなんとかならんもんか。

　地上の城へ戻もどるとちょうど紅こう玉ぎよくを連れた桜さくらと出くわした。

　あれから一向に彼女の記き憶おくが戻る予兆はない。本人も記憶が戻らなくてもいいような感じに思える。

　自分は記き憶おく喪そう失しつになったことはないのでなんともいえないが、自分の過去とか気にならないんだろうか。

　一応身元が不明なだけに、動き回る時は琥こ珀はくたちの誰だれかを連れていくようにと言ってあるのだが、もう監かん視しはいらないような気もする。

「王様。よかった、探してた」

「ん？　どうかしたのか？」

　少し慌あわてた様子で桜が駆かけ寄よってくる。この子がこんな表情をするのは珍めずらしいな。少し驚おどろいていると、そのまま僕の手を取りどこかへ向けて走り出した。

「ちょ、どうしたんだ？」

『病人です』

「病人？」

　走る僕らの横を飛んでいた紅玉が桜の代わりに答えた。病人とは穏やかじゃないな。

『城下を散歩していると、行いき倒だおれがおりまして。『銀月』へ運び込んだのですが、どうも奇き病びようにかかっているらしく、危ない状態です』

「奇病？」

「魔ま硬こう病びよう。魔族だけがかかる病気。感かん染せん率りつは高くないけど、接せつ触しよく感かん染せんするから魔族は近づかないように言っておいた。発はつ症しようから一ヶか月げつ以内に死に至る」

　手を引いて走りながら桜が解説する。やけに詳くわしいな……。城の書庫にある医学書でも読んだか？　この子もファムほどではないけど、なかなかの活字中毒者だからな……。

　しかし魔族だけかかる病気か。ってことは、当然患かん者じやは魔族ってことだよな。

「でもなんで僕を？　病気ならフローラの方に来てもらえば……」

「魔硬病は状態変化の病。治すことはほぼ不可能。だけど無属性魔法の【リカバリー】なら……」

　なるほど。状態回復魔法の【リカバリー】は麻ま痺ひや毒、失明や難なん聴ちよう、身体の不調と状態異常を回復する。おそらくではあるが、胆たん石せきや腎じん臓ぞう結けつ石せきという異物なんかも取り除かれるのではないだろうか。ひょっとしたらガンなんかも治るのかもしれない。

　だけど風邪かぜは治らないんだよな。なんでだろ？　だから普通の病気とかは治せないと思っていたのだが、その魔硬病とやらには効果があるらしい。

　なら急いだ方がいいか。

　しかし、僕を探さないでも紅玉に言えば念話で呼べたのに。紅玉に聞くといきなり城へ走り出したらしい。桜も気が動転して、そこまで考えが回らなかったのだろうか。

　走る桜の前に【ゲート】を開き、一気に『銀月』の前に転移する。

　従業員のフルールさんに案内されて、三階の一番奥おくの部屋へ入ると、ベッドの上にその人は横たわっていた。

　ボロボロのマントに身を包み、身体のいたるところを包帯でぐるぐる巻きにしていた。包帯のはだけたところの肌はだは、赤茶けたカサブタのようになっており、剥はがれた肌の欠片かけららしきものが、ベッドのシーツに無数に落ちている。妙みような光こう沢たくがあり、まるで金属みたいだ。

　長い銀ぎん髪ぱつはざんばらになって傷みまくっているし、顔まで包帯で覆おおわれているのでわからないが、おそらく女性だ。浅い呼吸と共に、小さく上下する大きな胸がそれを肯こう定ていしている。

　しかし酷ひどいな、これは……。剥がれ落ちたところが赤くぐちゅぐちゅと爛ただれている。

「生きてるん、だよな……？」

「魔硬病は身体の皮ひ膚ふが金属のように硬こう化かし、どんどん剥がれ落ちていく病気。剥がれ落ちた皮膚はまた硬化し、いつまでも治らない。それは患者の体力と精神を蝕むしばんでいき、やがて命を奪うばう。でもまだ彼女は間に合う。早く【リカバリー】を」

　桜に促うながされて、急いで【リカバリー】を彼女に施ほどこす。

　柔やわらかな光に包まれて、彼女の皮膚が次々と剥がれ落ちていく。一いつ瞬しゆん、なにか失敗したかとびっくりしたが、剥がれ落ちたあとの皮膚は艶あでやかに汗あせで光沢を放っていた。健康的な小麦色の皮膚が包帯から覗のぞく。どうやら成功したようだ。

　ついでに回復魔法と【リフレッシュ】もかけておく。傷や体力もこれで回復するはずだ。

　フルールさんが顔の包帯を取り外し、持ってきた濡れタオルで顔を拭ぬぐってやると、パラパラと剥がれ落ちた皮膚の下から褐かつ色しよくの肌と長い耳が現れた。

「ダークエルフ……」

「ん」

　桜が頷うなずく。ギルドマスターのレリシャさんと同じ長い耳。そしてレリシャさんとは違う褐色の肌と銀髪。

「ダークエルフって魔族なの？　じゃあエルフも魔族なのか？」

「？　エルフとダークエルフはまったく別の種族。似ているけど違う。エルフは魔法に長たけているけど、ダークエルフは身体能力に優れている」

「お互たがいに憎にくしみあっていたり……」

「そんな話は聞いたことがない」

　さいですか。どうやら僕の薄うすっぺらいファンタジー知識とはまったく異なる存在らしいな。

　こうして見るとなかなか美人さんだな。これってエルフと同じく種族特性なんだろうか。ふむ。興味深い。

「あの……これから彼女の身体を拭ふきますので……」

「ああ、そうした方がいいね。早く硬化した肌を落とした方がいい」
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　フルールさんの提案に僕も頷く。早くキレイな身体にしてあげた方がいいに決まってる。けれどフルールさんは一向に作業をしようとはせず、僕の方にちらちらと視線を投げかけてくる。

　？　なんだ？

「あの……服を脱ぬがせますので、陛下がここに居られると……その……」

　おずおずとフルールさんが切り出した言葉でやっと僕は事態を察した。

　あ、や！　違いますよ!?　なにも彼女の裸を見たくて動かなかったわけじゃ！

　すぐさま回れ右をして扉から廊下に出て行く。ただでさえ八人も婚約者がいる好色な国王って噂うわさされているんだ。さらに信しん憑ぴよう性せいを高めてどうする！

　フルールさんと桜に彼女を任せて、僕は『銀月』を後にした。

「失敗したなあ……」

「陛下！」

　冷ひや汗を拭っていると、目の前にうちの騎き士し団だんの魔族連中が集まってきた。ヴァンパイア族の青年・ルシェード、オウガ族のザムザ、アルラウネのラクシェ、ラミア族の双ふた子ご・ミュレットとシャレット。

「か、担がれていった人はどうなりました？」

「ああ、大丈夫。病気は治ったし、しばらくすれば動けるようになるだろ」

　僕の言葉を聞いてみんな安心したのか、息を吐いて胸を撫で下ろす。なんだなんだ、随ずい分ぶんと大おお仰ぎようだな。同じ魔族だからってそんなに心配することか？

「ひょっとしてみんなの知り合いなのか？」

「いえ、でも同じ魔族ですからね。魔族が魔ま王おう国を出てくると人種差別や迫はく害がいもたまにありますし……。それにあの人は魔硬病だったから相当辛つらい目にあったんじゃないかって……」

　心配そうにルシェードがつぶやく。

　魔族だけがかかる病気。あの包帯は魔族ということや、その醜みにくい肌を隠す為だけなんじゃなく、他ほかの魔族への感かん染せんを避さけるために巻いていたのかもしれない。

「ダークエルフが魔王国を出るなんてよっぽどのことがあったんでしょうね」

「どういうこと？」

「ダークエルフはヴァンパイア族と同じく長命種ですから、名家の貴族が多いんですよ。大半が国の重要職についてたりしますからね」

　ってことは、あのお姉さん、何十歳ってこともありえるのか。二十歳はたち過ぎくらいにしか見えなかったけどなあ。

　そんなことをぼそっとつぶやくと、目の前のルシェードに『私も六十歳を超えてますが』と言われた。嘘うそぉ！　あんたも二十歳過ぎにしか見えないぞ!?　っていうか、ルシェードの入団理由って『独り立ちしたいから』じゃなかったか!?

　六十過ぎてやっと親おや離ばなれってどうなんだろう。魔族の風習はよくわからん……。

　普通、魔王国の貴族レベルなら、魔硬病にかかっても、人間や亜あ人じんの世話係をつけ、死ぬまでの一ヶ月間、軟なん禁きんされて死を迎むかえるんだそうだ。

　おそらくあのダークエルフは旅の途と中ちゆうに発症したのだろうな。たまたま辿たどり着ついた国に僕がいたから助かったけど、でなけりゃ確実に死んでた。

　……たまたまだよな？







◇　◇　◇







「おお……」

「これが私たちの……」

　目の前に立つ二体のフレームギアを見上げながら、八重とヒルダが声を漏らす。

　片や藤ふじ色いろの鎧よろい武者。日本鎧のようなデザインの機体で、兜かぶとには細長い三日月の飾りが付いている。あれは戦国武将、伊だ達て政まさ宗むねの兜を参考にした。腰こしには大太刀と脇わき差ざしを装備し、背中と足には機動性を高める小型バーニアが取り付けられている。

　魔ま力りよくスロットに込められた【アクセル】の効果により、瞬しゆん間かん的てきな超ちよう加か速そくを生み出すことができる。これによって、抜ぬき打うちで敵を仕留めたり、連撃を繰くり出すことも可能だ。

　防ぼう御ぎよ力りよくはそれほど高くはないが、反面、素す早ばやい動きと、鋭するどい斬きれ味の晶しよう刀とうにより、一瞬で敵を倒たおす神速の機体。

　これが八重の専用フレームギア、『シュヴェルトライテ』だ。

　対するやその横に立つオレンジの機体。重じゆう厚こうな鎧を身に纏まとい、メインカラーのオレンジに黒の装そう飾しよくで彩いろどられた騎き士し。幅はば広ひろの長ちよう剣けんと大きめの盾たてを装備し、八重の機体より防御力の方を高めにしてある。

　背中から大きく伸のびたサメの背ビレのような部分は、変形して対上級種用の巨きよ大だいな大たい剣けんになる。【モデリング】の付ふ与よもしてあるので、倍の長さの長剣にも変化するようにした。

　これがヒルダの専用フレームギア、『ジークルーネ』である。

　二人は二体のフレームギアにそれぞれ乗り込み、剣を振ったり、走らせたりと動きを確かく認にんしながら、慣らし運転を続けた。

『反応速度が黒騎士とは段だん違ちがいでござるな……。まるで自分の身体のように操あやつれるでござるよ』

『力も比べ物にならないくらい上です。これなら上級種相手でもどうにか……』

『あんまり調子に乗らない。向こうだってさらに強い上級種がいるかもしれないんだ。油断大敵だぞ』

　事実、新型機だって無敵じゃない。せめてあの荷か電でん粒りゆう子し砲ほうに耐たえられるようにしたいところだが、八重たちの機体でもさすがに無理だろう。

　測定したデータを元に、それに耐えられる装そう甲こうを現在製作中であるスゥの機体へと装備させるつもりだ。

　シュヴェルトライテとジークルーネの稼か動どうテストが終わり、城へと戻ってくると、僕はその足で桜と紅玉を連れて城下の『銀月』へと向かった。魔硬病が治ったダークエルフのお姉さんが目を覚ましたらしいのだ。今朝、城の方へ『銀月』の従業員が知らせに来た。

　体調にも問題は無く、食欲もあるようなので完全に治ったみたいだけど、ま、念のために様子を見にね。

　ドアをノックして部屋の中へと入ると、椅い子すに腰こし掛かけたフルールさんと、ベッドから上半身を起こしたダークエルフのお姉さんがいた。
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　フルールさんが僕らを紹しよう介かいすると、すぐさまベッドから降り、両りよう膝ひざをついて深々と頭を下げてきた。ちょっ！　土下座は勘かん弁べんして！

「命を救っていただき、お礼の言葉もございません。まさかブリュンヒルド公王陛下に治していただけるとは……。このスピカ・フレンネル、陛下のために命を捧ささげましょう」

　大おお袈げ裟さだな！　いや、命を救われたと考えるとそうでもないのか？

「んー、あんまり深く考えないでくれると。とにかく病気が治ってよかった。なんなら魔王国ゼノアスまで転移魔法で送るけど？」

　上空からだがゼノアスの街かい道どうには行った事があるからな。あそこになら【ゲート】を開ける。

「いえ……国には帰る場所がないので……。この国でなにか仕事を見つけようかと思います。他の国では魔族はなかなか雇やとってもらえないので」

　辛そうにスピカさんが小さく笑う。なにか帰れない理由でもあるんだろうか。みんなは魔王国ではダークエルフは名家出身が多いと言ってたけど。

「仕事と言っても……なにか得意なことでもあるんですか？」

「ゼノアスでは軍ぐん籍せきに身を置き、護衛兵を務めていました。できるのであれば、こちらでも同じような仕事をさせていただきたいと……」

　護衛兵か。ってことはかなり上のエリートだったんじゃないか？　確かにこの人ってどことなく話し方も軍人っぽいけど。そんな人が国に帰れないって、いったいどういうことなんだろう。犯罪者……ではないと思うが。

「王様……この人の仕事、なんとかならない？」

「え？　んー……まあ、騎士団で雇えなくもないけど……」

　桜が他人を気にかけるなんて珍しいな。この子、いい意味でも悪い意味でもマイペースだからさ。スピカさんも僕の顔を窺うかがう。

「なんとかお願いできないでしょうか……」

「こう言ったらなんですけど、ヒラ騎士ですよ？　給料も安いし……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「構いません。必ず陛下のお力になってみせます」

　スピカさんがまっすぐに僕へ目を向けてくる。そこには何か決意というか、そういったものの光が感じられた。

「んじゃ、一応入団テストをしてみましょうか。僕だけでは決められないので」

「よろしくお願いします！」

　再び頭を下げるスピカさん。だから土下座はやめてくれっての……。

「……よかったね」

「はい！　ありがとうございます、桜様」

「様はいらない」

「え？　しかし陛下の婚約者フイアンセであるならば、それなりの敬意を持って……」

　いやいやいや。違うから。いっぱいいるけどこの子は違うから。

　僕が桜の事情を話すと、スピカさんは納なつ得とくしたように頷いた。

「そうでしたか。記憶を……。さぞお辛いことかと……」

「全然。この国はいろんなことがあってとても楽しい。きっとスピカも好きになる。断言する」

　なんでもないことのようにさらりと返す桜。それを聞いて、一瞬、スピカさんは面食らった表情を浮かべたが、やがて懐なつかしいものを見るような笑みを浮かべた。

「同じようなことを以前言われたことがあります。……桜様は不思議な方ですね。私の知り合いに似ています」

「様はいらない」

「いえ、貴女あなた様さまも命の恩人。恩義を失しては家名に傷が付きます。地に落ちた家名ですが、それぐらいは……」

　スピカさんが不意に口を噤つぐむ。まずいことを口走った、とでも言うように口を押おさえた。

　どうやらなにか魔王国で家名に泥どろを塗ぬるような出来事があったみたいだな。深くは追求しないけれども。

　ま、とにかく身体の調子が悪くないなら、まずはユミナのところに連れて行こう。大丈夫だと思うが、魔眼で見てもらわないとな。

【ゲート】を開き、城の中庭に出る。初めての転移に驚きながらも辺りをキョロキョロしているスピカさんを置いて、紅玉にユミナを呼んでくるように頼んだ。

　しばらくしてユミナがやって来ると、今度こその婚約者の出現にスピカさんは畏かしこまって膝ひざをつき頭を下げる。ユミナは僕の婚約者であると同時に、ベルファストの姫ひめ君ぎみでもあるわけだから、無理もないか。

「立って下さい。スピカさん、とおっしゃいましたね？」

「はっ」

　立ち上がったスピカさんを、ユミナの視線がまっすぐに射い抜ぬく。しばしの沈ちん黙もくのあと、ユミナはにっこりと微笑んだ。

「問題ありません。ブリュンヒルドの騎士として、相応ふさわしい心の持ち主だと思います」

「ありがとうございます……？」

　何が『問題ない』のか、不思議そうな表情を浮かべ、キョトンとスピカさんが立たち尽つくす。どうやらユミナのお眼鏡にかなったようだな。

「じゃあ次は実力を見せてもらうか。ついてきて下さい」

　中庭を抜けて、裏手の訓練場の方へと向かう。

　相変わらず今日もみんな訓練に励はげんでいるようだ。訓練場の端はしでは打ちのめされた騎士たちが力ちから尽つきて伸びている。ひぃ、ふぅ、み……ちょ、何人いるんだよ。多すぎ！　諸刃姉さんの仕し業わざだな……。

　訓練場へやって来た僕らを見て、みんな手を一度止めようとするが、僕が構わず続けるように合図すると、再び訓練を始めた。

　それでもスピカさんが気になるのか、ちらちらと視線を向けてくる。ダークエルフなんて珍しいし、美人さんだからな。仕方ないか。

「さて、と。おーい、ニコラさん」

「はい。なんでしょう、陛下」

　ちょうど隅すみのベンチで訓練用のハルバードを磨みがいていた副団長のニコラさんを呼ぶ。

　スピカさんの入団テストをするので、相手を何人か見み繕つくろってもらうように頼んだ。

　得え物ものを選んでもらおうと、訓練用の武器置き場に連れて行くと、スピカさんは剣と盾を手に取った。重さを確かめるように少し振り回してから、訓練場へと向かう。

　ニコラさんが選んだ対戦相手と対たい峙じし、互いに礼をしてから武器を構える。相手は槍やりの使い手だった。

　試合が始まると同時に、スピカさん目め掛がけていくつもの突つきが繰り出される。彼女はそれらを全すべて盾で防ぎ、懐ふところへと潜もぐり込むと、鋭い剣撃を放っていった。

　槍の攻撃は全て盾で防がれ、全く届かない。その隙すきをついてスピカさんが盾ごと突っ込み、相手のバランスを崩くずしながら足を払はらう。

　倒れこんだ相手に剣を突きつけて、勝負はついた。

「『盾』でござるな」

「『盾』ですね」

　いつの間にか横に来ていた八重とヒルダがそれぞれつぶやく。びっくりした。いたのか。

　盾がどうかしたのか？　何の変へん哲てつもない盾に見えるけど……。

「あれは敵を倒す剣けん術じゆつというより、誰かを護まもる護衛術でござる。敵の攻撃を受け止め、逸らし、それ以上進めなくさせる。後の先を取る剣術でござるな」

「すごいのは盾で受け止める位置をずらし、受け流して、力を分散させてしまうところですね。あれでは手て応ごたえが無いどころか、体勢までも崩しかねません。やりにくそうです」

　暖簾のれんに腕うで押おし、糠ぬかに釘くぎ。そんなところか。攻撃を受けとめ、相手が次の攻撃や防ぼう御ぎよに移るのが難しい状態に追い込んでから、そこをついて倒す。確かにあれなら相手を殺すことなく戦せん闘とう不能にすることも可能な気がする。もちろん、隙をついて相手を殺すこともできるだろう。

「ってことは盾が無ければ……」

「効果は半減……いや、それ以下でござろうなあ」

　剣でも受け流すことはできるだろうけど、確かに盾と同じように凌しのぐのは難しそうだ。盾ありきの剣術か。確かに珍しいな。

「本来ならあの剣術専用の盾がある。魔族の中で鉄てつ壁ぺきの防御術を誇ほこるのが、彼女のフレンネル家。魔王を補ほ佐さする五貴族のひとつ」

　桜が二人目の相手を同じように倒すスピカさんを見ながら口を開く。そんなことよく知ってるなあ。

「……と本に書いてあった。フレンネル家は有名。多分、彼女もその出身」

「なるほど。そんな名家の人がなんでまたこんなところに流れてきたのかねえ……」

　人に言えない理由があるようだが、詮せん索さくするのはよしとこう。ユミナが太たい鼓こ判ばんを押した以上、悪い人間ではないのは確かだ。なにか向こうで取り返しのつかない失敗をして、ここで人生をやり直そうとしているなら、それもいいんじゃないかな。

　試合を見て、実力は充じゆう分ぶんだとニコラさんが判断したため、僕ぼくはスピカさんのブリュンヒルド騎士団への入団を認めた。
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「ふうん。あの人フレンネル家の人だったんですねー」

「知ってるの？」

「そりゃあゼノアス五武家のひとつ、『盾』のフレンネル家っていったら有名ですよぅ」

　城の一室で図面を片付けながら、ラミアの姉妹、ミュレットとシャレットがそう語った。彼女たちは農林・建設機関の長である内ない藤とうのおっさんの部下として働いている。町割りや、建築物の申しん請せい、手続きの書類などの整理を主にしていた。

　内藤のおっさんに会いにきた帰りに、たまたま二人を見かけて、ちょっと気になっていたスピカさんのことを聞いてみた。同じ魔族だしな。

　なるべく詮索はしないつもりだったのだが、あれだけの実力と家いえ柄がらがありながら、なぜ国を出たのかどうも気になってしまう。

「フレンネル家っていったらゼノアス王家の護衛を務める家系で、王家の一人一人にフレンネル家の者が影かげのように付いているという話ですよ。あくまで噂ですけどー」

「じゃあひょっとしてスピカさんも王家護衛者の一人だったのかな？」

「んー、どうですかねぇ。確かフレンネル家の護衛者って、それぞれ王家の者と同じ性別の者が選ばれると聞きましたけどぉ。今ゼノアス王家の女性っていなかったんじゃないですかねぇ」

　ん～、とミュレットが考えるように腕うでを組んで、蛇へびの尻尾しつぽでピタピタと床ゆかを叩たたく。

　あれ？　こいつミュレットか？　シャレットだっけ？　この二人、本当にそっくりなんで見分けがつかない。

　同じ双子でもエルゼとリンゼはそんなことないのにな。前にそんなことを言ったら『鱗うろこ模様が全然違ちがうじゃないですか』って言われた。わかりませんよ、普ふ通つう。

「女性がいないって……王おう妃ひ様も？」

「確か第一王妃、第二王妃、共に病気で亡なくなっているはずですよー。王子はそれぞれ一人ずついますけど、王女はいなかったはずですしー」

　なるほど。女性を護衛するなら女性の方がいいに決まってるしな。となると、スピカさんは護衛者ではなかったのかな。じゃあ『地に落ちた家名』ってのは……。

「フレンネル家って、最近なにかあった？」

「「さあー。私たちもゼノアスを出て長いのでー」」

　ふむ。結局は何もわからず、か。まあ、根ね掘ほり葉は掘ほり調べるのもプライバシーの侵しん害がい的な気もするしな。

　ラミア姉妹と別れて訓練場へ行ってみると、ちょうどスピカさんが訓練を終えてベンチで汗を拭っているところだった。

「やあ」

「こ、これは陛下。なにかご用でしょうか？」

　ベンチから離はなれ、片かた膝ひざをつき頭を下げる。どうもこの人みたいに軍人然とした人は苦手だなあ。とりあえず立ってもらうことにする。

「どう？　何か困ったことはない？」

「いえ、みなさん新参者の私にいろいろと親切にしてくれます。魔族とか女性とか、そういったこと区別なく接してくれるのはありがたいですね」

　他の騎士団に比べて確かにウチは女性の比率が多い。それと亜人の数も。まあミスミドみたいに全員じゃあないが。

「それにしてもこの国の騎士団は強さの水準が高いですね。驚きました」

　まあ、めちゃくちゃシゴかれているからなあ。スパルタ式に。アレで強くならなけりゃ嘘だ。

「特に諸もろ刃は様の強さは……」

　何を思い出したのか、スピカさんの目から光が消えた。

「ああ……。もうやりあったんだ」

「今までの自信が全て崩くずれ去さりました……。我わが『盾』が何の役にも立たなかったのは初めてです……。いくら使い慣れない盾とはいえ……」

　あの人はいろいろと規格外だから忘れた方がいいと思う。アレを基準にすると、人間は越えられない壁かべに挑ちよう戦せんし続けないといけない。

　そういや桜がフレンネル家専用の盾があるって言ってたな。どんなんだろ。

「緩ゆるいカーブを描えがいたドーム状の盾です。中心に刺突用の突とつ起きがあって……」

「ふむ」

【ストレージ】から晶材を取り出し、【モデリング】で変形させていく。こんなもんかな。

【モデリング】に驚きつつも、盾をスピカさんが手に取り、表面を撫なでる。

「ここのカーブをもうちょっと緩やかにしてもらえますか？　あと、全体のサイズをもうちょっと小さく……」

「こう？」

　言われるがままに変形させていく。変形し終わった水すい晶しようの盾に【グラビティ】で軽量化を施したり、いろいろ付与して、おしまいっと。

　スピカさんが出来上がった盾を手に取って、ひと通り撫でてみた後、構えたり振ふり回したり、いろんな動きを試ためしていた。

「透すき通とおっているから盾の背後でも視界が塞ふさがれないのがいいですね。それに信じられないくらい軽い。素す晴ばらしい盾です」

「それだけじゃないぞ。ほとんどの刀とう剣けん類るいは傷ひとつつけることができないし、魔ま法ほうの攻こう撃げきもある程度跳はね返かえしたり吸収したりする付与がついてる」

　まだ、スピカさんには他に晶しよう剣けんと鎧、騎士団員の装備一式を給付してなかったので今ここで手て渡わたした。剣と鎧はみんなと同じのだが。

「このような武具が……あの時にあれば……」

　彼かの女じよがポツリとつぶやいた言葉を僕の耳は聞きき逃のがさなかったが、あえて触ふれないことにした。

「マスター」

　背後から声がかけられる。振り向くとメイド姿をしたシェスカが立っていた。

「ロゼッタから連れん絡らくでス。例の物が完成しタと」

「お、けっこう早かったな」

　もうちょっとかかるかと思ってたんだけど。よし、じゃあ午後の会議でお披ひ露ろ目めといきますか。

　僕はスピカさんと別れ、シェスカと共にバビロンへと向かった。










「冬夜殿どの。これがフレイズの出現を予測できる魔道具アーテイフアクトか？」

「はい。『感知板』と名付けました」

　その名の通り黒い板状の形をしたもので、いわば液えき晶しようタブレットである。

　フレイズの出現音を察知すると、その方向、距きよ離り、出現する予測時間、個体種別、出現数を表示してくれる便利なものだ。

　ただ、測定範はん囲いがそれほど広くなく、ブリュンヒルドだけならひとつで問題ないのだが、ベルファストやレグルス、レスティアといった大国どころか、ウチの次に小さいリーニエでさえ複数必要になる。

「これを各国の冒ぼう険けん者しやギルドに設置してもらい、下級種のみであった場合、ギルドからの依い頼らいとして冒険者に、中級種を含ふくむのであれば、フレームギアでその国を上げて対処、上級種を含むのであれば東西同盟全体で事に当たるとしたく思っています。もちろんあまりにも数が多ければこの限りではありませんが」

「ギルドとしては問題ありません。ユーロンの時のように、予測できずに被ひ害がいをこうむるのは勘弁してもらいたいところですからね」

　各国の代表者に混じって、円えん卓たくに座すわっていたギルドマスターのレリシャさんが口を開く。

　ギルドに協力を仰あおいだのは、東西同盟に入っていない国の内部まで、いろんな土地に拠きよ点てんを持っているということにある。それと連れん絡らく網もうの確かさだな。

　もちろん、同盟に入っていない国にフレイズ出現の予測が出たなら、事情を話して対応を頼たのむつもりだ。信じてもらえるかどうかはまた別の問題だが。まあ、信じてもらえなくても、フレイズが出現すれば、信じざるをえなくなってしまうだろうが。

「ふむ。これがあればフレイズの襲しゆう撃げきがあっても、ある程度国内で処理できるな」

「それとフレイズの破は片へん……『晶材』だったか？　それも使いようによってはなにかと便利そうだし」

　レグルスの皇こう帝ていとミスミドの獣じゆう王おうがそんな会話を交かわす。当然のことながら、各国には『晶材』の特性が筒つつ抜ぬけになっていた。まあ、フレイズと我が騎士団の装備やフレームギアの武器を見てたら察しはつくよね。

　今まではフレームギアで倒した分の『晶材』はほとんど僕がもらっていたが、これからは自国で倒した場合、八割はその国の物になり、残り二割はフレームギアのレンタル代として僕がもらえることになった。むろん、フレームギア無しで倒した場合は、僕の懐に入ってくることはない。

『晶材』の特性は、




『魔力を注ぐことによって硬こう度どが上がる』

『注がれた魔力が枯こ渇かつするまでは自己再生する』

『触しよく媒ばいとすると魔法の威い力りよくが増ぞう幅ふくされる』




　最後の魔法の威力が増幅されるのは魔石と同じだが、魔力の伝導率が違うため、晶材の方が威力が高いんだそうだ。

　問題は重さと加工技術で、僕のように【グラビティ】での軽量化や、【モデリング】での複雑な変形ができなければ、鎧や剣に使うのは難しい。

　加工にしても、削けずり出すのは問題ないのだが、接合することはできない。まあ、ものすごく魔力を込めて硬度を上げ、薄く鱗うろこ状じようにした晶材でスケイルメイルとかができそうだが。

　だが、一番厄やつ介かいなのは魔力の注入で、リーンが言うには、注げば注ぐほど硬度が上がることは上がるのだが、魔力の抵てい抗こう値ちも上がるため、注入しにくくなっていくんだそうだ。

　ＲＰＧなんかのレベルアップのようなことなんだろうか。レベルが上がれば上がるほど、たくさんの経験値が要いるような、あんな感じ。

　ちなみに僕は魔ま力りよく抵てい抗こうとか感じたことがない。普通にすんなり注入されてくけど。さすがに限界まで注入したことはないのでわからないが。入れ過ぎると割れるような気もしないでもない。それに硬かたくなるといっても限界はあるだろうしな。

「では今日の会議はこれで……」

「すいません、ひとつ報告が」

　締しめようと思った僕の言葉を遮さえぎって、新ロードメア全州総そう督とくのオードリーさんが手を挙げる。なんだろう？

「一応、伝えておいた方がいいと思いまして。先日起きた、我が国においての武装ゴーレム暴走事件……このゴーレムの研究・培ばい養ようの全責任者であったエドガー・ボーマンが鉱山収容所より脱だつ走そういたしました」

　え？　あの若ハゲ博士、脱走したの？

「どうも外部からの手引きがあったらしく、その行方ゆくえは未いまだつかめません。国外逃とう亡ぼうもありえますので、一応報告をと」

　ってことは、誰だれかがあの若ハゲを逃にがしたってことか。一体誰が……。あんなんでも一応天才魔工学者って呼ばれていたんだし、その力を利用しようと考える輩やからがいてもおかしくはないが……。

「検けん索さく。魔工学士エドガー・ボーマン」

　空中にマップが表示されるが、そこにピンが落ちる事はなかった。

『検けん索さく終しゆう了りよう。該がい当とうなシ』

　ぬう。

「すでに死んでいる……ということでしょうか？」

「個人判別できないような死体になっていれば。それか魔ま力りよく障しよう壁へきが張られているところに逃げ込んだか、張ることのできる道具を持っているか……」

　新全州総督にそう返しながら、僕はまたしても嫌いやな予感がするのを押さえられなかった。恐きよう怖ふとか不安などから来るものではない。ただただ厄介事が増えそうな、そんな面めん倒どうな予感だ。

『中ちゆう途と半はん端ぱに利口な馬ば鹿かほど厄介なものはない』って死んだじいちゃんが言ってたなあ。

　僕もそう思う。
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　ギルドに感知板を渡わたして数日、さっそく反応があった。出現したのは下級種三匹びき。場所はリーフリース北西の港町。これはリーフリースの冒険者たちが仕留めたらしい。

　まあ、下級種ならランク赤の冒険者数人で倒せるしな。かなり手こずるかもしれないけど。

　ただ、問題もやはりあって、出現場所と数はある程度予測できても、出現時間がかなりズレるのが大変だったらしい。二十四時間体制で三日張り込むというのはそれなりに大変だ。

　そのかわり晶材はギルドで高く買い取るので、差し引きゼロといったところか。買い取った晶材は出現国で買い取るか、ギルドが商人に売ることになる。

　フレイズ討とう伐ばつのこの依頼は指定依頼なので、誰もが受けられるものではない。ギルドを通して信しん頼らいできる冒険者に依頼されるものだ。

　受けるだけ受けてトンズラされたらたまらんしな。

　とにかく感知板の性能を確かめられてよかった。どうやら問題はないようだ。

　大樹海の方もパムたちラウリ族の力を借りて他部族に配布しているし、何かあったらラウリ族の方へ伝書鳥（鳩はとじゃないみたいなので）が飛び、パムからはゲートミラーで僕のところへ連絡が来るようになっている。

　問題は海上で出た場合だが、こればっかりはどうしようもない。

　とにかくあとは大きな被害がないように祈いのるだけだ。

　ま、それはそれとして。

「っと、これでいいかな」

「ほほう。これが手て漕こぎトロッコというものか」

　そんな中、僕はといえば各国首しゆ脳のう陣じんの前で、手漕ぎトロッコの説明をしていた。ブリュンヒルドの広い平野にまっすぐなレールを敷しいて、その上を手漕ぎトロッコで移動して見せる。

「先ほど説明した通り、このハンドルを上下させることによって、この台車がレールの上を進みます。運うん搬ぱんするための道具ですね」

「なるほど。構造はさほど難しくないな。しかし、これではあまり量を運ぶことはできないのではないかな？」

「今はそうですね。しかしトロッコに代わる高速で大量に運べる物も考えてありますので。今はこれをみなさんに公開しといて、問題がなさそうなら計画を進めようかと」

　いきなり蒸気機関車なんか作って、線路や列車の存在を知らずに誰かがひかれたりなんかは勘弁してほしいしな。まずは線路と、その上を走る物があるということを認にん識しきしてもらおうかと思ったわけで。トロッコなら事故ってもそれほど大だい惨さん事じにはなるまい。

　シェスカたちの話によれば古代王国でも普通に列車があったらしいからな。これは異世界の技術を持ち込んだというより、この世界の技術を復活させたという方が正しいんだろう。まあ、古代文明ではバリバリの魔法列車だったらしいが。

「土魔法を使える者ならレールを敷く際に道を平へい坦たんにするのも簡単でしょうし、鉱山内で掘ほり出した鉱石を外へ運ぶのにも便利ですよ」

「ふむ。確かにな」

「ただ、守って欲ほしいのはレールの幅はばの大きさです。これはできれば統一していただきたい。いずれはリーフリースからロードメアまで線路を伸ばせれば、流通がかなり楽になりますからね。作り直すのは面倒でしょ？」

　レールの幅……軌き間かん、ゲージとも言うらしいが、『標準軌』と呼ばれる世界で一番使われている幅が一四三五ミリメートル、日本ではそれより狭せまい『狭きよう軌き』という一〇六七ミリメートルが一番普ふ及きゆうしているらしい。

　実は僕のじいちゃんはこの線路の幅を測って歩く仕事をしたことがあって、その重要さを僕によく話してくれたものだ。レールというものは過度な暑さや寒さで伸しん縮しゆくすることがある。この歪ゆがみに気づかず放置なんかしておくと、最悪脱だつ線せん事故などを起こしかねない。それだけ自分の仕事は大切なんだと語ってくれたのを覚えている。

「ウチの国は皆みなさんの国と接してませんけど……」

　リーニエ国王のクラウドさんが手を挙げる。あそこは島国だから北のパルーフ王国としか接してないもんな。

「同じレール幅にしといた方が、他ほかの国で使っていたトロッコとかを譲ゆずられたときに流用できますよ。わざわざ違う幅にすることはないと思いますけど」

「あ、そうか」

　基本的に上りと下り、二本敷くと正面からの衝しよう突とつ事故などが起こらなくなるとか、いろいろ注意事じ項こうを話したあとは、いつも通り王様たちのはしゃぎタイムに突とつ入にゆうした。

　二百メートルの直線レールを行ったり来たり、楽しそうにはしゃぎながらハンドルを上下させて走らせている。子供か。

　さすがに教皇猊げい下かと全州総督の女性二人は乗らなかったし、はしゃいだりはしなかったが。

　そのかわりみんなに渡したトロッコの説明書と図面を食い入るように見ていた。もうすでになにか利用法を思いついたらしい。

　ロードメアとラミッシュは大河を挟はさんで隣となり同どう士しなので、橋さえ渡せたらかなり貿易が盛んになると思う。

　ちなみにリーフリース皇王とミスミド獣王が、調子に乗ってスピードを出しすぎたため、ブレーキをかけても端で止まれず吹ふっ飛とんだが、事故ったときのいい見本となった。もちろん僕が回復魔法で擦すり傷きずとかを治しましたが。そりゃあんなスピードで突っ込んだらそうなるわい。
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　季節もそろそろ春になろうとしている。寒い日も少なくなり、暖かい日が増えてきた。

　それにともない、旅人の数も増えてきたように思える。城下の通りも活気付き、賑にぎわうようになってきた。

　ダンジョン目当ての冒険者が集まり、その冒険者目当ての武器商人なども通りに軒のきを連ねる。

　なかなか発展してきたな、この国も。最初はどうなることかと思ったが。

『陛下』

「ん？　椿つばきさんか」

　街を歩いていると、塀へいの上にいた猫ねこが話しかけてきた。召しよう喚かん獣じゆうではない。武たけ田だ忍しのびの忍にん術じゆつらしいが、声を他方向から発することができる術なんだとか。近くに椿さんが潜ひそんでいるんだろう。

　わざわざこんなことしないでも、直接話しかけてくれりゃいいのにと思わないでもなかったが、様式美というものだろうか。

『少しお耳に入れておきたい情報がございまして。イーシェンで戦いくさが始まったようです』

「イーシェンで？　どことどこが？」

『織お田だ、羽は柴しば、長ちよう宗そ我か部べ、毛もう利り、島しま津づ、徳とく川がわ、上うえ杉すぎ、伊達だての八領主のうち、長宗我部が織田・羽柴連合軍に敗れ、領土を奪うばわれました。そのすぐあとに、織田の領主・織田信のぶ永ながが暗殺され、羽柴の領主・羽は柴しば秀ひで義よしが織田を乗っ取り、一大勢力となったとのことです。これに対し、徳川は伊達と同盟を結んで抵てい抗こうしています」

　んお？　織田さんとこの信のぶ長なが……信永？　が殺されたか。予想通りかな。

「織田の領主を殺ったのは配下の明あけ智ちさん？　夜中に寺で襲おそわれた？」

『……はい。明あけ智ち満みつ秀ひでという者に、本納寺という寺で宿しゆく泊はく中に謀む叛ほんにあい……。なぜ知っているのです？』

「んー、まあそんな気がしたんで」

　やっぱりか。全部が全部僕らの世界の歴史をなぞっているわけではないみたいだけど、ある程度は同じみたいだ。徳川と伊達が同盟ってのはよくわからんが。

「それで羽柴軍はどうしました？」

『そのまま毛利、島津を勢力下に治め、残るは徳川、伊達、上杉のみとなりました。ですが……』

「どうかしました？」

『羽柴軍はイーシェン東部へと軍を向けつつも、一方では軍船を造っております。どうやら海を渡り、ユーロンへと攻せめ込む考えもあるようで……』

　なんとまあ。確かに僕らの歴史には文ぶん禄ろく・慶けい長ちようの役とやらがあったが……。あれ？　今の状じよう況きよう下で攻められたらユーロンやばくね？

「ユーロンって今どうなってるの？」

『有力な貴族が天てん帝ていの庶しよ子しだという者をそれぞれ新天帝に立て、勢力争あらそいをしています。少し前のイーシェンに似てますね』

　そんなところに羽柴軍が攻め込んできたらヤバいんじゃないのかなあ。ユーロン全部を支配なんてできないだろうけど、一部は征せい服ふくされてしまうかもしれない。

　正直言うとユーロンなんかどうなったって構わないんだが……。

　ユーロンがこんな状態でも今まで他国から侵しん略りやくを受けなかったのは、ひとつはフレイズのことがあったからだ。

　あんな大だい虐ぎやく殺さつがあった国で、また同じことが起こるかもしれない、という不安と、それに対処する手段がなかったから。

　もちろん魔ま王おう国ゼノアスや、ホルン王国のように、元々侵略する気がない国や、ハノック王国のようにユーロンと関かかわりを持ちたくないという国もあるので一いち概がいにそうとは言えないけど。

　ロードメアもとりあえず侵略をする気はないらしいし。となると、フェルゼン王国とノキア王国が、イーシェンの行動に影えい響きようされて、同じように進軍を開始するのではないかという不安がある。

　最悪ユーロンを舞ぶ台たいにして、この三国間で戦争が起こりかねない。国力でいうと、イーシェンがかなり他の二国に対して劣おとっているように思えるが、どうなんだろう。

「フェルゼンとノキアの動きは？」

『今のところ何も。ただ、フェルゼンに関しては、西にロードメア、南にレスティアという大国が控ひかえていますのでそう簡単には動けないかと』

　なるほどね。となると、やはり羽柴軍のこの行動はそれを見み越こしての動きか？　それとも何か目的があって……。

　あんな島国ひとつ制圧できてないのに外の国へ乗り出すかね？

「秀義ってどんな男？」

『よくわかっておりません。いつの間にか領主の地位を帝みかどから賜たまわっておりました。その後、織田に取り入り、連合軍を結成したと思ったら、内戦が始まりました。金の瓢ひよう箪たんを馬印にした、猿顔の小男と言われてますが、羽柴の者以外で見たものはおりません』

　見た者がない？　暗殺を警けい戒かいしてるのか？　僕の記き憶おくの中の秀ひで吉よしは目立ちたがり屋だったと思うが、こっちじゃ違うみたいだな。どうも話を聞いていると信永とやらの影で動いてたのがこの秀義っぽいんだが。

　それに帝みかどなんてまだいたんだ。一応イーシェンの国王で領主たちを抑おさえる力が無いって聞いてたけど、秀義ってのは帝みかどの手の内の者なんだろうか。でなければ、領主になんかそう簡単になれるわけがない。

「家泰さんはどうしてる？」

『伊達と手を結び、さらに今は上杉とも結ぼうとしているようです。我ら武田……いえ、元・武田に匹ひつ敵てきする軍を持つ上杉を味方につけて、羽柴軍に備えておきたいのでしょう』

　うーん、これはどうしたもんか。さっくりと家泰さんがイーシェンを統一するかと思ってたんだけどな。

『いかがいたしますか？』

「とりあえず様子見で。本当に羽柴軍がユーロンや家泰さんのとこに攻め込むようだったらまた連絡して」

『は』

　相変わらず塀の上で猫があくびなどをしているが、椿さんの気配は消えていた。

　なんだかいろんなところがきな臭くさいなあ。一度家泰さんのところに行って話をしてきた方がいいかもしれない。

　八重の故郷で家族が住んでるって以外、僕には関係ないっちゃないんだけどさ。
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「とりあえずこんなもんかな」

「いや、なかなか立派なもんですよ」

　隣となりにいる内藤のおっさんが、顎あごを撫でながら目の前の時と計けい塔とうを眺ながめる。

　城下の中央広場に大きな時計塔を設置したのだ。時計なんてもんは大貴族しか持ってないので、今までは鐘かねを鳴らしたりで時間を知らせていた。だけど聞き逃す人もいたり、細かい時間も知りたいだろうというので、この際と思い建設した。

　以前『未来視の宝玉』で見た数年後のブリュンヒルドにもあったしな。

　参考にしたのはロンドンのビッグ・ベンだ。正式名めい称しようはクロック・タワー、あ、エリザベス・タワーになったんだっけか。

『蔵くら』の中にあった巨きよ大だい時計を取り付けただけのものだが、文も字じ盤ばんに光魔法が付ふ与よされており、蛍けい光こう塗と料りようのように夜でも光って見える。文字盤が古代パルテノ数字なのだが、十二に分ぶん割かつされているのは同じなので、大して困りはしない。

　鐘は正午にだけに鳴るようにした。塔とうの四方向全てに文字盤があるので、鳴らなくても見れば一目で時間がわかる。欠点は時計塔の真下だと時間がわからないことか。

　ロンドンのようにこの町のシンボルになってくれればいいのだが。

「おお、これはまた立派な時計塔ですなあ」

「あ、オルバさん。やあ、アルマも」

「お久しぶりです！　冬夜さ……あ、陛下」

「冬夜でいいよ。久しぶり」

　振り向くとミスミド商人のオルバさんと娘むすめのアルマが立っていた。二人とも狐きつね耳がピクピク動いている。

　オルバさんはしょっちゅうブリュンヒルドに来ているが、アルマが来るのは珍しいな。

「今日は鋼材の納品に来ました。アルマは学校が長期休きゆう暇かになりましたので、一いつ緒しよにこの国へ来たいと言い出しまして……」

「なるほど」

　オルバさんには野球の道具やらベーゴマからけん玉まで、僕の考えた（正確には僕が考えたわけではないが）商品の売り上げの何割かを鋼材で払ってもらっていた。フレームギアの材料となる鋼材は、あって困るもんではないからな。

「それと……この間の頼まれ事ですが……」

「どこか引っかかりましたか？」

「フェルゼンですね」

　なるほど、フェルゼン王国か。たぶん間ま違ちがいないんだろうな。

　フレームギアの各部パーツにはオリハルコンなどの希少金属が使われている。フレームギア全体の量からすれば少ないが、それでも一体に使われているオリハルコンの量はかなりのものだ。剣けんに打ち直せば五本ほどにもなる。

　フレームギアのパーツを盗ぬすんだ奴やつがまずやることは、分解して構造を知ることだろう。そしてその次には、自分たちで造ろうとするに違いないと思った。

　だからあえてオルバさんに頼み、オリハルコンを大量（と言ってもフレームギア一体分に使われている分だが）に市場に流してもらった。もちろん、買い手を探すために僕が出した物だ。むろんオルバさんの商会は通さずに、偽にせの商会を立ててだが。

　オリハルコンのような貴重金属はそうそう出回るものではない。しかも買うとなるとかなりの値になる。

　あくまでオリハルコンを売りたいと言う人がいる、という噂うわさを流して、買いたいと言ってきた人がいても、求めているのが少量ならば適当な理由をつけて断る。

　普通は剣一本ほどを求める人が大半だ。オリハルコンは貴重な上に加工が難しい。安値で売られているならいざ知らず、相場よりも高い値をつけてあるのに、あればあるほど欲しいなんて客はまずいない。

　そのいないはずの客が来る。高くてもいいからあるだけ売れ、と。怪あやしいことこの上ない。

「売った先はラオ工こう房ぼう。調べてみましたが、そんな工房は存在しませんでした。オリハルコンはそのままフェルゼンへと送られ、そこからの追つい跡せきはできませんでしたが……」

「どうしてです？」

「あの国は商人ギルドがないんですよ。商売も魔ま工こう商しよう会かいが仕切ってますしね」

　魔工商会。フェルゼンの魔ま法ほう使つかい、職人、商人、全すべてを取り仕切る巨大ギルドだという。商人ギルドと違い、フェルゼン国内のみの商会なので、オルバさんでも介かい入にゆうできなかったってとこか。

「ってことはオリハルコンの買い手は誰かわからないってことか……」

　存在しない工房を名乗ったことから、限りなく黒に近いな。あれを買ったんだから、かなりの資金力があるところだとは思うが……。

　大きく考えればフェルゼン王国全体、小さく考えれば個人資産家……。どっちにしろ碌ろくでもない奴に決まってるが。

　ちなみにあのオリハルコンは表面だけが本物で、中身は同じ重さに【グラビティ】で調整した鉄クズである。金メッキならぬオリハルコンメッキ？　しかも鉄クズの中にはオリハルコンの代金と同じ価値の宝石を入れておいた。

　嫌がらせ以外のなにものでもないが、盗ぬすっ人とにオリハルコンを渡すわけにもいかんし、かといって騙だまして金をせしめるのもどうかと思った末の考えだが、よく考えたらあいつらだって僕ぼくからフレームギアのパーツを盗んでいるじゃないか。宝石なんて入れなくてもよかったか。

　これがフェルゼン王国主導のことなのか、それとも一部の組織とかそういった奴らの行動なのか。そこんとこ気になるな。なによりユーロンからの難民が一番入り込んだ国ってのがなあ。

「フェルゼン王国は魔法や魔道具アーテイフアクト研究でも有名な国ですよ。東方では『魔法のフェルゼン、剣のレスティア』と言うぐらいで」

　そういやパーツを盗まれた時、変な視覚遮しや断だんの魔法を使ってたな。あれもフェルゼンの技術か？

　魔法技術に優すぐれた国。フレームギアを作れる技術を持っているとは思えないが……。

　まあ、この段階でフェルゼン王国が黒というわけではない。ただ、フェルゼン王国内にフレームギアのパーツをちょろまかした犯人がいる、もしくは組織があることは十中八九、確実だろうと思われる。

「オルバさん、フェルゼンで何か変な動きがあったら教えて下さい。お礼はしますので」

「いえいえ、そんな。ただでさえこんなに儲もうけさせていただいているのに、これ以上いただいたら罰ばちが当たります」

「そうですか？　実は温かい飲み物や冷たい飲み物などを長時間保存できる水すい筒とうとかあるんですが」

「詳くわしくお聞かせ願いたいですな！」

【ストレージ】から僕が作った魔ま法ほう瓶びんを取り出す。二重容器の中を真空にするのは、風属性の魔法を使える者がいれば作るのは難しくない。そりゃ地球の魔法瓶に比べれば性能は落ちると思うけど。

　地面に図を書きながら構造を説明する。いつの間にか内ない藤とうのおっさんも地面を覗のぞき込んで説明を聞いていた。アルマだけがつまらなさそうにしていたので、【ゲート】でユミナのところへ先に送ってあげた。

　サンプルとして大小いくつかの魔法瓶と、構造を理解するための真ん中から真っ二つにしたやつもオルバさんに渡す。その際、内藤のおっさんが物もの欲ほしそうにしていたので、僕の分をおっさんにあげた。

　そういや、内藤のおっさんは外回りが多いから、こういった水筒は欲しいよな。気がつかなくて申し訳なかったと反省する。

　それからオルバさんの馬車数台に積まれていた鋼材を、【ゲート】でバビロンの『工房』へ送り、二人と別れた。オルバさんはこのまま自分の店のブリュンヒルド支店へと顔を出すそうだ。内藤のおっさんも建設現場の視察がある。

【ゲート】で城へ帰ろうとしたときに、ふと街中に見知った顔があったので声をかけた。

「やあ。元気だったかい？」

「え？　あ、へ、陛下！」

　持っていた槍やりを落とし、ロップ少年が驚おどろいた顔で振り向く。それに反応して、連れの三人も僕を見て目を見開いていた。無反応だったのはポヤポヤ少女の頭の上に乗っていた白ネズミだけである。膝ひざをつこうとするので、慌てて止めた。

　例の奴ど隷れい船事件の時の新人冒険者たち、ロップ、フラン、クラウス、イオンの四人組だ。イオンの頭の上に乗ってる白ネズミは僕の召喚獣でもある。

「そいつ、役に立ってる？」

「はい！　スノーは魔ま獣じゆうの接近を感知してくれますし、罠わなだって見破って警告してくれるんです」

「へえ。やるな、お前」

　魔法使いの少女、イオンの頭の上に立ち、ヒゲをピクピクさせる白ネズミ。……おい、いま照てれ臭そうに頭をかかなかったか？　このネズミ、本当に賢かしこいんじゃ……。

　しかしスノーって名前をもらったのか。種族名のスノーラットからかな。

「おかげで昨日の探たん索さくであたしたち紫むらさきランクに昇しよう格かくしたんです！」

　剣けん士しの少女、フランが嬉うれしそうに報告してくる。へえ。けっこう早いな。これで初心者卒業ってわけか。

　ダンジョン捜そう索さくの場合、依頼されているわけではないので、基本的には昇格ポイントは貯たまらない。しかし、隠かくし扉とびら、新たな魔獣、下層への階段の発見など、いわゆるマップデータ更こう新しんに貢こう献けんした場合、ポイントが貯まる。

　ギルドカードのランクは黒→紫→緑→青→赤→銀→金と上がっていく。普ふ通つうでも黒から紫には時間をかければ上がるので、そう難しくはない。

「スノーが隠し通路を見つけてくれて。その先に宝箱があって、いろんな物の中からこれを見つけたんですよー」

　そう言ってフランが見せてくれたのはミスリル製の剣だった。古いが見た目も悪くない。けっこうな価値がありそうだが……。

「これ、どうするつもり？」

「みんなとも相談したんですけど、せっかくだし、あたしが装備して使おうかなあって……」

「売ったほうがいい」

「えっ？」

　キョトンとしている四人に説明する。黒から紫に昇格したとはいえ、まだ駆け出しの若い冒険者。そんなひよっこが、売ればかなりの価値になるミスリルの剣をぶら下げている。さて、ここに金に困っているチンピラ冒険者が数人いるとして、どういう行動に出ると思う？

「そっか……」

「盗まれるならまだしも、襲われる可能性もある。目をつけられないようにした方がいいと思うけどな」

　体験談から忠告する。目をつけられてもねじ伏ふせられれば問題はないんだけどね。だけど彼かれらにまだそんな実力はないだろうし。

「うーん、あたしこの剣気に入っていたのになあ……」

「だが、僕らにとってリスクが大きすぎる。危険は避さけた方がいい」

「そうだけどぉ……」

　弓使いクラウスの言葉にフランが口を尖とがらせる。彼の言うことがもっともだとわかってはいるんだろう。

「売ったお金でみんなの装備を新しくした方がいいんじゃないのか？　けっこうみんな傷んできてるだろ」

「……そうですね。みんなで見つけたのにあたしだけ新しい剣ってのもちょっと悪い気がしてたし。売ることにします」

　僕の言葉にほんのわずか逡巡するそぶりをみせたが、フランは結局従ってくれた。

「よし、じゃあ僕がその剣を買い取ろう。相場より少し高く買い取るよ。昇格のお祝いだ」

　そう言って金貨四十枚ほどを取り出そうとしたとき、この子らに大金を与えていいものかちょっと考えた。

　いきなり大金を渡して、その金目当てにチンピラ冒険者に襲われたらなんにもならないしな。十三歳さいの子たちに四百万円渡すって考えるとちょっと躊躇ためらってしまう。

「……それともお金で買い取るより、ミスリルの剣と交換で僕が君たちの装備を新しく作ってもいいけど……どうする？」

「「「「本当ですか!?」」」」

　わー、食いついてきた。少し胸が痛む。なんかこの子らからミスリルの剣を取り上げてる気がしてきた。

　金貨四十枚分の仕事はしないとなあ。

　宿屋『銀月』の裏庭を借りて、【ストレージ】から素材を取り出し、【モデリング】で加工していく。

　ロップには鎧よろいと槍、フランには軽装鎧と剣、クラウスには革鎧と弓、イオンには杖つえとローブか。

　素材はミスリルとかを使うわけにはいかないので、普通の鋼材だ。ただし、鎧はかなり軽く【グラビティ】で調整する。見た目には普通の鎧にしか見えない。装備すればわかるが、他人の鎧なんか装備するヤツはいないからバレないだろ。

　剣や槍も刃はの部分を薄っすらと晶しよう材ざいでコーティングした。これで斬きれ味が増し、さらにある程度軽くする。

　クラウスの弓は軽い【アクセル】の付与が矢に施ほどこされるようにした。今までより威力のある矢が、今までと同じ力で撃てるはずだ。弦の部分も晶材を糸状にしてより合わせたものを使う。革鎧は表と裏の革の間に竜りゆうの鱗うろこを挟んである。見た目は革の鎧そのものだ。

　イオンの杖は先せん端たんに赤と黄色の魔石が埋め込まれている。彼かの女じよの属性が火と光だからだが、実はこれ、赤と黄色に偽装した晶材だ。これにより少ない魔ま力りよくで大きな威力の魔ま法ほうが撃てるようになる。ローブの方も、普通の布に晶材を糸状にしたものを織り込んである。これも見た目にはわからない。

　てな感じで、見た目は地味な装備が出来上がった。出来上がりがショボいので、あからさまにガッカリしている四人に装備の説明をすると、驚きながらも確かめるように、それぞれ自分の装備を手に取った。

「言っとくけど他の冒ぼう険けん者しやには教えない方がいいぞ。一応、世界で一つだけの装備だからな。もし売るときはオルバさんのストランド商会で買い取ってもらうといい」

　絶対に金貨四十枚以上で売れる。あの店の鑑定眼は確かだからな。

　お礼を言ってくる四人に気にしないよう言い聞かせながら、ついでに竜の肉を四人分プレゼントした。中央広場の時計塔から鐘が響ひびいてくる。ちょうど正午だ。

『銀月』のミカさんに肉を渡して、四人に料理を振舞ってもらうように頼たのむと、僕はその場を後にした。

　僕も城に帰って昼飯にありつこう。







幕間劇　神々と人々







「ふんふん。それは彼氏が悪いのよ。貴女が謝る必要なんかないのよ」

「でっ、ですよね！」

「そうなのよ。逆に言えばそれは貴女に対する信頼が薄うすいということ。つまり貴女を信用していないってことなのよ。もし自分がそういう状況なら……そう思っているからこそ、貴女を信じない。なぜなら自分なら必ず浮うわ気きするから」

「そうですよね……。モヤモヤしてたのが晴れた気がします。やっぱり別れます。私のことを信じてくれない人と一緒にはいられませんから」

「ん。私もその方がいいと思うのよ。いい男ならいくらでもいるのよ」

「はい！　花か恋れん様、ありがとうございました！」

　席を立ち、深々と頭を下げて去っていく女性騎き士しに花恋姉さんが小さく手を振ふる。

　訓練場の片かた隅すみに造られた四阿あずまやのような場所は、昼ともなれば弁当を持参したうちの女性騎士たちの憩いの場である。

　が、それ以外の時間にはたまに花恋姉さんが座すわっている時があり、その姿を見かけると、たちまち悩みを抱えた者たちの相談所と化す。もちろん恋れん愛あい相談オンリーだが。

　大半は女性だが、たまに男性が交じることもある。恋の悩みは男性女性かかわらず持つものだからおかしくはないが、まさか恋の神様に相談しているとは夢にも思うまい。

「一国の王が覗き見は感心しないのよ」

「あ、やっぱバレてたか」

【インビジブル】を解除して僕は姿を現す。なんか真面目そうな顔で話しているからちょっと気になってさ。

「思ったより真面目に相談相手になってるんだな」

「そりゃあこれが専門の神様ですから、なのよ。相手が何を望み、何をアドバイスしてほしいかなんて手に取るようにわかるのよ」

　えっへんと花恋姉さんが胸を張る。

「あれ？　じゃあ今のって花恋姉さんの考えじゃないの？」

「違ちがうのよ。まあ、なにも別れないでも、と思うけど、あの子は別れたがってた。踏ん切りがつかなかっただけで。それを後あと押おししたに過ぎないのよ」

　いいのかそれで……。

　いや、でも人が相談するときって、自分の中で答えはすでに出ているとかいうよな。誰だれかにそれを認めてもらいたいだけで。それによって自分は間違ってないんだ、と自信が持てるから。恋愛相談なんてそんなもんかもしれない。答えなんてないんだから。結局は自分次し第だいだ。

「ここの騎き士し団だんは女性が多いから、それだけ恋の悩みも多いのよ。もちろん男性もだけど」

「へえ。さしずめ花恋姉さんはカウンセラーみたいなもんかね」

　うちの騎士団の既婚者は三十パーセントといったところだ。これはイーシェンから流れてきた椿つばきさん配下の元・武田忍び、それに加え、元・武田四天王配下の人たちがほとんどである。まあ、これは主に男性であるが。

　ところが新たに採用した騎士たちはほとんどが独身であった。

　本来ならこの世界、十五くらいで成人と認められ、二十歳はたちまでには結婚するのが一般的だったりする。

　しかしそれはいわゆる町民であって、冒険者などは名を上げてから引退、結婚というルートをとるため、婚期が遅かったりもするそうだ（相手は若かったりもするのだが）。

　ブリュンヒルドに来た入団希望者も元冒険者が多かったし、結果、二十歳前後の独身者が多くなるのは仕方がないことなのかもしれない。

　であれば男女独身者同士、仲良くなって結婚――――――とは簡単にいかないのが世の常で。

　端たん的てきに言うと独身女性が結婚を求めていない。

　そこにはうちの騎士団ならではの理由もある。通常、国の騎士団というものはほとんどが男だ。女性騎士などいないか、いても貴族とかコネで入団した者が大体だったりする。

　うちは種族、男女問わずなので、女性騎士が他の国に比べて多い。他の国で騎士になれなかった女性たちが集まっている。そんな人たちだから男性に負けるかと頑張っているし、結婚なんて二の次だという者がほとんどだったりするのだ。団長のレインさんからして女性だしな。

　さっきの女性騎士のように恋人は作る、だけど結婚はしない、ってスタンスの人が多いようだ。

「これってまずいのかな？」

「別にまずくはないのよ。ただ、歳を重ねて経験もつき、地位を得て、じゃあ結婚……となった時に、女性が不利なのは確かなのよ。誰かさんみたいに若い子ばっかりお嫁よめさんにする男が多いからねえ」

　ニタニタと花恋姉さんが笑えみを浮うかべる。藪やぶ蛇へびだ。確かにリーン以外は年下だけどさ。

「結婚しないってのは、家庭に入りたくないからかな？」

「ま、それもあるのよ。せっかく騎士になれたのに、やめたくはないだろうし。共働きでもいいけど、子供ができたらそうもいってられないし。なかなか難しいところなのよ」

　結婚しても騎士団にいたっていいんだけどな。うちは人妻騎士も全然ＯＫだと思うんだが。もちろん比ひ較かく的てき楽な城内勤務や庶務隊の方へと回すこともできるし。

　ああ、でもやっぱり子供がいると難しいか。近所の知り合いにずっと預けっぱなしというわけにもいかないしな。

「託児所が必要かな……」

　保育所、幼稚園、そういった場所の建設と人員確保を内藤のおっさんに相談してみるか。

「まあ、それ以前に結婚相手がいないとどうしようもないのよ」

「結婚相手かー……。この世界の結婚って、恋愛結婚が一般的なのかね？」

「一概にそうとも言えないのよ。貴族なんかは政略結婚だったり、婚こん約やく者しやがすでにいたり。親が決めてしまうことも多いから。庶民だと恋愛結婚が多いけど、知り合いからの紹しよう介かいで、というパターンもありなのよ」

「お見合いか」

　お見合いとはいかなくても、男女が知りあえるイベントが必要なのかもしれないな。基本、警けい邏ら騎士以外は城内に籠こもりきりの生活だし。出会いなんて無いわな、そりゃ。

「お見合いパーティーでも開こうか？」

「身内で？　騎士団だけの面子メンツだといつもの顔合わせになって新鮮さがないと思うのよ」

「まあ、そうか。同僚だしな。それでくっつくならもうくっついてるか」

　実際にうちの騎士同士でカップルになっている者もいるし、別れた者もいる。元カノや元カレが同じ職場ってのは辛つらいのか、何人か配置換えを希望してきた者もいるが。

「となると、他所よそから参加者を連れてくる……か？　城下町から？」

「例のダンジョンで冒険者たちはいっぱいいるけど、あの人たち根無し草だから難しいのよ。結婚なんて考えてないだろうし」

　ううん、難しいなあ。男性騎士の相手は割と見つかりそうなんだけど。

　一応こっちは騎士階級だし、結婚すればきちんと手当も出すし、家もローンで建てられる。それほど悪い物件ではないはずだ。

「女性騎士の結婚相手を見つけるのは難しいか……」

「ま、すぐにどうにかできる問題じゃないのよ、これは。まずは女性が結婚しても安心して騎士団で仕事ができる環境を整えないと」

　耳が痛い。

　これからも騎士団員は増えていく。他ほかの国に比べてうちは女性騎士がさらに多くなるだろう。しっかりと対処していかないとな。女性を敵に回すことほど愚かなことはない。

「やあ、二人してなんの話だい？」

　僕と花恋姉さんが話しているところへ木剣を担いだ諸もろ刃は姉さんがやってきた。朝からずっとうちの騎士たちの訓練に付き合っていたはずなのに、汗あせひとつかいていない。まあ、神様だしな……。

　諸刃姉さんが花恋姉さんの横に座る。【ストレージ】からストローを添えた冷たい飲み物を取り出し、二人の前へと置いた。

「ふうん。結婚ねえ。まあ、見る限り、今はそれどころじゃないって感じだけどね、みんな。この国を盛り上げようと頑張っているし」

　諸刃姉さんがストローで果汁水を飲みながら答える。それは嬉しいんだけど。そのせいで婚期を逃したらいたたまれないって話で。

「既婚者が働きやすいようにするのはけっこうだけど、結婚相手までってのは余計なお世話なんじゃないかな。なにも冬とう夜や君がそこまで責任持つことはないだろうに」

「そりゃまあ、そうだけど」

　確かにこれじゃ結婚相手を世話するのが趣しゆ味みな親戚のおばちゃんと変わらないか。そこまで気にしないでも結婚する人はするし、しない人はしないだろう。

「それに婚約者が八人もいる冬夜君に世話されても嫌いや味みにしかならないのよ」

「だよね」

　二人の姉さんがうんうんと頷うなずく。おっとまた薮蛇だ。

「そういえばみんなに聞いたんだけど、冬夜君の子供は九人だって？」

「いや、まあ……本当かどうかわからないけど、そんな未来のようで……」

「数年後には私たちも伯母さんなのよ、諸刃ちゃん。時が経つのは早いのよ」

　いや、初対面からまだ一年たってないでしょうが、あんたら。なんか二人して絶対に『おばちゃん』呼ばわりはさせないとか今から言ってるが。気が早すぎる……。

「冬夜君の子供が生まれたら大変なことになりそうだね。とんでもない数の神の加護が付きそうだ」

「間違いないのよ。世界神様をはじめ、私や諸刃ちゃん、おそらく上で見ている野次馬たちも祝福するだろうし」

「そんなに加護を与えてくれる神様っているの？」

　いや、農耕神とか狩猟神とかが興味を持ってるとかは世界神様から聞いたけど。どんだけだよ。

「他の世界に比べたら少ない方だよ。君が元いた世界なんて娯楽神や発明神なんて神々が加護をバンバン与えているし」

　この場合の『加護』とは、言い換えれば才能のようなものらしい。どうやら地球は神々にかなり愛された世界のようだ。いろんな天才、英雄、偉人が生まれ、世界をより良く発展させていく。

　時にはそのせいで混乱もするけれど、それも文明の発展には必要なことなのだろう。

　ちなみに魔法神なんかは僕らの世界に興味はないらしい。魔法の根本となる魔素がないって時点で興味がなくても仕方がないのかね。

「元々、この世界は数多あまたある世界の中でもあまり神々の興味を引くものが無かったからねえ。真っ先に娯楽神なんかは興味を失ったらしいし。他の神々だって興味を持ったのは冬夜君がこの世界に来てからだしね。それまではこの世界ってけっこう雑な扱あつかいされてたから」

　それは薄々感じてたけど。宗教的なものが少ないし、歴史が長い割にはいろんな文化が停滞しているしな。世界神様も僕を放り込まなけりゃ、あと一万年は放置してたかもしれん、とか言ってたし。

　神々に忘れられた世界……と言葉にすると悲しいな。

「別に忘れてはいないのよ。しつれーな。ただ、あんまり様子を見てなかっただけで」

「私はそれなりに見ていたよ？　どっちかというと冬夜君が元いた世界よりもこっちの方がずっと好きだ」

「そりゃ諸刃姉さんは剣の神様だし、銃やミサイルの世界になってしまった地球より、こっちの方が好みなんだろうけど」

　魔法の神様も地球よりはこちらの世界の方が好きだろうな。過去に加護を与えた者もかなりいたんじゃないのかね。ひょっとしてバビロン博士なんかもその一人なのかもしれないな……。

　結局神々は気まぐれってことか。神に愛された世界は発展し、そうでない世界は停滞する。何かのきっかけで注目されれば、一気に発展することもあるのかもな。

　僕がこの世界に来たことで少しでも神々の気を引けたのなら、それはきっとこの世界にとっていいことだったんだと思いたい。

「そういや、新しく騎士団に入ってきた彼女。あの子も加護を持ってるね」

「新しく？　ああ、スピカさんか」

　魔硬病で行き倒れていたダークエルフのスピカさん。うちの騎士団に入ってメキメキと実力を伸のばしているらしい。そりゃ朝から晩までこの姉さんにシゴかれりゃ、強くもなるよ。

「加護ってやっぱり『盾たて』？」

「うん。本人は知らないだろうけど、間違いなく盾神の加護……盾の才能をもらってると思う。あいつも私と同じで、この世界が好みだからね」

　剣とくれば盾。切っても切り離せないものだからなあ。

「その神様もこっちを覗いているのかなあ」

　なんとなしに空を見上げる。他の神様たちも四六時中監視しているわけじゃないらしいが。

「あんまり盾神は興味なさそうだったのよ。冬夜君、盾使わないし」

「【シールド】はよく使うけど？」

「それは魔法神の分野になると思うよ。盾のやつは気難しいからよっぽど気に入った相手じゃなきゃ加護なんて与えないし」

　するとスピカさんはよほど気に入られたのかね。ま、神様たちは才能を与えるだけで、それを開花させられるかは本人の努力次第なんだそうだが。

　だから僕の子供たちも、神々からいろんな才能をもらったって、努力もしない怠け者ならなにひとつ開花できずに凡ぼん人じんとして終わるだろう。

　僕らの子育てにかかっているな……。まだ生まれてもいないのに変なプレッシャーをお父さんに与えないでくれよ。










　未来にそこはかとない不安を抱いだいて城へと戻もどると、なにやら北の大訓練場から魔力の波動を感じた。あそこはフレームギア実機での訓練の他に、魔法の訓練場にもなっているから、誰かが使っていてもおかしくはないんだけど、誰だろう？

　気になって行ってみると、そこにはリーンとリンゼ、それにスゥとメイド見習いのレネがいた。

「あっ、冬夜さん」

「やあ。なにやってんの？」

　僕に気が付いたリンゼが駆け寄ってくる。手には何か本らしきものを持っていた。

　スゥとレネは目の前の標的に魔力を集中させていて、リーンはそれを暴走しないようにサポートしていた。ポーラがそのまわりでなにやら動き回っているが、あれはエールを送っているのか……？

「魔法の訓練です。スゥは光魔法の、レネは風魔法の訓練で……。私はこれ、を」

　リンゼが分厚い本を見せてくるが文字が読めない。これは古代魔法言語か？　【リーディング】を発動させ読んでみる。

「合成魔法大全……？」

　合成魔法？　聞いたことのない系統だが、古代魔法か？

「合成魔法、つまり、二つの魔法を掛け合わせて発動される魔法なんです。例えば【ファイアストーム】という魔法がありますけれど、これは元々は火属性と風属性が合わさった合成魔法だったんです。それが段々と簡略化されていって、今の火属性【ファイアストーム】に変わったんですよ。本来ならもっと威い力りよくの高い魔法、なんです」

「ああ、劣化していったのか」

　正確にいうと劣化したのではなく、万人に使えるよう変化していったってことだが。

　Ｆ１レーサーしか乗れないフォーミュラカーを売ったところで、一般市民には乗れるはずがない。一般市民でも乗りやすく、お手軽な軽自動車とかの方が売れるわけで。

　やがてオリジナルの方が取って代わられ、歴史から消えた、ってことなんだろう。

「ふーん……。確かに凄すごそうだな。この【インビジブルアロー】とか使えそうだ」

　パラパラとページをめくりながら目についた魔法を口にする。見えない矢とか反則だろ。

「はい。それは光魔法とアロー系の魔法の合成魔法なので私にも使えそうなんです」

　リンゼが嬉しそうに語るが、これってかなり高度な魔法だよなぁ。合成って時点で多属性の適性を持ってないと使えないわけだし。

「【光よ来たれ、輝かがやく連弾、ライトアロー】！」

「【風よ来たれ、貫つらぬく連弾、ウインドアロー】！」

「お」

　スゥとレネが魔法を放った。連弾というには弱い光の矢と風の矢が数本飛んでいき、それぞれ遠くの標的に一つだけ当たってそれを破は壊かいする。他の矢は外れて消えた。

「まあまあね。いい？　連弾の魔法はそれほど狙ねらいをつけなくても、どれかは当たるわ。でもこの手の連弾を放つなら、当たり前だけど全部を当てるようにしないとね。こんな風に」

　リーンが氷の連弾魔法を唱えると、放たれた全弾が次々と当たり、あっという間に標的がバラバラになった。

「さすがじゃな～。伊達だてにブリュンヒルドの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しを名乗ってはいないということか……お、冬夜！」

「やあ。すごいじゃないか二人とも」

　僕を見つけてスゥたちが駆け寄ってくる。スゥは光属性の適性を持っていたが、僕と出会うまでは【ライト】などの初歩的な魔法しか使えなかったらしい。

　それがここまで頑張っているのは、やはり自分でできることを彼女なりに模索しているのだろう。

「レネも頑張ってるね」

「うん！　じゃなくて、はい！　一流のメイドは戦せん闘とうもこなせないといけないって、ラピスさんが」

　うちのメイド長はこんな小さい子になにを教えてるんだか……。まあ、あの人自身ベルファストの諜ちよう報ほう部隊出身だから仕方ないか。

　リーンも僕らのところへやってくると、おもむろにある提案をしてきた。

「ちょうどいいわ。ダーリン、ここにファングボアを転移させることってできる？」

「え？　できないことはないけど、なんで？」

「今日の仕上げってところかしらね。動かない標的との違いと実戦訓練。あとは少なくなってきた城の食材確保のため」

　ファングボアは牙きば長なが猪いのししとも呼ばれる魔獣だ。その名の通り、牙の長い猪で、駆け出しの冒険者には手頃な相手である。肉を売れば金になるので依い頼らいかギルドに貼られると若手の間で取り合いになるくらいだ。
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　しかしその突とつ進しん力は充じゆう分ぶんに脅威である。舐めてかかると大おお怪け我がをする魔獣だ。

「この二人だけで相手するの？　大だい丈じよう夫ぶかな……」

　少し心配になり、二人をチラ見すると、リーンがため息をつきながら口を開いた。

「過保護すぎるのもどうかと思うわよ。この二人も日々成長しているんだから。本当に危なくなったら私たちがどうにかすればいいじゃないの」

　まあ、そうなんだけど。意外とリーンはスパルタである。

「大丈夫じゃ、冬夜。わらわたちを信じよ」

「そうだよ。みんなにいろいろ教わって強くなったんだから！」

　うぬぬ……。本人がここまで言うのだからやらせてみるか……。リーンの言う通り危なくなったら僕が仕留めよう。

　スマホで検けん索さくすると、すぐ近くの森に一匹ぴきいるのが見つかった。国内なら歩き回ったから【ゲート】を使ってどこへでも行ける。

　じゃあ連れてくるかね。

　僕は直接そいつのいる森へと転移した。突とつ然ぜん現れた僕に警けい戒かいしているファングボアを、【ゲート】を地面に開いて落とし、大訓練場へと送り込む。

　戻ってくると、さっそくファングボアが二人と戦っていた。

「か、【風よ来たれ、大気の防ぼう壁へき、エアウォール】！」

『プギィッ！』

　レネの生み出した大気の壁が突っ込んでいったファングボアを跳はね返かえした。

「今だよ、スゥ姉ちゃん！」

「よ、よし！　【光よ来たれ、輝く連弾、ライトアロー】！」

　スゥが【ライトアロー】を放つが、一拍遅い。転がっていたファングボアが駆け出して、飛んでいった三発の光の矢は全部外れた。

「くっ、この！」

　その後も何発か放つが、なかなか当たらない。ああ、ありゃダメだな。先読みができていない。

「【風よ来たれ、貫く連弾、ウインドアロー】！」

　レネも風の矢を放つがなかなか当たらない。むやみやたらに撃っても……。

「おわっ!?」

　ファングボアが目の前を通り抜け、レネの放った風の矢が僕ぼくの真横を飛んでいく。危なっ！

　二人ともムキになっているな。周りが見えていない。

　ファングボアが逃にげから攻せめに転じ、二人へ向けて突撃していく。僕は防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをいつでも展開できるようにとそちらへ注意を向けた。

　スゥが魔法の詠唱に入る。

「【光よ放て、眩まばゆき閃光――――」

　あ、この魔法、マズい。

「――――フラッシュ】！」

『ブギャッ!?』

　眩まばゆい光がスゥの手元から放たれる。

　僕はとっさに目を腕うででかばったため大丈夫だったが、ファングボアはまともにくらったらしくあさっての方向に走り出した。

　そこにスゥの光の矢が飛来する。先ほどと同じようにまったく当たらないが、ファングボアの動きが鈍っているのは間ま違ちがいない。

『ブギッ！』

　何回か放った光の矢の一本がようやく当たり、ファングボアが転てん倒とうする。立ち上がろうとしたところへ、レネが放った風の矢が首元を貫いて、ファングボアは倒れた。お、倒したか。

「やった！　やったぞ！」

「やったね！　スゥ姉ちゃん！」

「――――六十点、てところかしら」

　喜んでいる二人にリーンが水を差す。厳しいなあ。七十五点くらいはあげてもいいんじゃない？

「七十点、です」

　リンゼも辛い点数だなあ。確かにあんまり褒ほめられた狩り方じゃなかったけど、初めてなんだし、こんなもんじゃないの？

「なにがダメだったのじゃ？」

「まず、あなたたちは魔法の詠唱に時間がかかりすぎる。それは仕方ないけれど、獲え物ものを狙うなら、その詠唱時間も考えなさいな。レネは周りをもっとよくみないとダメね。ダーリンに当たりそうになってたわ。次にスゥ。あそこで【フラッシュ】を使ったのは良かったけれど、事前に仲間であるレネにそれをきちんと伝えなさい。レネも眩まぶしくてしばらく動けなかったでしょう？」

「う、うん。急にピカッてなったから……」

「そ、そうか……すまなんだ、レネ」

　スゥがしょんぼりとしてしまう。

「動いているものに魔法を当てるにはそれだけ詠唱の速さと正確なコントロールが必要になってくるの。そのためには周りの状じよう況きようをちゃんと把握しないとダメ。パーティで行動するときは特にね。魔法の使い手は常に冷静にならないと」

「わかったのじゃ」

「うん。わかった」

　リーンの言葉に頷く二人。どうやら落ち込んではいないようだな。よかった。

【ストレージ】から台車を出して倒れているイノシシを乗せる。まだ生きてるな。動けはしないだろうけど。

「よし、じゃあこいつをコック長のクレアさんのところへ持っていってくれ」

　今日のうちに処理してしまった方がいいだろう。スゥとレネが仲良く台車を押しながら、城の方へと駆けていった。

「いつの間にか成長してるんだな、あの子らも」

「追い抜ぬかれないように私たちも頑張らないと、です」

　リンゼがふんっ、と気合いを入れていた。この子は努力家だからそうそう抜かれるようなことはないと思うが……ま、僕らもいろいろと頑張らないといけないのは確かだ。

「そういえば八や重えとヒルダのが終わって、今度はあの子のフレームギアを造ってるんでしょう？　どんなやつなの？」

「ああ。そっちはロゼッタがやってるけど……。ベースとなる機体にそれをサポートする機体が変形合体して……あー……まあ、一言でいうなら大きいやつ」

　二人ともあまり理解してなさそうだったので端的に説明する。そういやこの二人にはあのアニメ見せてなかったっけか。

「二人の機体はどんなのがいい？」

「私は別にこれといって……あ、お姉ちゃんみたいに殴なぐり合あいをするようなのは、ちょっとアレですけど……」

　さすがにそれはない。おそらくリンゼの機体はみんなのサポート的な方向になるはずだ。

「私は大きな魔法をぶちかませるような機体がいいんだけど。でもフレイズには魔法は効かないから無意味よね。サポートするような機体よりは、直接叩たたける機体の方が好みかしら」

　リーンの場合、魔法を直接フレイズに叩き込むのではなく、それを利用した攻こう撃げきでダメージを与えるようにすればいいのかな。【アイスロック】を頭上に落としたり、【エクスプロージョン】で弾だん丸がんを飛ばしたり。

　うん。できなくはなさそうだ。そこらへんはロゼッタ任せだが。ん？

　ズボンをくいくいと引っ張られ、足あし下もとを見ると、ポーラが『自分も、自分も』とジェスチャーで表現していた。

「あのな……。お前の専用機はないぞ？」

　ポーラはいやんいやん、と首を横に振り、あまつさえ土下座まで始めた。リーンはどこでこんな【プログラム】入力したんだ。

「いや、だってお前……フットペダルにも操縦桿にも届かないだろ、手足」

　ガアァァァァァン、とショックを受けたように倒れこむポーラ。気がつかなかったのか？

　というか、ますます演技に磨きがかかってきたな……。これお金取れるんじゃないだろうか？

『工こう房ぼう』だと、かかっている付ふ与よ魔ま法ほうまで無くなってしまうのでコピーできないが、ポーラの量産化ができたら劇団として充分にやっていける気がする。喋れなくても弁士が一人いればなんとかなりそうだ。

　そんな馬ば鹿かなことを考えながら、未いまだ演技を続けるポーラを置いて、僕らも城へと戻ることにした。

　すぐさま無視されたポーラが全力で追いかけてきたけど。

　へんなやつ。







第三章　黄金の瓢箪







「けっこうスピードが出るもんだな」

「だろ？」

　僕は『格納庫』に眠っていた高速飛ひ行こう艇ていに乗って空を飛んでいた。現在位置はレグルス上空。操縦はモニカが担当している。

　高速飛行艇『グングニル』。船体の形状は短い笹の葉のようなものを真ん中だけ膨ふくらませたような形……槍やりの穂先に似たフォルムの後方に、小さな翼をつけたような見た目をしている。

　航空力学的にとても飛ぶようには思えないのだが、実際に飛んでいる以上、なんらかの力が働いているのだろう。

　飛行艇と分類されているだけあって、水上に着水もできるが、陸上にも着陸できる。なかなかのスピードで飛ぶが、正直言うと僕が【フライ】を使って全力で飛ぶ方が速かったりするけど。

　搭とう乗じよう人数は十二人ほど。それなりのスペースが確保してある。

　本来、エーテルリキッドを燃料として稼か働どうするものを、システムから組み直して改良し、新型フレームギアと同じように光や大気の魔ま力りよくを増ぞう幅ふくし、エネルギーとしているらしい。

「この機体がスゥのフレームギアと合体するんだろ？」

「この機体は背中のパーツに変形するナ。もっともその時は自動操縦で合体するから、俺たちは不必要だゼ」

　この機体は自動操縦に切きり替かえることもできる。音声認にん識しき機能もついているので、ぶっちゃけた話、乗り込んで「～へ連れて行ってくれ」と頼たのむだけで目的地へと向かってくれるのだ。ただ、予想外の事態には対処できないので、全すべて自動操縦に任せるってのも問題だと思う。

「一応、隠いん蔽ぺいのための障しよう壁へきも張ってあるから飛行中は見えないはずだゼ。ま、飛行音は聞こえるだろうけどナ」

「この飛行艇、装備は何かあるのか？」

「なんもねえよ。でも頑がん丈じようだから体当たりでフレイズも倒せるゼ」

　いや、下級種ぐらいなら大丈夫だろうけど。上級種にこいつで特とつ攻こうとかはやめてもらいたい。

　グングニルはロードメアを抜けて、ユーロン上空へと辿り着く。

「荒こう野やと廃はい墟きよが目立つなあ……」

　フレイズが踏ふみ荒らした大地となぎ倒した木々、打ち壊こわした家屋、そんなものがやけに目に入る。

　そんな中ちらほらと復興している町や都市を見かけた。あんなことがあっても、懸命にこの地で生きていこうと決めて生活している人々もいるんだな。

　そんな人たちに目の敵かたきにされているのかと思うと少しブルーになったが。

《主》

「ん？　琥こ珀はくか？」

　眼下に広がる光景を眺ながめていると琥珀から念話が入ってきた。なんかあったのか？

《八や重え様が主と話したいと申され……ぐうぇ！　『冬とう夜や殿どの！　聞こえるでござるか！』》

「聞こえる、聞こえるからあんまり琥珀を乱暴に扱うなよ」

　八重の声が琥珀の念話に混じって聞こえてくる。さっきの悲鳴は琥珀のだな。何を慌ててるんだ、いったい。

《先ほどゲートミラーで母上から手紙が届いたのでござる！　オエドへと羽は柴しば軍が侵攻を開始し、戦が始まったと！　羽柴軍は二十万、徳とく川がわ・伊達だて連合軍は六万……三倍以上の戦力差がある上、初戦で家いえ泰やす様が怪我を負ったと……！》

「なんだって！」

　椿つばきさんが言っていた羽は柴しば秀ひで義よしの軍か。ユーロンに攻め込む前にイーシェン統一をしようと動き出したのか？

《拙せつ者しやが『シュヴェルトライテ』で乗り込み、羽柴軍を蹴け散ちらすござる！》

「いや、それはどうだろう」

　人間同士の戦いにフレームギアを投入するのはどうかと思うんですけど。落ち着きなさい、八重さんや。パニクってるなあ。まあ、家族がピンチなんだから仕方ないか。

「モニカ、イーシェンのオエド方向へ進路変へん更こう」

「了解だゼ」

　戦場がどこかわからないので直接向かう。ここからなら十分ほどでオエド近辺へ着くからな。

「とにかく【ゲート】を開くから」

　操縦室から離はなれて客室へと向かい、【ゲート】を開くと、中から八重と琥珀が飛び込んできた。飛び込んできた、というか、琥珀は首根っこを掴つかまれて引っ張られてきたという感じだったが。

「冬夜殿！　……って、ここはどこでござる？」

　船内をキョロキョロと見回す八重の手から琥珀が落ちた。床ゆかに落ちた琥珀がよろよろっと仰あお向むけになり、ひっくり返る。

『ぐうぅ……』

　小さな呻き声をあげて、琥珀が目を回してのびていた。ひどっ。

「ここは飛行艇の中だよ。テスト飛行中だったんでね。今イーシェンに向かっているから」

「かたじけない……。父上と兄上も戦に向かったとのことだったので……」

　前にもあったなあ、こんなこと。あの時は武たけ田だの鬼き面めん兵へいが相手だったけど。

　しかしどうしたもんかな。同盟国とかならまだしも、国内の戦争だからなあ。しかもその一領主に過ぎない家泰さんに肩かた入いれするのはマズいか？　フレームギアなんか使ったら完全にバレるだろうし。

『イーシェンを属国にしようとしている』なんて言い出す輩やからが出てきそうだ。ユーロンあたりから。

「ここはやっぱり、通りすがりの仮面の武将とかに化けるかねえ」

「仮面の……でござるか？」

【ストレージ】からミスリルの欠片かけらを取り出し、薄うすく変形させて仮面を作る。顔全部を覆う鉄仮面のようなものではなく、上半分だけを覆うやつだ。これつけたら仮面舞踏会にでも出られそうだな。角とかもつけておくか。

　あとはザナックさんからもらったイーシェン風の服が確かあったはずだ。武者鎧よろいと足袋たびに草ぞう履り、あとは陣じん羽ば織おりを着込めばイーシェンの人間に見えるだろう。【ミラージュ】で幻げん影えいをまとってもいいんだが、あれはあれで面めん倒どうだからな。

　周囲に【インビジブル】をかけ、透とう明めいになって手早く着替える。婚約者フイアンセとはいえ、八重の前で着替えるのは抵てい抗こうがある。

　おっと刀を忘れていた。八重に作った『透花』の試作品が残ってたよな、確か。それも取り出して着替えた腰こしの帯に差す。

　最後に仮面を被って、通りすがりの鬼武者の完成だ。陣羽織は黒地に銀の刺し繍しゆうなんでなかなかカッコいいと思うんだが。

「どう？」

「どうと言われても……。まあ、イーシェンの人間には見えるでござるが……」

　なんとも言えない表情で八重が僕を見る。そんな変かな？　まあ仮面なんか被っている奴やつがまともに見えるわけがないけどさ。

「マスター。イーシェン上空だゼ」

　操縦室からのモニカの声に、窓から外を覗のぞくと先ほどのユーロンとは違ちがって緑が続く大地が広がっていた。

「オエドの北西にある平原に人が集まってやがるナ。おそらくここが戦場だゼ」

「そこへ急行してくれ。全速力」

「あいよ。一分で着くゼ」

　やがて広がる平原の中に、丘を背にして建つ城が見えてきた。城は日本風の城に、ちょこちょこ西洋風の城がミックスされた感じだ。周りは幾重にも堀が巡めぐらされている。

　そしてそれを取り囲むように弓を射かける幾万の兵士たち。兵士たちの何人かは、黄金の瓢箪が並んだ旗を背に差していた。

　あれが羽柴軍か。とても二十万には見えないが、先行部隊かな。それでも数万はいるだろう。

　堀に渡された橋の先、城門前には破は城じよう槌ついと呼ばれる丸太を手にした兵士たちが勢いよく何度も突進していた。それを目め掛がけて城側から矢が放たれるが、風が巻き起こり、矢が逸れてしまう。風属性の魔ま法ほう使つかいがいるな。

　そうしてる間にも丸太は城門を砕くだいていく。っと、見ている場合じゃないな、急がないと。

「八重は城内に入って重じゆう兵べ衛えさんや重じゆう太た郎ろうさんを探して、僕が来たことを伝えてくれ。あ、他の人たちには内緒な。僕は琥珀と城門前にいる奴らを蹴散らす」

「わかったでござる。……拙者はその仮面を被らないでも大丈夫でござるな？」

「大丈夫だろ。ユミナたちと違って、八重との婚約は大々的に発表してないしな。なに？　被りたいの？」

「ご冗じよう談だんを。父上と兄上に心配されるでござる」

　どういう意味かな？

　とにかく、八重を【ゲート】で天てん守しゆ閣かく近くの場所へ送り、僕自身は大きくなって元に戻った琥珀を連れて城門の上へと転移する。

「なっ!?」

「なにっ!?」

　目の前に突然現れた白びやつ虎こと銀仮面の男に、両陣営が驚おどろいていたが、気にも留めず、僕は城門前へと降り立った。

「ええい！　邪じや魔まだ！　どけえぇ！」

　破城槌を指揮していた武将が、兵士たちに突撃の命令を下す。僕ごと城門を破ろうってことか。

　勢いをつけて迫ってくる丸太に僕は右手を伸ばす。

「【グラビティ】……【パワーライズ】」

　ズシイッ！　と片手一本で丸太を受け止める。そのまま丸太を掴み、しがみつく人間ごと持ち上げて、城の堀へとぶん投げた。僕の体重を重くし、筋力増加の無属性魔ま法ほう【パワーライズ】で受け止めたのだ。

「な、ななっ!?」

　慌てふためく羽柴軍に対し、今まで城じよう壁へきの上から僕に弓矢を突つきつけていた徳川・伊達連合軍は、敵じゃないと判断したのかその狙いを下げていた。

　琥珀の凄すさまじい咆ほう哮こうが衝しよう撃げき波はとなって、橋の上にいた羽柴軍を一気に吹ふき飛ばす。

「忠告する。ここから撤退しろ。さもないと……」

「さ、さもないと、なんだと言うのだ！」

　堀の向こうから腰が引けている指揮官が尋たずねてきた。僕はスマホを懐ふところから出して、ターゲットロックが完かん了りようしたのを確かく認にんした。もちろん、標的は羽柴軍だ。

「【スリップ】」

「どわっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、ズンッ、と軽い地震のような衝しよう撃げきが足下から響ひびいてきた。おお、さすがにこの人数が一いつ斉せいに転ぶと壮そう観かんたるものがあるなあ。目の前の兵士たちが軒のき並なみ倒れていた。

　馬に乗った奴らは無事だったみたいだ。ターゲット指定が『羽柴軍兵士の足下の地面』だったからか。ま、いいか。馬を怪我させるのは忍しのびない。

「なにをしている！　立て！」

「ふざけてるのか！　戦の最中ぞ！」

　馬上から状況が把握できてない上官が怒いかりの声を喚わめき散らしていた。ああいう奴の下にはつきたくないもんだね。この異変に気付いてない奴は痛い目見るぞ。

「さて、たまには運動するか」

【ストレージ】からイーシェン風の槍を取り出す。これは刃はが落としてあって、【パラライズ】の効果もあるからこういう状況にはうってつけだ。

　全員（と、言っても護ご符ふなんかで弾かれるやつもいるけど）を【パラライズ】で麻ま痺ひさせてもいいんだが、そのあとが面倒だからな。捕虜にするには数が多いし、動けないとわかった徳川・伊達連合軍に殺されまくるのも後味が悪い。

　ここはある程度痛めつけて、撤退してもらうことにしよう。

　ひょいっと琥珀の背に乗る。

「準備はいいか、琥珀。一気に敵陣を突っ切るぞ」

『御意』

　ぶんっ、と槍を一回転させ、脇わきに構える。

「銀の鬼武者、推して参る」

　一度言ってみたかった。







◇　◇　◇







　敵陣を駆け抜ける。槍を振ふり回まわし、立ちふさがる敵をなぎ倒す。琥珀の咆哮と共に、衝撃波で正面の兵士たちが吹き飛ばされ、道ができる。そこを駆け抜け、一気に敵陣を突っ切った。

　Ｕターンして、槍を構え直す。

　うはあ。いるわいるわ。まだまだうじゃうじゃと残っているな。

　ヒュンヒュンと弓矢が雨あめ霰あられとこちらへ降り注ぐ。

「【シールド】」

　防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを張って矢を受け止める。飛んできた矢が次々と弾かれて落ちた。

　さて、もう一度突っ込むか。琥珀と駆け出そうとしたとき、敵陣から一頭の馬に乗った若武者が現れた。

「やあやあ、我こそは羽柴が配下、福ふく島しまの政まさ則のりという者なり！　槍を取っては天下無双、我に勝る者はなし！　そこなる鬼武者は何者ぞ！　名乗れや聞かん、いざ、」

「【スリップ】」

「ぐはあっ!?」

　長ったらしい名乗りをあげていた若武者が馬から無様に転がり落ちる。馬の鞍上と鐙あぶみの摩擦係数を減らしてやった。

　戦いの最中に名乗りを上げるとかアホか。僕らの世界だって元げん寇こう以降あまりしてないって話だぞ。こっちじゃ知らんけど。

　卑ひ怯きような！　とか、正々堂々と勝負しろ！　だの聞こえてくるが、知らんよ、そんなの。

　無言で敵陣へ突っ込む。わああぁ！　と蜘蛛くもの子を散らすように兵士たちが逃げ出した。なんだそれ。それでよくもまあ卑怯だなんだと言えたもんだ。

　それでも向かってくる者はいて、突き出してくる槍を躱かわし、逆に馬上の武者を突き落とす。

　ちょっと密集してきてうっとうしいので呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「【風よ渦巻け、嵐あらしの旋風、サイクロンストーム】」

「うわあああああああぁっ!?」

　敵陣に竜たつ巻まきが起こり、兵士たちが上空高く吹き飛ばされる。まさに暴風、嵐の一いち撃げきを横目で見ながら、僕は槍を振るい、次々と目の前の羽柴軍を倒していく。

「待たれい！　やあやあ我こそは羽柴が家臣、加か藤とう、」

「【サイクロンストーム】」

「うひょわああああああぁっ!?」

　空高く吹き飛んで行く加藤某なにがし。だからそういうのは知らんって。

「何をしている！　相手は一人だ、囲んで一斉に串くし刺ざしにしろ！」

　栗くり毛げの馬に乗った武将の一声で、三百六十度、全ての足軽たちが同時に僕へ向けて槍を繰くり出した。

　しかしそれよりも速く、琥珀が垂直に跳ちよう躍やくし、僕らは宙に舞う。

「【砂よ来たれ、盲もう目もくの砂さ塵じん、ブラインドサンド】」

「ぐわぁぁっ！　目がぁぁ！」

　砂が目に入り、悶もん絶ぜつする兵士たち。琥珀が真下に放った衝撃波で彼かれらは円形に吹っ飛んだ。

　着地した琥珀が一気に駆け出し、それに合わせて僕が槍を繰り出すと、次々と敵がその場で崩れ落ちていく。

「【風よ貫け、螺ら旋せんの槍そう刃じん、スパイラルランス】」

　風を纏まとわせた槍を正面に突き出すと、それは暴風の槍となり、羽柴軍を一直線にどこまでも吹き飛ばしていく。

「お、鬼だ！　鬼武者だ！」

「殺されるぞ！　みんな殺される！」

　人聞きの悪い。死んだみたいになってるけど、麻ま痺ひして動けないだけだぞ。

　ムッとしていると、城門の方から怒号が聞こえてきた。

「徳川軍が打って出てきたぞ！　応戦しろ！」

「ダメです！　右翼の陣形が崩れたままです！　迎むかえ撃てません！」

　お、八重が重兵衛さんたちに僕のことを知らせたか？

　僕がめちゃくちゃに引っ掻き回した羽柴軍は、すでに烏う合ごうの衆しゆうと化していて、大半が戦う気力を無くしていた。結果、

「ひ、引き上げろ！　撤退！　撤退じゃ！」

「全軍撤退！」

　ドドドドド、と馬に乗った武将たちが一目散に駆けていく。遅おくれじと足軽たちも我先にその場から逃げ出し始めた。残されたのは麻痺して動けなくなった兵士たちだけだ。

　おおおおおお―――――――――っ！　と、徳川・伊達連合軍から歓声が上がり、勝利の雄叫びが辺りに響ひびき渡った。どうやら追撃はしないようだな。

「とりあえず撃げき退たいできたか」

『そのようで』

　琥珀から飛び降り、【ストレージ】の中へと槍をしまう。城門の方へ視線を向けると、こちらへ駆けてくる八重と重太郎さんの姿が見えた。

「冬……！」

「しーっ！」

　うっかり僕の名前を叫ぼうとした八重にジェスチャーで口止めする。近づいてきた二人に小声で話しかけた。

「お久し振りです、重太郎さん」

「冬夜殿、お力添えかたじけない。本当に助かった」

　八重の兄、重太郎さんが深々と頭を下げる。相変わらず堅いなー。

「にしても、その格好は……」

「一応立場ってものがあるんで、ブリュンヒルドが絡むと面倒なんですよ。ですから謎の鬼武者ということで」

「はあ……。まあこちらとしては構いませんが、なんとお呼びすれば？」

「名前？　んーと……じゃあシロガネで」

　安直だがまあいいだろ。仮面以外は黒だけどな。

「それよりも家泰さんは大丈夫なんですか？　怪我したって聞きましたけど」

「あ、はい。殿は肩に矢を受けて負傷しましたが、命に別状はありません」

「会わせてもらえますかね。回復魔法で治せると思いますんで」

　八重もそうだが、イーシェンは魔法の属性を持ってない人たちがほとんどだ。さらに希少な光と闇やみの属性に至っては滅多にいないだろう。

　魔力を持っていないわけではないので、代わりに独自に発展した簡易魔ま術じゆつがあるとか。符術とか忍にん術じゆつとか。椿さんが声を猫ねこに飛ばしてたのもそれだな。

「それはありがたい。城で父上も待っています。行きましょう、冬……シロガネ殿」

　重太郎さんに連れられて、徳川の兵士たちの注目を集めながら、僕は琥珀に乗った八重と共に城門をくぐった。










「いや、申し訳ない。冬……シロガネ殿にはまた借りができたな」

　家いえ泰やすさんの肩の怪我を回復魔法で治し、ついでにその他ほかの負傷者の怪我も治した。

　城内にある大広間で僕と家泰さんは面会していた。周りには重臣の方たちも揃そろっている。その中には八重の父親である重兵衛さんの姿もあった。

「お噂うわさはイーシェンまで聞こえておりますぞ。なかなか派手にやっているようで」

　小声でそんな事を言ってくるチョビヒゲの家泰さんの目が、興きよう味み津しん々しんといった光に満たされていた。ベルファスト国王やミスミドの獣じゆう王おうと同類の匂においがするな……。

「ちなみにどんな噂で？」

「いろんな国の姫を虜とりこにしているとか、悪魔の軍団をたった一人で殲せん滅めつしたとか、巨きよ人じんを操り一国を滅したとか、あげたら切りが無いが」

　家泰さんの話を聞きながら、引きつりそうな笑え顔がおを浮うかべる。微び妙みように真実も混じっているのがまた否定しづらい。細かいところが省略されたり、誇張されたりで変な風に伝わってるんだろうなあ。

　ま、今は関係ないから放っておこう。

「殿。そのお方はいったい……」

　重臣の方たちから疑問の声があがる。そりゃ、仮面を被った怪しさバリバリの男が来たら警戒もするか。

「おう。この方はシロガネ殿と言ってな。そこの九ここの重え重兵衛の客人じゃ。皆も先ほど見た通り、その強さは天下無双、まさに一鬼当千の強つわ者ものじゃぞ。我らの危機を知って、わざわざ駆けつけてくれたのだ」

　皆の視線が重兵衛さんに集まる。それに対して彼は軽く頷うなずき、肯こう定ていの意を示す。その横には八重の姿もあった。ちなみに琥珀は小さくなって、八重の膝ひざの上で丸まっている。

「あー、家泰殿どの。それで戦せん況きようは？」

「圧あつ倒とう的てきに不利じゃな。数の上では羽柴軍は我らをはるかに上回る。勝てるとすれば相手の結束の弱さを突くしかない」

「結束の弱さ？」

「羽柴軍とは言うが、元々は織お田だ、毛もう利り、島しま津づ、長ちよう宗そ我か部べの兵がほとんどだ。大半が忠義によって従っているわけではない。皆、秀義の力を恐おそれているだけだ」

　恐きよう怖ふによる統制ってのは織田信のぶ長ながの専売特許かと思っていたが。まあ、残酷さじゃ秀ひで吉よしも負けていないからな。確か息子の秀ひで頼よりが生まれたからって、用済みになった甥の秀ひで次つぐを切腹に追い込んでたし。しかも、秀次の正室・側室やその子供など、約三十人くらいを全て斬首したとか。

　でも戦国時代の武将なんて、残酷じゃない方が珍しいだろう。徳川家いえ康やすだって、武たけ田だに内通した家臣・大おお賀が弥や四し郎ろうを鋸引きの刑にしたとかじいちゃんに聞いた。

　目の前の家泰さんとはあまり被らないが、秀義の方は違うらしい。

「なんだってみんな秀義に従ってるんです？　そんなに強いんですか？」

「秀義は黄金の瓢ひよう箪たんで不思議な術を使うという。その力には誰だれも逆らえず、皆、従うしかないらしい。織田信のぶ永なが殿が暗殺されたのも、その力に明あけ智ち満みつ秀ひでが操られたからという噂うわさもある」

　黄金の瓢箪……？　もしかしてアーティファクトかもしれないな。まさか『不死の宝玉』みたいに、また『蔵くら』から落ちたものじゃなかろうな!?

　慌ててスマホを取り出し、『蔵』の行方ゆくえ不明リストを開く。……いや、該がい当とうするような物はないな。とすると、竜りゆう王おう事件のときのような、別製作者の作品かもしれん。

「ってことは、秀義の持っている黄金の瓢箪をなんとかすれば、相手側は瓦が解かいするわけですね？」

「おそらく。と言っても、秀義は自分の城から一歩も出たことがない。同じ領主のこの私でさえ姿を見たことがないのだ。これも噂じゃが、かなりの猿顔らしいので、人前に出たがらないとか」

　猿顔ねえ。禿はげてきたら禿はげ鼠ねずみになるんだろうか。

　しかし引きこもりの領主か。だいたい素性もわからない人間が、いきなり領主に取り立てられることからおかしいんだよな。

　たまたま黄金の瓢箪を拾った猿顔の男が、その力を使って織田に入り込み、やがて帝みかどをも操あやつって、自ら領主にのし上がった……？

　でも、帝を操った方が楽なんじゃ……って、そうか、イーシェンじゃ帝の力は建前だけなんだっけ。

　そんで用無しになって、邪魔でしかなかった織田を潰つぶし、乗っ取った。あながち外れてないと思うんだが、どうなんだろう？

「それで秀義はどこに？」

「オオサカ城。秀義が作らせた黄金の城に」

　黄金なのか。秀吉っぽいっちゃぽいけど、派手過ぎだろ。

　スマホからマップを空中投とう影えいし、検けん索さくする。周りの重臣たちから驚きの声が上がるが放っておこう。

　ち、ご丁てい寧ねいに結界が張ってあるな、この城。【ゲート】で飛び込むのは無理か。ま、だったら飛行艇『グングニル』で直接乗り込んでやるか。

「冬……シロガネ殿。いったいなにをなさる気で？」

「直接秀義を叩こうかと思いまして。……天守閣に直接グングニルをぶつけるのはまずいか……。全部吹っ飛んじゃうもんなあ。面倒くさいけど、どこからか城内に入り込むしかないか」

　ブツブツつぶやく僕ぼくへ、家泰さんが呆れたように口を開いた。

「聞くのも今更だが、そんなことができるのかね？」

「できますよ。こっちにはいろいろと奥おくの手があるんで。作戦としては、城に乗り込んで、秀義を探し、あとは黄金の瓢箪をなんとかするだけですが……」

「その作戦、拙者も連れていってもらえぬか」

　廊ろう下かからの突とつ然ぜんの声に、皆の視線が集まる。

　そこにいたのは目が細い長身の従者を従えた、僕と同じくらいの一人の少年であった。黒い袴に黒い鎧、紫むらさきにカラフルな水玉模様の陣羽織。衣装も派手だが一番目立つのはそこではない。右目につけられた眼帯だ。

　隻せき眼がんでこの出で立ちっていったら、まさか……。

「シロガネ殿と申したか。先ほどの戦い実に見事であった。申し遅れたが、拙者、伊達だて領領主・伊達だて冬とう次じ郎ろう正まさ宗むねと申す。以後お見知りおきを」

　やっぱり。

「伊達……正宗？　じゃあそっちの人は……」

「家臣の片かた倉くら弧こ十じゆう郎ろう蔭かげ綱つなだ」

「お初にお目にかかります」

　糸目の青年が静かに頭を下げる。やっぱりか。伊達政まさ宗むねときたら片倉小こ十じゆう郎ろう景かげ綱つな。切っても切れない名コンビだからな。

　っていうかそれよりも。

「連れて行ってくれって……オオサカ城にですか？」

「いかにも。一度秀義とやらを拝んで見たかったのでな。それとその黄金の瓢箪とやらに興味がある」

　不敵な笑いを浮かべる正宗。なんともイタズラ小僧な笑えみだ。なんか企んでいそうな……。

　それを見て、家泰さんがため息とともに呆れたような声を出す。

「正宗殿。大方、黄金の瓢箪を手に入れて、自分で利用しようとか考えてるのであろうが、やめておいた方が良い」

「ぬうっ!?　なぜ拙者の心の内を!?」

「正宗様。考えが見事に顔に出ておりました」

　たじろぐ正宗に、後ろから忠告をする弧十郎さん。語るに落ちるとはこのことか。

「言っときますけど、場合によっては瓢箪は破は壊かいしますよ。どうやらろくでもないアーティファクトらしいですし」

「むうう……。仕方あるまい。シロガネ殿の言うことももっともだ。従おうじゃないか」

　そう言うわりに正宗の顔がニヤついている。ホント顔に出る奴だな。

「……壊す直前になって、横からかっぱらおうとか考えてるでしょ？」

「ぬうっ!?　なぜ拙者の心の内を!?」

「ですから正宗様。考えが見事に顔に出ております」

　先ほどと同じようなやりとりをする伊達主従。うーん、悪いやつじゃないとは思うんだが。元の世界の伊達政宗も謀略好きとか言われてたっけか。それが見事に露見する点が全く違うけれど。

「しかし家泰さん、伊達の領主を敵陣の真まっ只ただ中なかへ連れて行っていいんですかね？」

「それに関しては伊達家の問題なのでワシにはなんとも、な」

　家泰さんにとっては同盟相手と言えど、そこまで干渉するつもりはないようだ。だけど、もし正宗が死んだら伊達との同盟も破棄されてしまうんじゃないだろうか。

「と、いうか、オオサカ城へはワシも行きたい。戦いを全て客人に任せてふんぞり返っているほど恥知らずではないぞ」

　むう。確かに僕一人でカタをつけてしまうのもな。

「じゃあ、オオサカ城を包囲して城の兵士の気を引いてもらえますか。その隙すきに僕が瓢箪をなんとかするんで、あとは家泰さんたちにお任せするってことで」

「それは構わんが……ここからオオサカ城までどれだけあると……。ああ、冬……シロガネ殿は転移魔法を使えるんだったな」

　この城をカラッポにするのもまずいので、徳川・伊達、合わせて三万ほどの兵を遠征させることにした。急襲するのだから、これだけいれば充じゆう分ぶんだろう。

「だけど秀義をなんとかしても、この内乱、治まるんですかね？」

「もともとは織田が始めた争あらそいを羽柴が引き継いで今の状態になっておる。羽柴をなんとかすれば戦いは終わると思うんじゃが……」

「しかし、帝にこの国を治める力はない。さて、天下の紙風船は誰の手に落ちるのかのう」

　正宗がそう言って腕うでを組む。悪い顔になってるぞ、おい。間ま違ちがいなくなにか企んでる顔だ。そんなんじゃ家泰さんとか海千山千の狸とは渡わたりあえないぞ。

　これで織田を吸収した羽柴を潰した場合、順当にいって家泰さんが一番力を持つ領主となる。

　ん？　あれ？　ってことはこれから始まるのって関ヶ原の戦い？　でも場所はオオサカ城だし、大阪夏の陣か？　いや、あれって秀吉の死んだ後だし、いま冬だし。もうすぐ春になるけど。

　まあ、考えたって仕方ないか。どのみち秀義にこの国を統一されて、ユーロンに攻せめ込まれるのも面倒だしな。とにかく『グングニル』でオオサカ城とやらに行ってみるか。
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「あれがオオサカ城……？」

　なんじゃありゃあ。金ピカじゃないか。壁かべも瓦かわらも石垣も金色に輝いている。金きん閣かく寺じじゃないのか、あれ。形も僕の記き憶おくにある大阪城と違うなあ。一体いくらするんだろう。

　ずっと見ていると太陽の光が反射して目がチカチカする。

　あそこに秀義がいるのか。一応マップ検索をしてみるが、やはり引っかからない。行ってみるしかないか。

　とりあえずみんなを転移させることにしよう。

　黄金の城をぐるりと取り囲む堀と城壁のさらに外側、その四方に徳川・伊達連合軍の兵たちが現れる。

　やがてどこからか法ほ螺ら貝がいの音が聞こえてきて、陣じん太だい鼓こが打ち鳴らされた。一斉に四方からオオサカ城へと兵士たちが押おし寄せ、すぐさま弓矢の撃うちあいとなった。

　突然の襲撃に、さしたる備えもないオオサカ側は守りに徹しているようだった。

「よし、今のうちに城へ侵しん入にゆうするか」

「あのう……。オオサカ城は結界が張られていて、転移魔法では入れないんでござるよね？　となると、どうやって……まさか……」

「もちろん飛んで」

　僕の言葉に露骨に嫌いやそうな顔をする八重。そんなに嫌かね？

　上空でロゼッタが乗る『グングニル』が待機しているが、わざわざそれであの城に行かんでも、直接飛んでいった方が早いと思うんだけど。

「なんならここで待っててもいいけど……」

「いや、拙者も行くでござるよ。未来の妻として、夫と運命を共にするなら本望でござる」

　胸の前で両手を握り、気合いを入れる未来の妻。嬉しいんだけど、死にに行くような言い方はやめてほしいんだが。

「じゃあ行くか。八重は琥珀に乗っててもらえる？」

「こうでござるか？」

　琥珀に跨またがった八重たちに【レビテーション】をかけて浮かび上がらせる。

　ふわりと浮き上がった八重たちを連れて、【フライ】で一気にオオサカ城へと飛んでいく。当然、姿は【インビジブル】で消しているので弓矢で射かけられることもない。

　天守閣から内部へ乗り込むと、そこは広い板張りの部屋だった。なんだこりゃ、中まで金ピカかよ……。天井から壁、柱までキラキラと輝いている。

「悪あく趣しゆ味みでござるなあ……」

「同感」

　金色が好きな人間は上じよう昇しよう志向が強いとかいうけれど、ここまで徹底してるとちょっとなあ。

　とにかくここに秀義はいないようなので、階段から下へと降りていく。

　階下にも誰もいなかった。しかし長い板張りの廊下を抜ぬけていく途と中ちゆうで、妙みような気配を僕は感じた。うっすらとだけど、明らかに異質な気配。八重たちには感じられないようだが、僕にははっきりとわかる。

　慎重に気配のする方へ向かい、金箔で覆おおわれた襖ふすまをひとつひとつ開けて、そこへ近づいていく。

「え？」

「どうしたでござる？」

　様子を窺うかがおうと、襖を少しだけ開けて覗き込んだ僕だったが、すぐさまそれを閉めた。なんだ今の!?　目がおかしくなったかと思い、軽く擦こすってからもう一度少しだけ襖を開ける。

　中は大広間で、一段高くなったところにゴロンと横になっている者がいた。赤や紫といった派手な色で染められた小袖と金の奴ぬば袴かま、そして胴服を着込んだキンキラキンのそいつは、ポリポリと尻しりを掻いている。その腰には二リットルのペットボトルほどもある黄金の瓢ひよう箪たんが括り付けられていた。まさか、あれが秀義か!?

　絶句する僕の横から中を覗き込んだ八重がそれを見て、ポツリとつぶやく。

「……猿でござる」

「あ、やっぱり見間違いじゃないんだな」

　八重の言葉にある意味ホッと胸を撫なで下おろす。僕の目がおかしくなったわけじゃなかった。

　何度見ても大広間でくつろいでいるのは猿だった。『猿顔の人間』ということではない。猿なのだ。

　大きさは八重より少し小さいくらい。ニホンザルのようにも見えるし、オランウータンのようにも見える。あんなでかいニホンザルはいないが。魔ま獣じゆうだろうか。

「どういうことだ？　あいつは秀義の飼っているペットかなんかか？」

『そこにいるのは何者か？』

　しゃべった。猿がしゃべった。こちらへ視線を向けて、手元の扇せん子すをぺちぺちと叩いている。

　見つかったのならこうしていても仕方がない。ガラッと襖を開けて猿と対たい峙じする。

『ほう。鬼に女に白虎かえ。これはまた珍しい客人だ。表で騒いでる奴らの仲間か』

「……まさか本当にお前が秀義か？」

『かかか、いかにも。ワシが羽は柴しば筑ちく善ぜんの守かみ秀ひで義よしよ』
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　声は聞こえているが、それと同時にキィキィという猿の声も聞こえる。なんだこの違い和わ感かんは。下手くそなタレントの吹き替え映画を聞かされてる気分だ。

『よくぞここまでこれたものだ。褒ほめてやろう。褒ほう美びにワシの側近に取り立ててやろうぞ』

「そりゃありがたいことで。だが、お断りだな」

『断れんよ、お前らは』

　秀義の目が一いつ瞬しゆんだけ赤く光る。そのときに腰の瓢箪から放たれたものを僕は見逃さなかった。

　いきなり隣となりの八重と琥珀が硬直し、目の焦点が合わないような状態に陥っていた。まるで催眠導入時の意識を奪うばわれたような感じだ。

「……お前、なにをした？　いや、それよりも……」

『ぬ!?　なぜ貴様は平気でいるのだ!?』

　猿が慌てたように立ち上がる。再び猿の目が煌きらめき、黄金の瓢箪から『それ』が漏もれる。やっぱりこいつ……。

『なぜだ!?　なぜ効かぬ!?』

「お前、やっぱりただの猿だな？　そして本体はそっちの瓢箪……いや、正体見せろよ、従属神」

『貴様ッ！　何者だァ――――――ッ！』

　猿の目が真っ赤に染まる。そして瓢箪からわずかに漏れ出したのは紛うこと無き神気。神界の者だけが持ち得る気力だが、世界神様や花か恋れん姉さんたちのとは違って、濁って見える。

　確か従属神って下級神のそのまた下の神なんだっけか。下したっ端ぱとはいえ神は神。そりゃ人間を操るなんて簡単なことか。

　僕には神力があったから抵てい抗こうできたんだな。琥珀は僕の魔ま力りよくの方で存在してるから抵抗できなかったのかもしれない。

　ブリュンヒルドの城にいる瑠る璃りへと念話を繋つなぐ。

《瑠璃、聞こえるか》

《はい、主。なんでしょうか》

《今すぐ花恋姉さんか諸もろ刃は姉さんを探して伝えてくれ。従属神を見つけたって言えばすぐわかる》

《御意》

　神気を使えば世界のどこにいてもわかると姉さんは言っていたが、おそらくこいつはその察知されないギリギリのラインで神力を使ってたに違ちがいない。だからその力を発する瞬間だけ神力が漏れる。

　そういや僕の神気とやらも漏れてるはずなんだけど、こいつ、気づかなかったのかな。それともある程度コントロールできるようになったのだろうか。試ためしてみるか。

　目をつぶり、意識を身体の内側へ向けていく。

　……あ、確かに身体の中にある魔力とは別のものが感じられるな。なんていうのかな、空気の温度差のようにはっきりとわかるぞ。これを魔力を出さないように身体の外へ――――。

　次の瞬間、僕の身体から眩まばゆいばかりの閃光が生まれ、辺りが光の渦で包まれた。光彩陸離の煌めきが、部屋中を乱舞する。

「う……」

　それが落ち着いたと思ったら、いつの間にか身体から淡い燐りん光こうを発していた。驚おどろいて自分の手を見ようと下を向くと、さらりと肩かたから何かが流れる。え？　髪かみ？

　頭に手をやると、腰こしのあたりまで髪が伸のびていた。なんじゃこりゃあ……。色まで金というか、白金？　みたいな色になってるぞ!?

『きっ、貴様っ！　その、その神力は！　神界の遣いか!?』

　猿が怯えるように後ずさる。瓢箪が猿の腰から転がり落ち、濁った金色の輝きを放ちながら、だんだんと人の形をとっていく。

　そこには憎々しい目でこちらを睨にらむ、痩せぎすな白しら髭ひげの老人が立っていた。

『おっす、オラ冬夜！』なんてセリフを口に出してしまいそうな感じに、僕の髪はプラチナブロンドになって腰まで伸び、身体からは神々しい光が漏れ出している。逆立ってないだけマシか。

　対して目の前の老人からも同じようなことが起きていたが、その光は金は金でも濁った金色の光だった。ダークゴールドとでも言おうか。怪しさ大爆発だ。

「しぇやッ！」

　痩せぎすのカマキリのような老人が掌から神気を放ってきたが、僕はそれを同じように掌で受け止める。次の瞬間、僕らがいた大広間の周辺が全すべて吹ふき飛んでしまった。黄金の天守閣も床ゆか板いたも壁も、僕らを中心に全て吹っ飛び、バラバラになる。

　琥珀と八重がバラバラになった城から落ちそうになったので、空中でそれを静止させた。

「ウキャ――――――――――ッ!?」

　金の衣装を身に纏まとった猿は、真っ逆さまに瓦が礫れきと共に階下に落ちていく。猿も木から……いや、城から落ちるってか。

　僕と老人……正体を表した従属神は空中で浮かんだまま、睨みあいを続けていた。

　あれ？　僕って今、【フライ】も【レビテーション】も使ってないのに浮かんでるな。神力の効果か？

　不思議に思っていると、髭のカマキリ老人が口を開いた。

「貴様いったい……。神界からワシを捕まえに来た下級神か従属神……」

「どっちでもないし、それは僕の役目じゃないな。っていうかおとなしく捕つかまったら？　勝手に地上に降りてくるのはダメなんだろ？　おまけに干渉しまくりやがって、イーシェンがメチャクチャじゃんか」

「うるさい！　来る日も来る日も退屈な日々を享受する苦痛が貴様にわかるか！　何の神にもなれない虚しいワシらの渇きを！」

　あー、下級神のそのまた下ってのは役職がないってことなのか。花恋姉さんは恋れん愛あいを司る恋愛神、諸刃姉さんは剣けんを司る剣神。つまりこいつは無職ってこと？　ニートか。

「ワシはまだ本気を出してないだけだ！　相応ふさわしい立場と力があれば誰もが崇あがめる神になれるものを……！」

　発言までニートくさいな。ニート神とかになったらいいんじゃ。

　結局こいつは自分の実力を認めない神界に不満を持ち、この世界に降りてこっそりと世界を変革させようとしてたわけか。

　そしてそれを手土産に就職……もとい、下級神になろうなんてことを考えていたわけだ。全く迷めい惑わくな。

「どのみちアンタのやったことは神界のルールに触れることなんだろ？　おとなしく自首した方がいいと思うが」

「ふん、感じるぞ。貴様の神気はまだムラがある。大方、神になってまだ日が浅い新しん神じんだな？　そんなやつにワシが捕まると思うてか」

「いやだから、それは僕の役目じゃなくてだな……」

　従属神の言葉を訂てい正せいしようとしたとき、突とつ然ぜん僕ぼくらの周りの景色が歪ゆがんだ。

　気がつくと、周囲が乳白色の空間にキラキラとした光の粒が回る世界へと変わっている。美しい不思議な空間がどこまでも限りなく広がっていた。地面などはなく、宇宙空間のように僕らは漂う。

「ここは……」

「精霊界なのよ。ここなら神力を使っても地上に影えい響きようを与えることはないのよ」

　僕の横にヒュッと花恋姉さんが現れた。姉さんが転移させたのか。あ！　八重と琥珀は!?

「八重と琥珀なら催眠状態を解除して味方の陣じんに送ったから心配ない。抜かりはないよ」

　同じようにヒュッと今度は諸刃姉さんが現れる。それを見ていた従属神が驚きの表情で後ずさりを始めた。

「恋愛神様に剣神様!?　な、なぜこのようなところへ……!?」

「なぜもなにも、地上に迷惑をかけているお前を捕らえにきたに決まってるだろう？　なかなかうまく私たちの目をごまかしていたみたいだけど、年貢の納め時だね」

　諸刃姉さんが腰から剣を抜く。なんてことはない、ただの鋼の剣だ。しかし持つ者が剣神となれば話は別。ただの鋼の剣も神剣と化す。

「地上で神の力を行使するにはいろんなルールがあるのよ。あんたはそれを破ったのよ？　っていうか無職なんだから使っちゃダメなのよ」

「ぐぬぬ……！　無職、無職、無職と……！　どいつもこいつも……！」

　花恋姉さんの言葉に歯噛みする従属神。基本、姉さんたちはそれぞれ、恋愛や剣に絡むこと以外での力は使わないようにしている。一応のルールがあるみたいだが、僕の立ち位置が難しいことになっているのは前に聞いた。

　神の力を宿しながら、神ではない。神ではないなら力の制限を受けない。とまあこんな感じで。

　世界神様が、『お前は○○神じゃ！』と承認してしまえば、神の仲間入りらしいんだけど。とりあえず今のところその気はないが。

「さて、おとなしく捕まってくれると私たちも楽なんだけどな。聞く限り情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はなさそうだけど」

「下等生物への転生刑一億年くらいなのよ」

「くっ……ふざけるなっ！」

　従属神がまたしても神力を放ってくるが、それよりも速く諸刃姉さんが動き、伸ばしたその右みぎ腕うでを肘から一刀両断に切り捨てた。

「ぐうううっ!?」

　切断された腕からは血が流れるということはなく、切り落とされた腕はそのまま宙を漂っていた。

　底辺とはいえ神は神。やっぱり不老不死の存在なんだろうか。だとしたらこいつ思いっきり老化して爺じいさんのナリしてるけれども、威厳を出したかっただけなのかもしれない。格かつ好こうから入りたがる奴やつっているよね。

「これ以上ゴネるとその首を落として連れて行くよ。きちんと罪を償えば、また神として転生されるかもしれないけど、消滅の方をお望みかい？」

　神でも不老はともかく、不死ではないようだな。『好奇心は猫を殺し、退屈は神をも殺す』とか言うしな。神も死ぬんだろう。たぶん。

「下等生物なんぞに生まれ変わるくらいなら、最後まで足あ掻がかせてもらうぞ！　はあッ！」

「むっ!?　そうはいかないぞ！」

　突とつ然ぜん眩まばゆい光が従属神から放たれたと思ったら、諸刃姉さんの剣がその従属神を頭から一刀両断に真っ二つにした。うおわ。血とか流れないけど映像的にキツイなあ。

「くふっ、次はこうはいかんぞ……」

「次だと？」

「諸刃ちゃん、そいつの腕！」

　倒れながら笑う従属神をよそに花恋姉さんが叫さけぶ。

　切り落とされて漂っていた腕がブレながらその場から消えた。やがて切り倒たおされた従属神の本体が、砂のように崩くずれていく。

「くっ。悪知恵の回る奴だな」

「……ダメなのよ。神気を絶ってるのよ」

「え？　今のどうなったの？」

　何が起こったのかよくわからない僕が二人に尋ねる。

「あいつは自分の神格や神力をほとんど右腕に移し替えて、分身として地上へと転移させたのさ。しかもまた神力を消し、何かに擬態している」

「つまりは元の木阿弥、初めっからやり直しってわけなのよ」

　なんてこった。ここまで追い詰めておきながら逃にげられてしまうとは。

　神力を消しているから察知できないし、何に擬態したかもわからないから【サーチ】なんかで探すこともできない。

　トカゲの尻尾しつぽ切りか。この場合、本体の方が切られた側だが。

「にしても……冬夜君？　なんなのよ、その格好？」

　花恋姉さんが僕の格好を見て少し引いていた。そりゃあ仮面を被ったままだからおかしいかもしれないけど。

「ブリュンヒルドと関係があるとまずいから変装したんだよ。っと、それよりこれなに？　いきなり髪の色が変わって伸びてきたんだけど!?」

「ふむ。覚かく醒せいした神力が髪を変質させたんだろう。ちなみに気付いて無いかもしれないけど、目も金色になってるよ」

　え!?　【ストレージ】から鏡を取り出して覗のぞき込んで見ると、確かに目も金色になっている。

「……これって戻もどるの？」

「神力を断てば元に戻ると思うのよ。コントロールできるようになったんでしょう？」

「おっと精霊界ここではやめた方がいい。今は神力が放たれているからなにも寄ってこないが、人間がここにいるとわかったら、精霊や幻獣たちが寄ってきて面めん倒どうなことになる」

　そうなのか。諸刃姉さんの言うとおり神力を断つのはやめておく。

　不意に懐ふところのスマホが振しん動どうし始めた。マナーモードにしてたそれを取り出すと、画面には『着信　神様』の文字。

「もしもし？」

『やあ、冬夜君かね。神力が覚醒したようじゃな』

「これってなにか副作用みたいなものあるんですかね？」

『うんにゃ？　神になったというわけでもないし、特に問題はないじゃろ。ただ、君の身体を神界に持ってきて、修復したのはワシじゃから、神気がワシと同じ質になっておるがのう』

　神気にも質なんてあるのか。あ、でもあの従属神の神気は暗めの気配があったな。

　姉さんたちを見てみると、花恋姉さんはどこか薄うすいピンクが混じったような金色の神気、諸刃姉さんは金色に少しスカイブルーが混じっているように見える。これが質の違いか。

『ふむ、どうしたもんかの。同じ質の神気となると、完全に眷けん属ぞくとなってしまうが……まあ、いいかの。冬夜君なら問題あるまい』

「どういうことです？」

『君は人間でありながら神の力を持った。一応、神界こっちでの立ち位置をはっきりさせとかんとな。「～神」という位を与えるわけにもいかんし、かと言って従属神ってわけにもいかんから、ワシの眷属ってことにしとくよ』

「つまりは家族ってことなのよ」

　イマイチわからなくて首をひねっていると花恋姉さんが教えてくれた。なるほど。てか、電話の内容を盗み聞きしないで下さいー。

　家族。僕が世界神様の家族って……いいんだろうか？

『深く考えんでもいいよ。もうすでに姉が二人いるんじゃし、新しく祖父ができたとでも思えばいい』

　いや、けっこうハードル高いっスけど。あ、そうだ。

「あの、逃げた従属神の行方ってわかりませんかね？」

『わからんなあ。砂粒のような気配じゃったし。それにそれはワシの仕事じゃないしの。逆に見つけたら見つけたで、周りの神々からなんか言われそうじゃしのう……』

　どういうことかと再び首をひねっていると、今度は諸刃姉さんがこそっと僕に囁いた。

「地上に降りる大義名分がなくなると言うことさ。私も表向きは花恋姉さんの手伝いということだからね」

　エー、そんな理由ー……。待てよ、まさか。

　ジト目で諸刃姉さんを睨むと、慌てたように勢いよく手を左右に振ふってきた。

「違う違う。わざと逃がしたわけじゃないよ。そこまで公私混同するわけがないじゃないか」

　本当か？　まあ、今の様子からして本当みたいだけど。ん？　ということは、まだなんかの神が降りてこようとしてるってことか？

『とにかくそういうことだからよろしく頼たのむ。ではな』

　あっ、突っ込む前に切られた。

　うーん、とりあえずこの神ゴツドモードの時に何ができるか試してみるか。無詠唱で魔ま法ほうが使えるっぽいのはわかったけど、ちゃんと把握してないのは怖こわいしな。

　そんなことを考えながら僕らは精霊界を後にした。







◇　◇　◇







　地上へ戻るとオオサカ城から火の手が上がっていた。勝敗はすでに決していて、所々で勝かち鬨どきが上がっている。徳川・伊達軍の完全勝利だ。

　突然の襲撃に、羽柴軍は為なす術すべもなかったようだ。

　家泰さんの陣営に戻る前に神気を断ち、いつもの姿に戻る。髪の色は元に戻ったんだが、伸びた髪はそのままだった。ひょっとして、神気を開放するたびに伸びるのか？　繰り返してたらそのうち髪が尽きるんじゃなかろうか……。

　そんな不安をよそに家泰さんのところへ戻ると、八重と琥珀が出で迎むかえてくれた。

「その頭はどうしたのでござる!?」

「いろいろあってね。あ、一応秀義は倒したから」

　僕の報告を聞いて家泰さんたちが歓声を上げる。これで本当に勝利が決定したのだから、まあ、わからんでもないが。

　おそらくこれで羽柴軍は瓦解、イーシェンのほとんどを家泰さんのところの徳川家が握にぎる。ある意味歴史通りというか、まったく違うというか。

　怪け我が人にんを回復魔法で治して、僕らはお暇いとますることにした。ここからはイーシェンの問題だからな。秀義に操られてた他ほかの領主たちもまともに戻るだろう。

　一応家泰さんには、石田ミツナリって奴に気をつけて下さいって忠告したら、誰だれそれ？　って返された。どうもミツナリさんはこっちにいないらしい。よくわからないなあ。

　ロゼッタの操縦するグングニルに乗って、姉さんたちも含め、みんなでブリュンヒルドへと戻る。

　なんかその日はもう疲れたので、報告もほどほどに早々と就しゆう寝しんした。なんでそんなに髪が伸びてるのかって何人にも聞かれたけど。

　そして次の日、思いっきり体調を崩した。熱っぽいし、ぼうっとして力が入らない。食欲もないし、とにかくだるい……。一応【リカバリー】とか【リフレッシュ】とか使用してみたが効果は無かった。

「風邪かぜの症状に似てますがどうも違うようでスの。熱っぽいと言われまスが、熱は無いでスの」

　体温計を見ながら、ナース服のフローラが首を傾かしげる。ベッドの上で布団に包まりながらぼうっとした頭でそれを見ていた。

「な、何かの病気でしょうか!?　ど、どうすれば……！」

　ベッドの横で珍しくユミナがあたふたと狼狽うろたえている。はは。この子もこんなに慌てることもあるんだな。

　ベッドの横にはユミナ、エルゼ、リンゼ、八重、ルー、スゥ、ヒルダ、リーンの婚約者フイアンセたち、それに室内には宰相の高こう坂さかさん、執事のライムさん、騎き士し団だん長ちようのレインさん、メイドのラピスさんとレネ、シェスカ、フローラ、花恋姉さんに琥珀、瑠璃、紅玉、黒こく曜よう、珊さん瑚ごにポーラと、勢ぞろいしていた。君ら集まりすぎ。

　心配して来てくれたのは嬉しいけどさあ。

「はいはい、冬夜君は大だい丈じよう夫ぶだからみんなお仕事に戻るのよ。昨日の疲れが出ただけだから問題ないのよ。あとは私に任せてほしいのよ」

　花恋姉さんが手を叩いてみんなを追い出した。病人はゆっくりさせてあげないといけないとか、こんな大人数で押しかけたら迷惑、とかそんな声が聞こえてきたが、とにかくだるくて起き上がる気もおきない。

　バタンと扉とびらが閉ると花恋姉さんだけが入ってきて、ベッドサイドの椅い子すに腰掛けてこちらを覗き込んできた。

「聞こえる？　その身体の不調はおそらく神力を初めて発動させた反動なのよ。一日も寝てれば身体が慣れるから、今日はおとなしく寝てるといいのよ」

　あー、やっぱりか。なんとなくそうなんじゃないかなーって思ってた。別にどこかが痛いとか、そういうわけではないのでまだマシだが……なんと言うか力が入らなくて、だるいってのが地味にきつい。頭もふわふわしてどこか夢見心地だし。

　まあ花恋姉さんの言うとおり、おとなしく寝ている方がいいか。ぼんやりとそんなことを思っていると、睡すい魔まが襲ってきて、僕ぼくは浅い眠りについた。










「ん……」

　目覚めるとまだだるくて力が入らない。瞼まぶたを開くとぼんやりと部屋の中が見えてくる。見慣れた天井だ。

「あ、目が覚めました？」

　ベッドサイドの椅子に腰掛けて、本を読んでいたリンゼが顔を上げてこちらを向く。ずっと付き添ってくれていたのか。読んでいた本の薔薇ばらチックなタイトルは置いておくとして。

　サイドテーブルの上に乗っていた水差しから、コップに注いで手て渡わたしてくれる。少し起き上がって軽くそれを飲み、また布団の中に潜もぐり込む。

　あ～、だるう……。

「熱は無いんですけどね……。本当に大丈夫でしょうか……」

「あ～……だいじょぶだいじょぶ……。寝てれば治るってさ～」

「でも冬夜さんでも寝込むことがあるんですね。安心しました」

　人を化け物みたいに……って似たようなもんか……。そのうちきちんと話さないとなあ～……。

「なんだか不思議、ですね。冬夜さんと初めて会ったのはリフレットの裏路地で、それからどんどん活かつ躍やくしていって、今じゃ一国の王様ですもの。なんだか遠い人になってしまったような気がたまにするんです。だから不謹慎ですけど、弱ってる冬夜さんを見るとちょっと身近に感じて安心するんですよ」

「……僕は何も変わってないよ。いつだってリンゼたちのそばにいる。だからリンゼも僕のそばにいつまでもいてほしい。君たちがいてくれれば僕は強くなれる……。必ず……幸せにするから……」

　うむむ……。また眠くなってきた……。ぼんやりとした意識の中で頬ほおにキスされたのを感じながら、僕はまた微睡まどろみの中へと落ちていった。










　次の日の朝、目覚めると生まれ変わったように身体が軽かった。本当に一日寝てたら治ったな。

　早速うざったい髪を器用なルーに切ってもらおうと思ったが、ひょっとしてまた神気を出したら伸びるかもしれないと思い、とりあえず後にすることにした。

「あ！　もう大丈夫なの？　冬夜兄ちゃん」

　廊ろう下かに出ると、レネが洗濯物の入った籠かごを持って、駆け寄ってきた。朝から働き者だな。

「大丈夫、もうなんともないから。心配してくれてありがとう」

　レネの頭を撫でて、その場を離はなれる。いろんな人たちに心配かけちゃったなあ。

　とりあえず神気のことを詳くわしく聞かないとな。えっと花恋姉さん……は寝てるな、絶対。となると、諸刃姉さんか。この時間なら練習場にいるかな。

　朝から騎き士し団だんの修練に精を出していた諸刃姉さんを人ひと気けのないところへ引っ張っていき、神気のことを尋たずねてみた。

「神気の使い方といってもねえ。神ひとそれぞれだからなあ」

　諸刃姉さんは困ったように首をひねる。
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「諸刃姉さんの場合はどんな使い方を？」

「私かい？　私の場合はそのまま相手に叩たたきつけて牽制に使ったりもするけど、やっぱり一番は武器生成かな」

　そう言って諸刃姉さんは腰からダガーを取り出すと、あっという間にそれに神気をまとわせて、輝かがやく光の刃やいばを作り出した。ダガーの短い刀身の延長上に光の刀身が伸びている。おおお！　ビームソードか!?

「基本的に使い方なんてないよ。どうとでもなる神の力だしねえ。ただ、あまり多用するのはオススメしないかな」

「なんで？」

「まず、地上には無い力ということがひとつ。魔力を使ってないから間ま違ちがいなく魔法ではないとバレる。次にやはり身体に負担がかかるというのがひとつ。だんだんと慣れてはくるだろうけど、無理しないに越したことはない。最後に、そんなに早く神様こちら側に来なくてもいいんじゃないかってことさ」

　諸刃姉さんの言うこともわかる。リンゼにも言われたしな。本来なら神の力なんて必要ないものなんだ。

　それでもいざという時に力がなくて悔くやむのは嫌だ。そのためにもやれることはやっておきたい。

　身体の中の魔力と神力を分けて、神力だけを増ぞう幅ふくし、身体中に巡らせる。

　身体中から眩い神気が放たれ、髪の色がまたプラチナブロンドに変化する。って言うか、やっぱりまた伸びた……。膝ひざまで長く伸びたうっとうしい髪を背中へと追いやる。

「これ、なんとかならないかな？」

「うーん、変に手を加えると、神気を出すたびに逆に抜け落ちるようになるかも……」

「このままでいいです」

　坊さんになる気はない。あとでルーあたりにバッサリと切ってもらおう。

「変化するたびに【神しん威い解かい放ほう】をしてしまうのもねえ。抵抗力の無い小動物とかなら毎回気絶してしまうかも……」

「厄やつ介かいだなあ」

　それから諸刃姉さんの見み様よう見み真ま似ねで、神気を操り手に持ったダガーに集めていく。ぬぬぬ……。魔力を流すよりも難しいな。

　それでもなんとかダガーから神気の刃を伸ばすことができた。一瞬で作った諸刃姉さんに比べて、かなりの時間をかけてしまったけれど。

　まだまだ実践では使えないな。

「そのうち慣れてくれば使いこなせるよ」

「そういえば、この状態だと魔法を詠唱なしで使えたりするんだけど、そういうもんなの？」

「さあ。私たちは魔法なんか使ったことないからね」

　ダメだ。まったく参考にならない。結局自分でなんとかしていくしかないということか。

　試しに空へ向けて【ファイアアロー】を撃ってみたら、とんでもない太さの炎の柱がぶっ飛んでいった。

　うおい。こんなのぶちかましていいもんなのか？

　ん？　けっこう神力って減るな……。魔力とは違って回復量もあまり多くない。これはまだ馴な染じんで無いからなのかこういうものなのか、判断に困るな……。

　とりあえず神化（と名付けた）を解いて、元の状態に戻る。うん、確かに少しだるくなったけど、この前ほどではないな。

　諸刃姉さんと訓練場へ戻り、朝の訓練にやってきたルーを捕まえて、訓練場の隅すみのベンチで髪を切ってもらうことにした。

【ストレージ】の中からハサミを取り出してルーに手て渡わたす。

「なんで昨日の今日でこんなに伸びるんですの!?」

「なんでだろうねえ。僕も知りたい」

　ハサミでチョキチョキと手際良く切っていくルー。そんなに慎重に細かく切らなくてもいいのに。最悪失敗してもまた伸ばせるしな。

　ハゲないかそれだけが心配だが……。一生分の毛が伸びたら毛根が死ぬとかってのは無しでお願いしたい。フローラの『錬金棟』に育毛剤ってあったろうか……。

「どうかしましたか？」

「いや、将来ハゲないといいなあってね……」

「私わたくしは気にしませんわよ？　ハゲたって太ったって、冬夜様は冬夜様ですもの」

　ルーがそう言ってくれるが、ハゲでデブってのはちょっと……。ハゲは仕方ないとしてもデブにはならないように頑張ろう……。

「そういえば冬夜様。この前フェルゼン王国のことを尋ねてましたが、なにかあったのでしょうか？」

「あー、うん。ちょっとね。なにか気になることでも？」

「ええ。姉様の留学先なので少し気になって。もし何か起こる予兆があるのでしたら、帰国させた方がいいのでは、と思ったものですから」

　ん？　あ、そうか。僕はまだ会ったことがないけど、レグルス帝てい国こく第二皇女……ルーのすぐ上の姉さんが留学している国ってフェルゼン王国だったのか。

　魔法王国とも呼ばれるフェルゼンに留学するくらいだから、第二皇女も魔法の才能があるのだろう。

　しかしそうなるとちょっと不安かな……。まだ国自体が黒と決まったわけじゃないが、フレームギアを盗ぬすんだやつらが潜伏しているのはほぼ間違いない。さすがにレグルスの皇女をどうにかなんてことにはならないと思うけど……。

「あれ？　てことは、レグルスとフェルゼンって、けっこう友好国なのか？」

　仲悪い国に自分のところの姫を留学なんてさせないよな、普ふ通つう。

「そうですね。友好国……というか持ちつ持たれつというか。向こうは魔法技術や魔道具、こちらは鋼材や武器防具、貴重な魔石など、それなりの交易をしてますから」

「ルーは向こうの王様に会ったことある？」

「一度だけ。あちらの式典に呼ばれた時に。なんと言うか……魔ま法ほう使つかいっぽくない方でした。どっちかって言うと屈強な傭よう兵へいという感じで」

　傭兵!?　よくわからん王様だな……。

　ふむ。確かフェルゼンはレスティアとも交流があるらしいし、せっかくツテがあるんだからこっちから乗り込んでやるか？
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　エサが無けりゃ魚は釣れないしな。

　髪を切ってもらった僕は『ゲートミラー』でレスティアへ連れん絡らくをとるため、ルーと一いつ緒しよに城へと戻った。







第四章　魔法王国フェルゼン







「無理を聞いてもらって申し訳ありません」

「いえいえ、お気になさらず」

　笑えみを浮うかべながらレスティアの騎き士し王は手を振った。相変わらずのイケメンだ。さすがラインハルト義兄あに上。まだヒルダとは結婚してないけど。

　僕らは今、レスティア騎士王国の馬車に乗り、フェルゼン王宮へと向かっている。騎士王がフェルゼン国王に会う段取りをつけてくれたのだ。

【ゲート】でいきなり王宮に押おしかけてもなんなので、王都手前まで護衛騎士と共に馬車ごと転移し、そこからパカパカとラインハルト騎士王とやってきた。

　騎士王に例の盗とう難なん事件の調査結果を示し、フェルゼンが怪あやしいことを伝えると腕うでを組んで首をひねっていた。理由を問うと、

「なんと言いますか……あのフェルゼン国王がそのようなことをするかな、と」

　レスティアとフェルゼンはお隣となり同どう士し。レスティアはその地理上、フェルゼンとライル王国としか国境を接していないため、基本、この二国との付き合いも深い。

　長い歴史の中では敵対したりもしたらしいが、今のところは程よい付き合いが続いているらしい。

　騎士王が言うには、フェルゼン国王は豪ごう放ほう磊らい落らくにして天てん衣い無む縫ほう、細かいことにはこだわらない、まったく魔法使いに似つかわしくない性格とのことだ。趣しゆ味みが肉体トレーニングって言うんだから変わってる。

　フェルゼン王国の先王は魔術研究に没頭し、研究中の事故により崩ほう御ぎよしたのだという。そしてその後を継いだのが、その弟であった現国王らしい。

　現フェルゼン国王、ブランジェ・フロスト・フェルゼンは子供の頃から兄とは違い、どちらかというと魔法よりも武術の方が好きだったという。それは国王になった今でも変わらないようだ。

　今回、表向きの訪問理由は、ロードメア、フェルゼン、ライル、レスティアの四国の中央、ガウの大河につながるロンド海に浮かぶ島、エンラッシュ島についてだ。

　この島は一応レスティアの領土となってはいるが、採掘される資源もなく、島には強力な魔ま獣じゆうが多いらしい。土地は痩やせていて作物もあまり育たず、付近の大河にも船を襲おそう魔獣が潜ひそんでいたりと正直持て余している島であった。

　しかし僕はこの島の位置を見て、ひとつ思いついたことをレスティア騎士王に提案したのだ。

　まあ早い話が、この島を中心にして四つの国を橋で繋げてしまおう、ということだ。

　ものすごく長い距きよ離りの橋だが、不可能ではない。そうすればレスティアからロードメア、ライルからフェルゼンの交易も可能になり、だいぶ楽になる。また、この島で買い付けや取り引きができるようになれば、商業市場として発展できるかもしれない、と。

　もちろん各国に税関のようなものを設置して、輸出入荷物の取り締まりはしてもらうことになるが。

　島からそれぞれの国への橋は僕が造る。島の魔獣退治も引き受ける代わりに、この島を経由する通行税の一部をもらうことになっている。

　ロードメアとライルの許可はすでにもらっていた。あとはフェルゼンの許可をもらうだけだ。もしも許可が下りなくても三国だけで交易路を造るつもりなので、この状じよう況きようで自国だけ損をするようなことはしないと思うが。

「フェルゼンは魔法技術が発展していると聞きましたが」

「そうですね、魔道具アーテイフアクトや、古代魔法の研究、刻印魔術、付ふ与よ魔ま術じゆつ、符術、忍にん術じゆつ、獣じゆう操そう魔術といったもうすでに廃すたれてきている魔術も研究しているとか」

　基本的に『魔法』は七属性しかないが、これとは別に独自の発展を遂げた魔ま力りよくを使用した『術』も存在する。わかり易いところで椿つばきさんの使う忍術だ。

　これらは魔法のように適性といったものに左右されることはない。誰でも身につけることができると言われているものだ。しかし、とんでもなく厳しい修業が必要となる。習得に五年かかる者もいれば、十年修業しても初歩の技術しか習得できない者もいるそうだ。そういった意味では魔法よりも才能が必要な分野なのかもしれない。

　また、一部の地方や、ある家系でしか受け継がれてないものも存在するので、全てを把握するのは難しい。確か符術ってのはユーロンの方で、道士という奴らが使っている術だと思ったが。

「冬とう夜や殿どのもお持ちですが、魔法が付ふ与よされた武器や防具のほぼ六割はフェルゼンで作られています。冬夜殿の【エンチャント】と違ちがって、成功率が百パーセントでは無いので、安定した量産ができるほどではないのでしょうが」

「失敗が多いということですか？　どれぐらいの確率なんですかね？」

「十回中一回成功すればいい方らしいですよ」

　一割切ってんのか……。そりゃあ高価にもなるよなあ。

　付与魔術の成功率を上げる方法とかも『図書館』にありそうだな。いや、独自に発展していった系統だと、無いかもしれない。実際、忍術が生まれたのはイーシェンだけど、五千年前はあそこに人は住んでなかったらしいし……。

【エンチャント】する魔道具を僕が作って売り出せば大儲けできそうとも思ったが、フェルゼンが大打だ撃げきを受けそうだしな……やめとこう。

　そんなことを考えているうちに馬車は城下町を抜け、フェルゼンの王宮に入城する。

　フェルゼンの城はどことなくフランスの館のような城とは違い、イギリスの城じよう塞さいのような趣きがあった。重じゆう厚こうというか歴史を感じるというか。丘の上に建ち、レトロチックな魔法使いの城、といった感じがするな。

　城の玄関口に到着し、騎士王に続いて僕が降りると、玄関ホールの入口に一人の男が立っていた。

　年は四十過ぎ。かなりの長身とバッキバキの筋肉の鎧よろいを身につけている。アメフト選手かプロレスラーみたいだ。

　髭ひげが顔の下部分を覆おおい隠かくし、乱雑に撫なでつけたオールバックの髪かみは、幾分か白髪が交じっている。短めの白いマントには金の刺し繍しゆうが施ほどこされ、その手には白金の王おう錫しやくが握られていた。

　それよりも目を引いたのは頬に大きく付けられた爪つめ痕あとである。なにアレ？　虎とでも戦ったの？

「ようこそフェルゼンへ。レスティアの騎士王とブリュンヒルドの若き公王よ」

　そう言ってその巨漢――――フェルゼン王国国王、ブランジェ・フロスト・フェルゼンはニヤリと笑った。










「なるほど、エンラッシュに橋をな。確かにそれが成れば、それぞれの国にもたされる利益はかなりのものになろう。しかし……」

　僕らの話を聞きながら顎あご髭ひげを撫でるフェルゼン国王。

「なにか問題でも？」

「橋がかかったとしてもエンラッシュはレスティアの領土だ。と、言うことは、レスティアの思おも惑わく次し第だいで他国の交易を停止することも可能なのではないのか？」

「それについてはご心配なく。橋ができた時点であの島を四分ぶん割かつし、それぞれの国へ譲渡します。その代わり、自国への橋の通行税の一割をブリュンヒルドに払はらってもらいますが」

　フェルゼン国王の懸念にレスティア騎士王がきっぱりと答える。

　正直、タダで橋を造ってもよかったのだが、ロードメアの全州総そう督とくが言うには、こういうことはきっちり受け取った方が後腐れないと言うことなので、もらっておくことにした。

　かなり格安だが、それでもかなりの長ちよう距きよ離りの橋をかけるのだから結構な金額である。そのお金は通行税の一割をもらうことで返済に当て、満額になったらそれ以上はもらわないという取り決めをした。順調にいけば十年ほどで返済できる計算になる。むろん、一括で払えるなら払ってもらって構わないが。

　本当は転移門とかを設置しようと思ったんだが、その場合壊こわれた時直せるのが僕だけになっちゃうからなあ。先々のことを考えたら橋の方がいいだろ。

「しかしブリュンヒルド公王。橋を、しかも各国に一本ずつ計四本、本当にかけることができるのですか？」

　そう口を開いたのは僕らが座すわる円えん卓たくに同じように腰こしかけていた初老の男だった。栗色の髪に青い目。鷹のような眼付きの、フェルゼンの宰相。確か名前はアモンドだったか。

「材料さえ揃えば三日もあればできますよ。複雑な橋を造るわけじゃないですし」

「いくらなんでも三日とは言い過ぎではないかと……。公王陛下の持つフレームギアという巨きよ人じんを使ったとしても、四つの橋を三日でできるとは思えないのですが……」

　アモンドが露骨ではないが疑わしげな目を向けてくる。ま、信じられないのも仕方ないか。それに建設するのにフレームギアは使わないし。

『工こう房ぼう』でブリュンヒルドの城を造った時と同じ作業をするだけだからな。あの時よりも大変だが、『塔とう』によりパワーアップした『工房』ならそれぐらいで完成させられる。

「建設にフレームギアは使いません。素材を取り込んで指定した形に転送できるものがあるんですよ。つまり石の塊を橋の形に作り直せるわけでして」

「……それはアーティファクトですか？」

「まあ、そんなものです。僕にしか使えませんがね」

　横から口を挟はさんできたのは、痩せぎすのなにを考えてるのかわからない陰気な男だ。さっきまで死んだ魚のような目をしていたのに、今は目がギラギラと輝いている。フェルゼン王国の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのひとり。ルドー、だったか。

「なぜ公王陛下しか使えないので？」

「そういうアーティファクト、としか答えられません。これは我わが国くにでも極ごく秘ひ事じ項こうになるので、ご勘かん弁べんを」

「そうですか……。残念です」

　小さくため息をつくと、ルドーはまた死んだ魚のような目に戻った。興味のないことにはとことん無関心のようだ。

　フェルゼン国王が苦笑いをしながら僕に視線を向ける。

「すまんな。あいつは研究が行き詰まっていて疲れているのだ」

「ああ、いえ。お気になさらず」

　未知の魔法に過剰反応するのは見慣れているからな。ベルファストのシャルロッテさんや、その師匠のリーンとか。

　この場には僕とレスティア騎士王、フェルゼン国王に宰相のアモンド、宮廷魔術師のルドー、それともう一人。

「公王陛下は巨人兵といい、素す晴ばらしいアーティファクトをお持ちなのですなあ。やはりどこかの遺跡から発見されたので？」

「……全部が全部そうではありませんが。僕自身が造ったものもありますよ」

「ああ、なるほど。公王陛下は【エンチャント】をお持ちの上に、全属性持ちであらせられましたな。実に羨うらやましい」

　そう言って笑ったのはフェルゼンにおける魔法使い、職人、商人、全すべてを取り仕切る巨きよ大だいギルド、『魔工商会』のギルドマスター、イーゼスだ。白髪交じりの髪に今は外しているが、サングラスをかけていた。この世界にサングラスなんてあったんだな……。しかもそのサングラス、なにかの魔力を帯びている。何かしらの付与がついているのは間違いないな。

　胡う散さん臭くさい。まあサングラスをかけているだけで怪しいと断定するのもなんだが。

　実際にフェルゼン国王に会ってみると、レスティア騎士王の言う通り、この人がフレームギアを盗んだ黒幕とは思えない。直感でしかないので、うまく本性を隠しているのかもしれないが。

　宰相のアモンド、宮廷魔術師のルドー、商会長のイーゼス。

　ひょっとしたらこの中の誰かが黒幕かもしれない。フェルゼン国王に無断で独自に動いていたとしたら……。三人ともそれだけの力は持っているだろう。

　っといかんいかん。誰も彼かれも疑ってかかるのも失礼な話だ。

「橋の件は了承した。建設が終わったのなら他の三国と同じように通行税の一部をブリュンヒルドに払い、建設費の返済に当てるとしよう」

「陛下。よろしいのですか？」

　宰相のアモンドが確かく認にんするように問いかける。

「ここで我が国だけ乗らなければ大損することになるかもしれん。他の三国が共きよう謀ぼうして、我が国を侵しん略りやくすると考えるには手が込みすぎているしな。あのブリュンヒルド公王が仲介に立っているのだし、なにかあれば公国が助けてくれるのだろう？」

「もしそんなことになれば、ですけどね」

　この四国は今のところ友好な関係と言える。しかしなにがきっかけとなって戦争にでも発展するかわからない。その侵略ルートに橋が使われる可能性だってある。一応その対策として防ぼう御ぎよ障しよう壁へきや隔かく壁へきなんかも造るつもりだけどな。

「さて、橋のことはこれで良いとして、ブリュンヒルド公王に見てもらいたいものがあるのだが、かまわんかな？」

　僕を見ながらフェルゼン国王が、ニヤリと不敵な笑えみを浮かべた。なんだ？







◇　◇　◇







「これは……」

「どうだ。なかなかのものだろう？」

　フェルゼン国王に連れて来られたのは、彼のコレクションルーム。そこには壁や台座に所ところ狭せましと武器が並べられていた。

　剣けんや槍やり、弓や斧おのに始まって、大たい剣けん、短剣、刀に鎖鎌なんてのもある。どれもこれも特とく殊しゆ金属で作られていて、なにかしらの付与がされていた。

　あまりの数に、僕も騎士王も言葉を失う。普通に武器庫だろ、これ。

「こいつは五百年前の英雄、竜殺しドラゴンスレイヤーの戦士、バクラムが使っていた斧だ。火炎球フアイアボールの付与が付いていて、魔法が使えなかったバクラムが大層重宝したという話だ」

　そう言ってフェルゼン国王は赤い斧を持ち上げる。確かに年季の入ってそうな斧だった。

「フェルゼン国王は武器が好きなんですね」

「おっと。勘かん違ちがいされちゃ困るが、ワシは武器が好きなんじゃない。それを使いこなし、大業を成し遂げた英雄たちの生き様が好きなのだ」

　なるほど。と、いうことはここにある武器は全てそういった英雄たちの遺品ということか。

「武器を取り、それを携えて戦った英雄たちに思いを馳せると年甲斐もなく興奮するのだよ。ワシは英えい雄ゆう譚たんなどの話が好きでな。子供の頃は夢中になって読んだもんさ」

　とことん魔法使いに向かない人だな。大丈夫なのかと他国ながら心配になる。

「子供の時は自分を勇者だと信じて疑わなかったからな。調子に乗って勝手に魔獣の棲すむ森へ入り、無謀にもタイガーベアに喧嘩を売った。その代償がこれよ」

　フェルゼン国王が自嘲気味に自らの頬の傷を指差した。タイガーベア……ああ、あの虎とら縞じまの熊くまか。確かギルド依い頼らいで八や重えが倒たおしたことがあったな。子供の頃にあんなのを相手にしたのか……。無む鉄てつ砲ぽうな性格だったんだなあ。

「正直ワシは公王が羨ましい。竜を倒し、ゴーレムを倒し、悪魔を屠る。冒険の連続だ。ワシも兄さえ倒れなんだらそんな生活をしてみたかった」

　どっちかと言うと僕の場合は冒ぼう険けん者しやがスタートなんで、当たり前の生活だったんだが。

「時に公王は変わった武器を使うとか。その腰のものを見せてはくれんか？」

　フェルゼン国王が僕がぶら下げているブリュンヒルドに目をやった。隠すことでもないのでホルスターから抜いて見せてやる。

「国名と同じく、ブリュンヒルドと呼んでいます。遠距離狙撃、白兵戦、どちらにも使える武器で、僕が作りました」

　フェルゼン国王の前でブリュンヒルドをブレードモードに変化させる。いきなり伸のびた刀身に驚おどろいたのか、目を丸くしていた。

「これを自ら作ったのか……。ううむ、信じられん……」

「ブリュンヒルド公王は武器職人としても一流なのですよ。私の剣も公王に作っていただきました」

　そう言って今度はレスティア騎士王が腰の剣を抜いて、テーブルの上に置く。聖剣レスティアに似せて作った晶しよう剣けんだ。

「おお！　これは素晴らしい！　気品溢れる剣だ……」

　どちらも晶しよう材ざいを使い作られたもので、ここまでの加工技術はまだどの国にもない。

「作ってもらったと言われたが……」

「はい。私の戴たい冠かん式しきに贈り物として。以来、常に持ち歩いています。斬きれ味鋭く、また驚くほど軽いので、どんな魔獣にも勝てるような気がしてしまうのが難点ですね」

　実際に試ためし斬りぐらいはしてるんだろうけど。上級フレイズ以外なら容易く斬れるだろうから、攻こう撃げきが届きさえすれば倒せるだろうな。

　羨ましそうに晶剣を見ていたフェルゼン国王がここぞとばかりに話に切り込んでくる。

「どうだろう、公王陛下。ワシにもひとつ作ってもらえんだろうか？　それなりの礼はするぞ？」

　うーん。まあ、晶材のことはもう結構な数の人に知られているし、今さら武器ひとつ渡したところで、どうこうできるわけでもないしな。せいぜいフェルゼン国王のコレクションが増えるくらいか。

「構いませんよ。で、何を作ればよろしいので？」

「ほ、本当か!?　そうだな……。やはり剣がいいが……なにか付与もつけられるのかな？」

「できますよ。何種類も付けろと言われると困りますが」

　あとはあまり強力なのもちょっとな。古代魔ま法ほうとか付与したらとんでもない武器になってしまうし。まあ、一発撃ったら魔力を枯こ渇かつして倒れるだろうが。でも、それを覚かく悟ごで何人かで使い回せば、連発できないこともなくなってしまうし。

「毒とか麻ま痺ひとか……そう言った状態異常を回復できる魔法は付与できるだろうか？」

　毒とか麻痺？　ずいぶんと物騒な話だな。たぶん【リカバリー】で大丈夫だと思うが。

「できますけど、本当にそれでいいので？」

「ああ、それでいい。剣は幅はば広ひろの……そうだな、こんな感じで。これは四百十年ほど前の流浪の豪傑、ガンダルの剣でな、振れば砂塵を巻き起こし……」

　見本として出してきた剣の講釈に入ってしまいそうだったので、さっさと製作に入ってしまうことにする。

【ストレージ】から晶材を取り出し、ガンダルの剣とやらに似せて【モデリング】で変形させていく。剣の大きさなどは似せるが、柄つか部分や細部は違うデザインに変えておこう。剣の表面にフェルゼン王家の家紋を入れて、と。形はこんなもんでいいだろ。あとはこれに【グラビティ】の軽量化と【リカバリー】を【エンチャント】しておしまいっと。

　重さを確認してもらうと、少し軽すぎるというので調整した。軽けりゃいいと思ったんだが、ある程度の重量がないと剣を持つ手て応ごたえが楽しめない、とのこと。よくわからん。

「うむ。これなら問題ない。素晴らしい剣だ」

「剣の柄に手を置いて、魔力を流せば【リカバリー】が発動します。ですが、かなりの魔力を持っていかれるので、誰だれでも使えるわけではないのが難点ですが」

「なるほど。試してみよう」

　え？　試すって？

　フェルゼン国王はコレクションの中から黄金の短剣を手に取り、それを左腕に当てて軽く切った。途と端たんに顔が真っ青になり、顔から大量の汗あせが流れて苦く悶もんの表情を浮かべる。

「こ、これは、義賊アレハンドロが、つか、使っていた短剣でな、ど、毒の付与が、か、か、かけられているのだ。こ、この、この、剣を使って、アレ、アレハンドロは」

「薀うん蓄ちくはいいから早く【リカバリー】を！」

　ダメだ！　このおっさんアホだ！

　すぐさま僕が作った剣に魔力を流し、【リカバリー】が発動されると、フェルゼン国王の顔色があっさりと元に戻もどった。

　思わず僕ぼくと騎士王は安堵の息を吐つく。ここで死なれたら、僕らが犯人にされてしまいそうだ。一応、部屋にはフェルゼンとレスティアの護衛の人間がいるけどさあ。って言うか止めろよ、お前ら。

「うむ。確かに回復している。大だい丈じよう夫ぶなようだな」

「ちょっと勘弁してくださいよ……。もし魔力が足りなかったらどうするつもりだったんですか？」

「ワシも王家の人間だからな。魔力量だけはそこそこあるらしい。もし足りなかったとしても、公王がいるのだから治せるだろう？」

　そらそうだけど！　僕が剣に【リカバリー】を付与しないとか、倒れたあんたに魔法をかけないとか考えないのか？

　レスティア騎士王に顔を向けると、苦笑いされた。確かにこの人は腹芸ができるような人じゃあなさそうだ。フレームギア盗難の犯人とは思えない。

「それにしても状態異常回復魔法とか……。なにか毒でも盛られる危険がおありで？」

「ん？　まあ、転ばぬ先の杖つえと言うやつだ」

　フェルゼン国王は曖昧に誤ご魔ま化かしたが、なんとなくそれが嘘うそだと直感した。どうやら命の危険を多少なりとも感じているらしい。なにかあるのだろうか？

「それよりもだな。実はブリュンヒルド公王が来ると聞いて、ひとつ相談があったのだ」

「相談？」

　もしかして盗まれたフレームギアに関する情報か？　やっぱり、黒幕はこの国にいて、国王はそれを知っているとか？　もしくは毒殺される、なにか予兆のようなものを感じたとか？

「あー……その～……なんだ、ワシは今年で四十二になるのだが、未だ独り身でな」

「…………はあ」

「若い頃は王位を継ぐのは兄上と決まっていたので婚こん約やく者しやもいなかったし、ワシもあまり関心がなかったしな。これと言ってふさわしい相手も見つからなかったので、面めん倒どうだし、後回しにしてしまったということもあるのだが……。まあ、なんというか、遅過ぎる春の来訪というか、出会いは運命と言うか……」

　四十越こえた筋肉ムキムキのおっさんが、もじもじしてるのは正直キモいんですが。結局なんの話!?

「もしかしてご結婚なされるので？」

「うん、まあ、そうなのだ」

　横から助け船を出したのは騎士王であった。ああ、そういうことか。回りくどい言い回しするから、わからなかった。っていうか、おっさんがニヤケ顏で照れるのもなかなかキモいな……。

「それはおめでとうございます。で、僕に相談というのは？」

「あ、うむ。それなんだが……。ちょっと待ってくれるか。会ってもらった方が早い」

　フェルゼン国王は警備の兵士に言伝を頼たのんで走らせた。会ってもらった方が早いってのはどういうことだ？

　やがて扉とびらをノックする音が聞こえ、国王が入室を許可すると、パステルブルーのドレスに身を包んだ一人の女性が現れた。

　歳としは僕と同じか少し上かな？　十七、八と言ったところだろう。綺麗な銀ぎん髪ぱつはショートでまとめられ、瞳には強い意志が感じられる。……あれ？　この人、どっかで見たような……？

「お初にお目にかかります、ブリュンヒルド公王、レスティア騎士王両陛下。お会いできて光栄ですわ」

「あ～、こほん。彼かの女じよが婚約者のエリシアだ」

　おいおい歳の差幾つだよ……。二十四、五くらい離れているだろ。二人並ぶと親子にしか見えないんだけど。フェルゼン国王ってばロリ……。

「特にブリュンヒルド公王には妹がお世話になっておりますし、ぜひ一度お会いしたかったので嬉うれしいですわ」

「え？」

　僕の思考をぶった切ってその女性、エリシアがにこやかに微笑ほほえむ。妹？　え？

「自己紹しよう介かいが遅おくれました。私わたくし、エリシア・レア・レグルスと申します。ルーシアは元気でしょうか？」

「あ、ああ！」

　そうか！　誰かに似てると思ったら、ルーだ！　この人がフェルゼンに留学しているっていう、レグルス帝国の第二皇女か！

　思いがけない出会いに呆然とする僕。はー……。レグルスの皇女がフェルゼン国王とねえ……。立場的にはお似合いなんだけどな……。どうしても犯罪くさいイメージが……。

　その妹、十三歳と結婚しようっていう奴やつの言うセリフじゃないかもしれないが。

　一応僕らは四つしか離はなれてないしー。たぶんセーフ。と、思いたい。

　……あれ？　ちょっと待って。ってことはエリシアさんは僕の義理の姉に当たることになって……その結婚相手のこの髭筋肉のおっさんが義理の兄になるの!?　えええ!?

「どうかしましたか？」

　呆けている僕に騎士王の義兄にいさんが声をかけてくる。

「僕……ラインハルト義兄にいさんと重太郎義兄にいさんだけでよかったよ……」

「え？」

　ボソッとつぶやいた声は誰にも届かなかった。

　あ、そういやレグルス帝国皇太子の義兄にいさんもいたっけ。

　いや、あの人影かげ薄うすいからさ！　えっと、えっと、ルクス義兄にいさん。……確か。

　やべ。顔が思い出せない。すごくいい人なんだけど、印象が残らないってある意味凄すごい。

　とりあえず心の中にへのへのもへじで浮かぶルクス義兄にいさんに謝っておこう。

「で、相談ってのは？」

「うむ。その～だな。エリシアとの婚姻なんだが……実はまだレグルスには伝えておらんのだ」

「は？　なんでですか。一番最初に伝えなきゃならないでしょうに？」

　なにか？　プロポーズしたのが昨日とか？　レグルスに連れてけって言うなら連れてくけど。

「私わたくしは魔法工学を学ぶためにこの国へ留学に来ました。フェルゼン国王も快く受け入れて下さって、何かと相談に乗ってもらっているうちに、その……」

　ポッと頬ほおを染めて俯くお義姉ねえ様。だからその過程がわからんのだが。相談に乗ってもらったくらいで、こんな武器マニアなおっさんに恋こいするか？

　蓼たで食う虫も好き好きと言うが、おいらのお義姉ねえ様はかなり変わってらっしゃるようだ。

　まあ、一国の姫が魔法工学を、しかも外国で学ぶこと自体が変わってるとも思えるが。

　フェルゼン国王が神しん妙みような面持ちで口を開く。

「純じゆん粋すいに魔法工学を学ばせようと、レグルス皇こう帝てい陛下はワシを信しん頼らいして大切な姫を預けて下さったのに、このようなことになってしまった。後悔はしておらんが、申し訳なくてな……。そこで同じ立場のブリュンヒルド公王からとりなしてもらえないかと……」

　ううむ。『ウチの娘むすめになにしてくれとんじゃ、コラァー！　タマ取ったらぁ、戦争じゃあー！』ってなってもおかしくないか？　……なるわけないか。あの冷静沈着なレグルス皇帝陛下がそんな短絡的なことをするとは思えない。

　とはいえ、それは皇帝としての話。一人の父親としたらどうだろうか？

　僕の時はあっさりとしたものだったけどな。それを今回のことと一緒にしていいものかどうか。

「どっちにしろ教えないってわけにはいかんでしょう。覚悟を決めて経緯を伝えるしかないのでは？　なんならレグルスまで送りますけど？」

「いきなりか!?　し、しかし、まだ心の準備が！」

「んなもん待ってたらいつまでも先に進まないでしょうが。思い立ったが吉日って言いますし」

「聞いたことないが……」

　おや？　そういった諺ことわざはないのかな？　まあいい。とりあえず『ゲートミラー』でお手紙送ってお伺うかがい立てて～と。

　それを見ながら騎士王のお義兄にい様が心配そうに尋たずねてきた。

「どうするんです？　さすがにレグルスにフェルゼン国王を連れて行くのはマズくないですか？」

「誘拐とか騒さわがれると面倒ですしねえ。向こうに来てもらうか」

「それはそれで皇帝陛下の安全が……」

「僕がいる限り絶対に何もさせませんよ」

　もちろん向こうも護衛の方々を連れてきてもらうが。

　会見の場に相応ふさわしい部屋はないかとフェルゼン国王に尋ねると、慌てたように臣下の人たちに用意をさせ始めた。

　これって『お嬢さんを僕に下さい！』ってやつだよな。相手は僕って歳じゃないけど。

　フェルゼン国王は周しゆう章しよう狼ろう狽ばいしながら、服を着替えるために部屋を飛び出そうとして、ドアノブをガチャガチャしている。

「と、扉！　扉が開かんぞ!?」

「へ、陛下！　引くのではなく、押して下さい！」

「な、なに？　おお、そうか！」

　警備兵の言葉に、バン！　と扉を勢いよく開けて、転げるように駆け出していった。テンパってるなあ。

「大丈夫かね、あれ……」

「ああいうところが可愛かわいいんですよ」

　さらりと惚のろ気けたお義姉ねえ様に若じやつ干かん引きつった笑顔を返しながらも、やはり首を捻る。可愛さの基準がわからん……。

　意外と変わり者同士でお似合いなのかもしれないなあ。
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「なるほど、話はわかった」

　緊張の面持ちで皇帝陛下の前に座るフェルゼン国王と、顔を赤くして俯くレグルス第二皇女。

「これが妾や側室などという話ならまた違ってこようが、正室であるならばレグルスとしても縁を繋ぐ良き話だ」

「お父様！」

「では！」

「こちらとしても断る理由はない。が……冬夜殿」

「なんでしょうか？」

　別テーブルで騎士王と成り行きを見守っていた僕の方に視線が向けられる。

「悪いがこの部屋の音が外部に漏れないようにしてもらえるか？」

「？　いいですけど？」

【サイレンス】を発動させて、外部には音が漏れないようにする。何か知られたらマズい話をするのだろう。

「これで外にはここの会話は漏れません」

「よし。で、冬夜殿。例の件はフェルゼン国王には？」

　例の件？　あ、フレームギア盗とう難なんの件か？

「いえ。まだ話していません。というか話してもいいので？」

　自分的にフェルゼン国王が黒幕という可能性はかなり低いと思ってはいるが、逆に言えばまだ黒幕だという可能性も僅わずかながらあるということだ。話していいのかイマイチ踏ん切りがつかなかったんだけど。

「どのみちこの件をハッキリさせなければ、エリシアと婚約などさせられん。違うか？」

「そりゃま、そうですけど……」

「い、一体なんの話ですか？　婚約させられない!?　わ、ワシに何か悪いところがあるならば直します。ですからどうか姫との婚姻を――――」

　立ち上がり、慌て始めたフェルゼン国王を宥めて座らせてから、事情を話すことにした。

　ロードメアでの戦いでフレームギアを盗ぬすんだ者たちがいたこと、その時の隠蔽技術、並びに鋼材搬入ルートからフェルゼンに疑いがかかっていることなどをだ。

「なんと……！　待ってくれ！　我が国はそのような火事場泥どろ棒ぼうのような真似まねは決してしておらぬ。信じてくれ！」

「わかってます。陛下がさせたことではないと我々も思ってます。ですが、賊がこの国にいる可能性は高い。心当たりはないですか？」

　またしても立ち上がろうとするフェルゼン国王を今度はレスティア騎き士し王がとどまらせる。騎士王の義兄にいさんは初めから違うんじゃないかって言ってたもんな。

　フェルゼン国王が顎髭に手をやり、なにやら考え込む。

「古代文明の技術を手に入れて利用しようとする組織……む？　もしや『黄金結社ゴルデイアス』の連中か？　いやしかし……」

「なんですか、その『黄金結社ゴルデイアス』ってのは？」

　引っかかるキーワードが出てきたので突っ込んでみる。『ゴルディアスの結び目』なら知っているが。

「このフェルゼンは魔法王国と言われているだけあって、様々な魔法の研究がされている。しかし、禁きん忌きとも言える魔法も存在するのだ」

「禁忌魔法……ですか？」

「うむ。例えば魔法でも回復できない呪いを与えるものであったり、多数の生いけ贄にえによって天変地異を引き起こす魔法などがそれに当たる。そういったものは世界に不幸しか呼ばぬ。故に禁忌魔法と呼ばれておるのだ」

　呪いに天変地異…………んん？

「禁忌魔法の研究は国としては禁じているが、秘密裏にその研究、実験を行い、それを利用した技術を復活させようとする輩やからたちがいる。その集団が『黄金結社ゴルデイアス』と呼ばれる奴らだ」

「なるほど。そいつらがフレームギアを盗んだんじゃないかというわけじゃな？」

「憶測でしかありませんが。やつらの目的は禁忌魔法を復活させることだけではなく、強力なアーティファクトの研究、製作でもあります。魔ま法ほう使つかい、魔工技師、学者、商人、いろいろな分野にそのメンバーがいるとも言われています」

　フェルゼン国王とレグルス皇帝が頷うなずき合いながら話しているけど、僕の方は気まずい気持ちで胸がいっぱいだった。

　いや、だってさ……。その禁忌魔法とやら…………僕、使えます。

　というかバビロンうちの『図書館』にその魔道書が普ふ通つうに置いてあります。

　そんなヤバイもんだったのか……。呪いに至ってはもう使っちゃったしな……。まあ、黙だまってよう。変に警けい戒かいされるのもアレだし。今さらって気もするが。

　ただ、天変地異の方は生贄とか必要ないはずだぞ、確か。魔ま力りよくがとんでもなく必要だから、千人単位で詠唱しなきゃならないし、そりゃ中には倒れる人も出てくるだろうけど。それが変に尾ひれが付いて伝わったのかもしれん。威い力りよくとしては小さな島くらいは沈められるとか。

「冬夜殿どのの検けん索さく魔ま法ほうでその『黄金結社ゴルデイアス』とやらを見つけだせんか？」

「そいつらの顔がわかれば。あるいはパッと見ただけで判別できるのであればなんとかできますけれども」

　皇帝陛下の質問にそう返したが、それよりも何よりもこの国は結界地点が多すぎる。普通の家にもお手軽に張ってあったりするからな。一個一個確認するわけにもいかんし、相手は王都にいるとも限らない。

「確かに難しいだろうな。奴らは国にさえ睨まれているから表立って動くことはない。というか、『黄金結社ゴルデイアス』は一度壊かい滅めつしたはずなのだ」

「どういうことです？」

「今から二十年前、『黄金結社ゴルデイアス』はひとつの禁忌魔法を復活させようとしていた。しかしそれをいち早く察知し、未然に防いだのが我が兄である先王、レオルド・フロスト・フェルゼンなのだ。国外的には魔法事故とされているが、兄王の死はその『黄金結社ゴルデイアス』との戦いの果てに、奴らが兄を道連れに自じ爆ばくしたのが真相なのだ」

「先王様自らが現場に出向いたのですか？」

　レスティア騎士王の質問もわかる。禁忌魔法なんぞを復活させようとしている奴らのところに王様が乗り込んで行くだろうか。普通、そういうのは臣下に任せるんじゃ？　僕が言っても説得力ないけど。

「実は当時の『黄金結社ゴルデイアス』を率いていた首領は兄の親友でな。まさか兄も自分の右みぎ腕うでとしていた人物がそのような地下活動をしていたなどとは夢にも思っていなかった。友の間ま違ちがいを正すのは自分で無ければならないとでも思ったのだろう。正義感の強い人だったからな……」

　しんみりと語るフェルゼン国王。その横で心配そうにしているエリシア皇女を見ていると、本当に好きなんだなあと感じる。……やっぱり親子にしか見えないが。

「その『黄金結社ゴルデイアス』とやらが復活したとして、誰が率いているとか心当たりはあります？」

「と、言われてもな……。いや……一人、思い当たる人物がいるな。今はどこにいて何をしているのか全くわからないが」

「誰です？」

「ガルゼルド・ゴールディ。前『黄金結社ゴルデイアス』を率いていた首領、ガーランド・ゴールディの息子だ」

「前『黄金結社ゴルデイアス』首領の息子ねえ……。そいつが父親の後を継ぎ、新しく結社を打ち立ててもおかしくはないけど……」

　そいつらの目的は、果たして単純に禁忌魔法やアーティファクトの復活なんだろうか。どうもちぐはぐな気がするんだよなあ。

　前の結社はそういった理念があって動いていたのかもしれない。しかし、新『黄金結社ゴルデイアス（仮）』は違ちがう目的で動いているように思えるんだよな……。ま、勘かんでしかないけど。

　僕が悩なやんでいるとレグルス皇帝が口を開いた。

「ここで不確かなことを詮せん議ぎしても仕方あるまい。ただそういった者がいるかもしれないということは心に留とどめておいた方がいいかと思う」

「そうですな。フェルゼンの方でも目を光らせましょう。なにか掴んだら連れん絡らくをいたしますぞ」

　で、あれば、緊きん急きゆう連れん絡らく用に『ゲートミラー』を三つばかりフェルゼン国王に渡わたしておこう。これがあれば一いつ瞬しゆんでブリュンヒルドとレグルス、それとレスティアに手紙を送れる。もちろんレグルス皇帝とレスティア騎士王にもフェルゼン用の『ゲートミラー』を渡した。

『ゲートミラー』に食いついたのは意外にもエリシア皇女だった。紙を『ゲートミラー』から『ゲートミラー』へ何回も送り、目をキラキラさせていた。なにしてんの、お義姉ねえ様……。魔法工学を学びに来ただけあってそっち方面には興味を引かれるようだな。

「さて、と。これで四カ国の許可は取れたし、さっそく橋を造りますか」

　僕がそうつぶやくと、フェルゼン国王が訝いぶかしげな顔をして口を開いた。

「今さらだが、本当に橋を造れるのか？　先ほどは三日でと言っていたが……」

　あら？　やっぱり信じてなかったのかね。

　エンラッシュ島が浮うかぶロンド海の水域は魔ま物ものが多いが、比ひ較かく的てき流れは緩やかだ。何箇所か海底から岩を隆起させて土台を作り、そこにバビロンから橋の部品を転送して繋ぎ合わせていくつもりだ。

　かなり長い橋だから、途と中ちゆうで休きゆう憩けいできるような広場のスペースも幾つか用意するかな。ちょうど高速道路のサービスエリアみたいに。そこにそれぞれの国の騎士や警備兵などを常駐させれば、ある程度の治安も守れるだろう。あ、トイレとかも作っておいた方がいいか。

　本当ならここに列車でも走らせたいところだが、まだ時期尚早だろう。一応将来を見み越こしてそれだけの幅はばは取るつもりだけど。

　とりあえず土台だけでも今日は作って行くか。『工こう房ぼう』が橋を組み立てている間に、島の魔ま獣じゆうとかもなんとかしないといけないしな。

　ブリュンヒルドを作ったときみたいに皆殺しってわけにもいかないよなあ。数が多いし。

　何体かはウチのダンジョンに放り込んで、あとは全部、竜の巣があるドラゴネス島に送ってしまうか。竜たちも餌に少し困っているようだったし、島に魔獣が増えれば他国まで餌探しに行かないでもすむ。半分以上ウチの騎き士し団だんが竜を狩ってしまったんで、そんな心配はいらないかもしれないが。

　よし、まあそんな感じで進めてみようか。







◇　◇　◇







「なんと……」

「信じられぬ……」

　海の彼方かなたへどこまでも続いていく橋を見て、集められたレスティア、ロードメア、ライル、フェルゼン、各国の指導者はその目を見開き、口が開けっ放しになっていた。

　あれから三日。きちんと日程通りに橋は完成した。そのお披ひ露ろ目めにレスティア側の橋に、みんなを集めたのだ。

「橋の材料はみなさんの国から提供されたものを僕が魔法で強化して使っています。かなり頑がん丈じようですので、経年劣化や自然災害にもある程度大丈夫かと」

「何年ほどもつのですか？」

「細かいとこまでははっきり言えませんが、千年くらいはなんとか」

「せんっ……！」

　質問をしたロードメア全州総そう督とくが固まる。

　見た目はシンプルなアーチをいくつも描えがいた石造りの橋だが、その頑丈さ、強靭さは折紙付きだ。そこらの魔法使いが【エクスプロージョン】をぶっ放しても壊こわれない自信がある。徹底的に強化したからな。

　次に、みんなを連れて休憩地点へと転移する。橋から左右に突つき出たような大きなスペースが作られていて、ベンチやトイレ、屋根付きの四阿あずまやなどが設置されていた。

「何キロかごとにこういう休憩地点があります。ここで食べ物や飲み物などを売るといいかもしれませんね。警備兵の駐在所などを作れば旅人も安心して休めるでしょう」

「確かに。金を払はらって渡るわけだから、盗賊などが入り込む危険はあまりなさそうだが、商人や旅人同士のいざこざはあるかもしれんしな」

　フェルゼン国王が頷く。みんなそれぞれ護衛の兵士を連れて、休憩地点を見て回っていた。一応ここには土も置いてあって、小さいながらも花壇があったり、低木が植えられてたりする。緑は必要だろうからな。

　最後にエンラッシュ島へ転移する。

「足元を見てください。石いし杭ぐいが打ち付けてあるでしょう？ これが境界標です。この石杭と石杭の間が国境になります。レスティアから譲じよう渡とされ、この島は四等分されました。面積を正しく四分ぶん割かつするとこうなります」

　空中にマップを投とう影えいし、島の全体図を見せる。この自分たちの領土にそれぞれ町を作るなり、村を作るなり自由にすればいい。というか、これ以上は僕の出しゃばることじゃない。別々に町を作るもいいし、四カ国共同ででかい都市を作るもいい。それが自由交易の中心として栄えるかもしれないし。

「エンラッシュ島は凶暴な魔獣が多いと聞いていたが……」

　キョロキョロと心配そうに辺りを伺うライル王国国王。真っ白な長い髭ひげを生やした、背の低い、ちょい太っちょのお爺じいさんだ。なんでもドワーフの血が混じっているんだとか。ドワーフっていうと、頑固で、豪快で、酒呑みで、手先が器用ってイメージだが、この王様は全部逆な気がする。つまり温和で繊細、下戸で不器用ってことだが。

　ドワーフにはまだ会ったことがないが、ライル王国にはけっこう住んでいるらしい。性格は僕が思い浮かべたイメージでほぼ間違いないようだ。一度会ってみたいな。

「エンラッシュの魔獣はほぼ排除しました。残っているのはあまり脅威のない種だけです」

「排除……ってどうやって……」

「竜の島へ強制転移ですね。今頃は美味しくいただかれちゃってるんじゃないかな」

　僕の言葉に絶句するライル国王。

　魔獣がいなくなったことで多少生態系に問題は出るかもしれないが、命の危険がなくなっただけマシだろう。ちなみにロンド海の方にもクラーケンを召しよう喚かんして、危険な海魔獣を一掃している。

「ふむ。ではせっかく四カ国の代表が集まったのだ。通行料や細かい決め事をここで決めてしまおうか。それほど時間もかかるまい」

「あ、じゃあ机と椅い子すを出しましょう。僕は部外者なので席を外しますから」

「気を使わせてすみませんね」

　そう言って頭を下げた全州総督に気にしないように言いながら、【ストレージ】から机と椅子を取り出した。四人はそれに腰こし掛かけると、通行料や共同で町を作る際の取り決めなどを話し始める。さて、しばらくヒマだな。かと言ってみんなを置き去りにして帰るわけにもいかないし。

　っと、そうだ。確か【ストレージ】の中に竜りゆう肉にくとか入れっぱなしだったよな。ちょうどお昼になるし、みんなのご飯の用意でもして時間を潰そう。

　料理台になる机と料理道具、食材を取り出して、と。定番だけど串焼きでいいか。

　取り出した竜肉を適当な大きさに切って野菜と交互に串に刺していく。塩、胡こ椒しようで下味をつけて、それを皿に並べる。肉を焼くために、脚のついた鉄の箱も取り出して、その中に炭を入れて火をくべる。その上に金網を置いて、準備完かん了りようっと。

　あとは別口でほかほかご飯を出しまして～、ミスミド名物のカレー、ならぬカラエも用意します。ウチのシェフ長、クレアさんに作ってもらっておいてよかったー。作ってもらったのは一ヶか月げつ前だけど、【ストレージ】に入っていたからまだ熱々だ。

　これでイーシェンとミスミドのコラボレーション、カレーライスの出来上がりだ。きちんと甘口、中辛も用意してある。ミスミドのカラエはそのまんまだとかなり辛からいからな。

　水差しと果実水も用意して……こんなもんかな？　福神漬けもあればよかったんだけどなあ。

「冬夜殿、冬夜殿」

　呼ばれて振ふり向むくと騎士王を始め、みんながこちらを見ている。

「なんか美味しそうなものを作ってますが、それは？」

「皆みなさんのお昼ご飯をと。竜肉の串焼きにカレーライスです。取り決めは終わりました？」

「終わったというか、そちらが気になって即決したというか。まあ、一応は。しかし、カレーライスというのは聞いたことがない食べ物ですね」

「イーシェンのご飯にミスミドのカラエをかけたものですよ。味は柔やわらかくしたのもありますから、辛いのが苦手な方も食べられると思います」

　そう言って、ご飯をよそった皿に甘口のカレーをかける。スプーンを添えて、まずはロードメア全州総督の護衛で来ていた、女性騎き士し団だん長ちようのリミットさんに手て渡わたした。

　本人に渡さないのは毒味も兼ねてということだ。他国の王様手作りとはいえ、そこらへんは手順を踏まんとな。

　リミットさんはスプーンでカレーを一口食べると、すぐに顔が綻んだ。

「美味しいです。ミスミドのカラエは食べたことがありますが、これはそれほど辛くなく、食べやすいですね。私はこちらの方が好みです」

「皆さんもどうぞ。たくさんあるので護衛の方も」

【ストレージ】から机と椅子を何個か出して、席を確保する。みんながそれぞれ好みの辛さのカレーをよそっている間に、竜肉の串を金網の上に乗せて焼いていった。

「む！　これは美味いな！」

「ほんと。適度な辛さがあとを引くわね」

「うむむ……我わが国くにでも食いたいのう」

「冬夜殿、この料理の作り方は……」

「難しくは無いんですが、米がまだイーシェンからしか手に入らないんですよ。今年からウチの国でも本格的に作ろうかと考えてます」

　どうやら王様たちにもカレーライスは気に入ってもらえたようだ。このあいだの戦いのお礼に、家いえ泰やすさんからかなりの米俵をもらっちゃいるけど、やはり早いうちにブリュンヒルドでも稲作を始めないとなー。

　別の辛さのも食べたいとかで、みんなけっこうおかわりをしていた。量は充じゆう分ぶんあるから問題ない。

　焼いた串焼きも喜んでもらえたようで何よりだ。まあ、串焼きに関しては僕はただ刺して下味をつけただけだけど。いや、カレーも僕が作ったもんじゃないが。

　家族にも食べさせてあげたいというので、お土産として、カレーライスのレシピと米やら香辛料をそれぞれの国へ分けてあげた。かなり喜ばれたが、こりゃあイーシェンとミスミドに米と香辛料の注文が増えそうだな。カレー恐るべし。







幕間劇　バビロンの子ら







「うあ、あー」

　意味不明な言葉を呟きながら、手を伸のばすヤマト王子を抱だき上げる。

「ずいぶんと重くなりましたねえ」

「子供は成長が早いからな。これからどんどん大きくなるぞ」

　僕の腕うでの中できゃっきゃ言っている息子を眺ながめて、ベルファスト国王が相好を崩す。それを見て隣となりに座すわるユエル王おう妃ひも苦笑を浮かべていた。

　こうして抱いてみると可愛いもんだな。僕は婚約したことによって、義理の兄や姉になる人はけっこういるんだが、年下の子はこの子だけなんだよね。

　エルゼとリンゼのとこには年下の子がたくさんいたけど、あの子らは厳密に言うとイトコだからなあ。

「可愛いのう。わらわも弟か妹が欲ほしいのう」

　王様の横からヤマトを覗のぞき込んだスゥが呟くと、後ろにいた両親のオルトリンデ公爵とエレンさんが気まずそうに目を逸そらす。無邪気さって時に残酷。

　抱いていたヤマト王子を、待ち構えていたユミナに渡す。弟を受け取ったユミナがあやしながら身体を小さく揺らし始めた。

「ヤマトー。お姉さんですよー」

　あまりベルファストこちらに来てなかったことから、弟に忘れられているのでは無いかと心配していたようだが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。僕ぼくの時より嬉うれしそうにはしゃいでいる。

「あと数年もすれば、こうしてユミナが自分の子をあやすことになるのかしらねえ」

「ヤマトはあっという間に叔父さんか。まあ、そうなって欲しいものだが」

「ソデスネー」

　僕は引きつった笑いを浮かべながら、王様夫妻の言葉を受け流す。何を言い出すかと思えば。ユミナも素知らぬふりをしてあっちを向いているが、耳まで真っ赤になってるのが背後からでもわかった。

「わらわも冬とう夜やの子を生むぞ！　もしも娘ならヤマトの嫁よめにやっても良い！」

　スゥが負けじとばかりに宣言して僕に抱き付いてくる。ちょ、なに言ってんの、この子!?　まだ生まれてもいない子の結婚相手決定すんなよ！

「……ふむ。意外と悪くないかもしれん。ベルファストに冬夜殿の血筋が組み込まれるわけだ。……アリだな」

　考え込むように国王陛下が呟く。え？　それアリなの!?

　この場合、二人の関係はどうなるんだろう。ヤマトはスゥのイトコだから、イトコの子供同士で結婚ってことになるのか？　イトコ同士の結婚とかもあるし、おかしくはないのか？

　僕にとっちゃ義理の弟と娘が結婚、王様にとっちゃ息子と弟の孫が結婚。ややこしい……。

　一応、十八になったらみんなと結婚する予定ではあるのだが、スゥはどうしたもんかと考えている。十二歳の嫁をもらうのもなあ。いや、約束したから結婚はするけど、数年遅らせたらって話。

　でも一人だけ仲間外れってのもな……。

「スゥが子供を生めるようになるまであと四、五年。それぐらいの歳の差なら何も問題はない……ふむ」

「あなた。いい加減にしたらどうです。そんな先のことを考えても仕方ないでしょうに」

「おっと、ははは。冗じよう談だん、冗談」

　王妃様にたしなめられて、国王陛下が取り繕った笑いを浮かべる。

　いや、アレは冗談じゃなかったね。本気だったね。絶対。

「ふぁあ、ふうぅ……」

「あら？　ヤマトはおねむさんなのかしら……お母様」

「どれどれ……ああ、そうみたい。よしよし、じゃあ、おねむねむしましょうねー」

　ユミナから息子を受け取った王妃様は別室の寝台へと連れて行く。それにユミナとエレンさん、そしてスゥがついて行った。

　男性陣じんだけになったところで、公爵が声を潜めて僕に語りかけてきた。

「それで冬夜殿。例の物は？」

「一応ちゃんと安全も確かく認にんしたんでモノは大だい丈じよう夫ぶですけど。かなり強力なんで、一日に一錠ですよ？　多く飲んだって効果は変わらないし、次の日に魔力を余分に取られて、すごいだるさに襲おそわれますからね？」

　そう注意して小瓶に入った錠剤を公爵に手渡す。こんなのに頼らんでもと思うんだがなあ。そう言ったら公爵に、若さが恨めしい、と言われた。なんで？

「なんだ、それは？」

　僕らの行動を見ていた王様が訝しげに尋ねてくる。別段男同士なら隠かくすことでもないのだが、正直に口にするにはちょっと抵てい抗こうがあるな。

「あー、これはいわゆるひとつの……元気になる薬……。まあぶっちゃけると精力剤です」

「なにっ!?」

「しぃーっ！　兄上、声が大きい！」

　公爵が王様の口を押おさえる。さすがに女性陣に聞かれたら恥はずかしいからな。特に国王陛下には娘もいるわけだし。

「先日、公爵殿下にポロッとそういう話をしたら、ぜひ欲しいと言われまして。ウチのフローラに作ってもらったんですよ。試ためしに娼館に試供して、お客に使ってもらったら、ものすごい効果だったそうで。何ラウンドでも可能だったとか……」

「そっ、そんなにか……。ちょ、アル！　余にも分けろ！」

「兄上は必要ないでしょうに！　私はオルトリンデを継ぐ嫡ちやく子しをですね！」

「静かに！　しーずーかーにー！　もうひと瓶ありますから！」

「「「「うるさい!!」」」」

　隣の部屋から怒鳴り声が飛んできた。ほら見ろ、怒られた。

　ところが二人とも、小瓶を持ってわくわくした、にこやかな笑えみを浮かべている。

　僕にはやっぱりまだわからん。










「ベルファストの王都も久しぶりだなあ」

　ユミナと連れ立って王都を歩く。ここには一年も住んでいなかったけど、それなりに思い入れもある。全ぜん耐たい性せいのあるこのコートを買ったのもここだしな。

　隣を歩くユミナも普ふ段だん着ぎというか、冒ぼう険けん者しやスタイルだ。こっちの方が気楽でいいし、ブリュンヒルドじゃあまり着飾らないから慣れてしまったってのもある。

　貴族みたいなものがいないからな、ウチは。王様と言っても、どっちかというと町内会の会長みたいなもんだ。

「冬夜さんとお出かけも久しぶりですね」

「そうかな？　まあ、最近忙いそがしかったからね」

　腕を組んでくるユミナにちょっと照れながら、王都の町並みを歩く。

　このところイーシェンに行って従属神を倒たおしたり、フェルゼンに行って橋を造ったり、いろいろ慌ただしかったからな。

「これだけ世界を飛び回っているのは、たぶん冬夜さんだけです。私としてはちょっと寂さびしいですけど」

「ごめん。僕もなるべく君たちといたいとは思うんだけど、ね」

「わかってます。だから他の方たちには悪いけど、今日は独ひとり占じめします」

　とは言うものの、これからひとつ仕事があるのだが。

　通りを歩いていると何台か自転車に乗っている人たちを見かけた。

　王都じゃそれなりに普ふ及きゆうしてるみたいだな。まだけっこうな値段がするので一部の金持ちしか手が出ないみたいだけど。

　大通りの角に目的地が見えた。読書喫茶『月読』。中に入ると、従業員のウェンディが声をかけてくる。

「いらっしゃ……あ、オーナー！　お久しぶりです！」

「ちょ、ちょっとウェンディ！　オーナーじゃないわよ、公王様でしょう!?」

　店長のシルヴィさんがたしなめるが、オーナーで構わないと許可する。こんなところで公王とか呼ばれてもまずいしな。

「新刊の入荷はオルバさんの商会に任せてしまってるけど、問題ない？」

「入荷に多少時間はかかるようになってしまいましたが、問題はありません。きちんと全部盗難防止用に【パラライズ】を付ふ与よしてますし」

　そう言ってシルヴィさんがカウンターの奥おくにあるコピー機のような台を示す。あれは入荷した本に【パラライズ】を付与できるように【プログラム】したものだ。

「売り上げも上々ですし、料理も評判いいんですよ」

　ウェンディの言う通り、『月読』は順調のようだ。正直に言うと、ここの売り上げが無くてももう困らないので、半分趣しゆ味みのようなものだが、やはり繁盛してると嬉しく思う。

「おっと、これ新しい本ね。フェルゼンとロードメア、レスティアにライルで評判の物語を見み繕つくろってきた。こっちじゃなかなか手に入らないはずだよ」

「わあ、ありがとうございます！」

【ストレージ】から取り出した本をドサドサとカウンターに積んでいく。例によって『女性向け』の本もたくさん用意いたしましたよ。

　あとは他のみんなに挨拶したり、店内のリクライニングシートとかを調整したりして、僕らは『月読』を後にした。

　一応これで用事は終わったし、あとはユミナとぶらぶら街を歩いていく。

「ブリュンヒルドに比べるとやっぱり大きいよなあ」

「それは仕方ありませんよ。でも街が大きくなれば、それだけ目の届かないところも出てくるので考えものです」

　確かに。警備の目が光らないところで、悪事が横行する危険性が増えるよな。そう考えるとそろそろうちの騎士団も追加募集するべきなのかもしれない……。ん？

「どうしました？」

　ある店の前で立ち止まった僕に、ユミナが声をかけてくる。僕の前には店のウインドウに貼られた一枚のポスターがあった。

「『愛と冒険のスペクタクル。ユイナ王女を救うため、黒竜に挑む勇者トーヤの冒険譚……壮大なスケールで送る、リーフリース最大のヒット作がついにベルファストに』……？　冬夜さん、これって……」

　ポスター自体はなんてことはない演劇の宣伝ポスターだ。気のせいかとも思ったが、そこに書いてあった名前を発見して、それが気のせいじゃないことを確信する。

「ユミナ、ここ見て」

「何です？　『脚本はあの「薔薇の騎士団」で有名なリル・リフリス』……あっ！」

　ユミナが絶句する。リル・リフリス。そのペンネームを持つ作家の正体は、リーフリース皇国の第一皇女、リリエル・リーム・リーフリース。腐女子王女である。

「あんにゃろう……勝手に人の話を作品にしやがったな……」

「これって冬夜さんと私なんでしょうか？　煽あおり文句を見る限り、この作品はまともな話みたいですけど……」

　どうだか。怪あやしいもんだ。美形剣けん士しとかダンディ公爵とか出てくるんじゃないのか？　これは確認のために観みてみる必要がある。場合によっちゃ公開中止に追い込むからな。

　えっと、中央演劇場で今の時間からだと二十分後か。

「よし、観ていこう」

「そうですね。ちょっと変な感じですけど、面白そうです」

　まあ、明らかに自分がモデルなんだから変な気持ちにもなるよな。僕としては不名誉な扱あつかいをされてさえなければ、ストーリーが面白かろうが、つまらなかろうが、一向に構わないんだが。

　その後、中央演劇場で二時間はゆうにある演劇をユミナと共に観たが、心配したようなことはなく、なかなか王道めいた物語だった。もちろん、実際に起こったこととはだいぶ違う。

　僕は黒竜と一対一で戦ってなどないし、あのときユミナはベルファストの王宮へ避ひ難なんしていた。脚色とかいうより創作レベルの話だが、これは僕とは関係ない別の勇者の物語なんだろう。トーヤ役の役者がすごい二枚目だしな。ユイナ王女役の女の子も可愛かわいいが、ユミナの方がもっと可愛い。

　ハラハラする冒険とドキドキの恋れん愛あい物語で、なかなか見応えがあった。終わったときには観客が拍手喝采。あの腐女子王女、まともな話も書けるんじゃないか。意外だ。もっかい言うが意外だ。

　演劇場を出るとあたりはすでに薄暗くなっていて、星が瞬き始めていた。

「面白かったですね！　特に黒竜に挑む前に、王女に愛の告白をするシーンとか感動しちゃいました！」

　ユミナがそんなことを言うので、劇中の勇者を真似て、彼かの女じよの前で片かた膝ひざを付き、小さなその手を取った。僕のいきなりの行動にユミナがびっくりしている。

「『たとえどんなことがあろうとも、私は貴女を守り、貴女の剣けんとなり盾たてとなりましょう。ですから笑って下さい。貴女が側で微笑ほほえんでいてくれれば、私にとってこれに勝る幸せはないのです。私は貴女を愛しています。今までも、そしてこれからもずっと』」

　先ほどの勇者のセリフを口にする。若じやつ干かん違ちがう部分もあるだろうが、確かこんなセリフだった。

　ふと、ユミナを見上げると、涙をぽろぽろと流している。あ、あれ!?　なにかまずいことしちゃったか!?

　その姿に慌てて立ち上がって謝ると、彼女は首を横にふるふると振って涙を拭ぬぐった。

「違うんです。冬夜さんにそんなこと言われるなんて、嬉しくて……」

　あ、ああ。そうか、よかった。焦った。

　だけど劇のセリフで喜ばれるってのも情けない。きちんと僕の気持ちを伝えておかないとな。

「……劇のセリフだけど、僕の本心でもあるよ。ユミナにはいつも笑っていてほしい。初めはあやふやな気持ちだったけど、今ははっきりと言える。僕はユミナが好きなんだって。これから先も一いつ緒しよに歩いていきたい。一緒に側で笑い合いたい。君に出会えて本当によかったと思う。ありがとう」

「冬夜さん……」

　ユミナが抱きついてくる。小さな身体を僕はそっと抱きしめて、幸せを実感していた。この子たちは僕の宝物だ。誰だれであろうと傷つける奴やつは許さない。必ず僕が守る。

　しばらく抱き合ったあと、どちらからともなくキスをして、笑い合った。

「帰ろうか」

「はい」

　僕らは手をつないで夜空の下をゆっくりと歩き始めた。







◇　◇　◇







　翌日。




「ソレで婚約者フイアンセと仲良くデートをした結果、私の頼たのんでおいたことを綺麗さっぱりと忘れたわけですね」

「はっ、すいません」

　バビロンの『図書館』で椅子に腰こし掛かけたファムを前にして正座する僕がいる。

　怒おこっている様子でもないのに、なぜか有無を言わせない迫力があった。

「デート中、マスターの頭の中はキっとエロエロな妄想でいッぱいだっタのでしょウ。仕方アりませンね」

「違うからな!?」

　ファムの横にいたシェスカが茶々を入れてくる。だいたいなんでお前がいるんだ。

　とにかく約束を破ったのは確かなので、ファムに謝り倒す。

「また今度買ってくるから……」
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「待テません」

　にべもない。いや、そういう子だとは思っていたが、ホント愛想がないな。

　ファムとした約束とは地上の本を買ってくるというそれだけのことなのだが、どうもかなり楽しみにしていたらしく、いくら謝っても許してくれない。

　気分的には通販で本を買って、今日届くと思っていたらトラブルで届かなかった、みたいな感じなのだろうか。ファムがイラつくのもわからないでもない。

「デスので、マスターには買い物に付き合ってもらいます。今日中に最低千冊は買ってもらいますよ」

「千冊もか!?」

「例えれば全百巻の本を十タイトルぐらいです。大した数ではありません」

　いや、あれ？　そうか？　そう言われると……。元の世界で百巻超えたマンガを十種類と考えると、それほどでもないような気もしてくるな。

　今日は急ぎの予定は入っていないし、買ってくるだけなら別に構わないんだけど。『図書館』からファムが出るなんて初めてじゃないか？

「なルほど。やりまスね、ファム。マスターとのデートといウわけでスね。コレに乗らない手はありませン。といウわけで私も便乗しまス、マスター」

「えっ、嘘うそ、お前も来んの……？」

　不安しかないんだが。

「おヤ、私だけデはご不満で。では他のシスターズも呼びましょウか」

「ちょっと待て、さらに面めん倒どうなことになりそうだから呼ぶんじゃない」

「もう遅いでス。我々はバビロン滞在時、マスターの情報を常にリンクしているのデ、他のシスターズもこのことは把握済みでス」

　なにそのシステム!?　怖こわいんですけど！

「『塔とう』のノエルと『城じよう壁へき』のリオラは不参加ですね。『錬金棟』のフローラも手が離せないようです」

　卓上の端たん末まつですでにファムが出欠確認をしている。え、もう決定なの、これ？

　ノエルはどうせ『眠い』とかの理由だろうし、リオラはその世話でだろう。フローラは昨日オルトリンデ公爵たちに渡した例の薬を作ってくれているんだと思う。

　考えてみれば当然なのだが、王家とか貴族はなによりも『跡継ぎ』を求められる。そのために第二夫人や第三夫人、果てはお妾さんまでいるのに、結局「そういうこと」ができなければお話にならない。

　つまり、あの薬は王侯貴族たちからすれば喉から手が出るほど欲しい薬なわけで。

　なら、作っておいて損はない、と昨日のうちにフローラに頼んだのだ。実際、レグルス皇こう帝てい陛下からも頼まれていたし。あ、皇帝陛下が使うんじゃなく、ルクス皇太子殿でん下かにってことらしいけどね。

　ルクス義兄にいさんのところも子供がいないからなあ……。レグルス帝てい国こくにとっては一大事だもんな。

　そんなことを考えていたら『図書館』の隅すみにある転送陣に『工房』のロゼッタ、『格納庫』のモニカ、『蔵くら』のパルシェたち三人が現れた。

「お出かけでありまスか。気分転換にちょうどいいでありまス」

「なんか美味いもン食わせてくれよナ、マスター」

「地上に降りるのは久しぶりデス。楽しみデスね！」

　ファムにシェスカ、ロゼッタとモニカとパルシェ……。こいつらを引き連れていくのか？　幼稚園児の遠足を引率する先生の気分なんだが、大丈夫だろうか……。










「マズはここの棚からあっちの棚まで全部です」

「これ全部か!?」

　連れてきたベルファストの大きい本屋で、ファムがいきなりそう切り出した。彼女が主に好んで読むのは物語とか専門書などが多い。自己啓発や絵本、辞典などは読むことは読むけれど、あまり好まないようだ。

　棚にあったものはどれも物語や歴史、紀行書、魔ま法ほう理論などの本である。魔法理論の本なんかは『図書館』にあるものの方がはるかに上だと思うんだが。

　とにかく言われた分を本屋のカウンターにドカドカと置いていく。店員のお姉さんが目を見開いていたが、カウンターの上に白金貨を置くと上客と判断したのかにこやかに積まれた本を会計していった。

　この世界での本は貴重品である。かなり高価なため、一般市民が買い求めることは少ない。ほぼ貴族などが顧客であるため、本屋の警備はかなり厳しく、あからさまに怪しい僕らに警備兵の視線が集中していた。ちゃんと買うって。

「マスター、マスター。この性典『ガーマ・スードラ』を買っテ私に実践しテみませンか？」

「戻もどしてこい！」

　どこからか怪しげなピンク色のエロい本を持ってきたシェスカを追い払う。

　付いてきたバビロンシスターズにはみんなメイド服を着せている。いろいろと目立つからな。メイド服でも充分目立つのだが。

「ココでのめぼしいものはこれくらいですか。マスター、次へ行きましょう」

「まだ買うのかよ……」

　ファムが心なしかウキウキしているようにも見える。表情はまったく変わらないが、どことなく仕草が楽しそうというか。今スキップしたよね？　無表情なのでそれはそれで不気味なんだが。

　代金を払ってお釣りをもらい、買った本をどんどんと【ストレージ】に詰め込んでいく。横を見るとこっそりとシェスカの奴が例の性典とやらを買っていた。こいつは城のメイドとしても働いているので、一応、給金が払われている。だからお金を持っていてもおかしくはないのだけれど。その本けっこう高いのに、いいのかそれで。

「マスター。『悩む理由が値段なら買え。買う理由が値段なら止めておけ』でス」

　いや、ドヤ顏で言われてもさ……。まあ、こいつの金をどう使おうとこいつの勝手だ。口出しすまい。

　ロゼッタとモニカは欲しい本はないみたいだ。ちょっと建築関連の本を手に取ったくらいで、あとは危なっかしいパルシェを監視している。ドジって棚を倒しでもしたら大変だからな。

「よし、じゃあ次は帝都の本屋に行くぞ」

　外に出た僕らは路地裏で【ゲート】を開き、レグルス帝国の首都、帝都ガラリアへと転移した。










　それからリーフリース皇国の皇都ベルン、ミスミド王国の王都ベルジュ、ラミッシュ教国の聖都イスラ、リーニエ王国の王都ニムエ、ロードメア連れん邦ぽう中央州の首都パネラメア、騎き士し王国レスティアの王都レスティン、魔法王国フェルゼンの王都ファルマ、と各国を渡わたり、ファムの求める本を片かたっ端ぱしから買っていった。絶対千冊以上は買ったぞ……。

「なあマスター、オレ腹減ったゼ。なんか食わせてくれよ」

　フェルゼンの王都をホクホクと歩く（無表情なのだが）ファムとは対照的に、疲れたような顔をしたモニカがそんなことをつぶやく。

「マスターと契約してからは、ちゃんとしたものを食べてるから、久しぶりの飯抜きはキツいゼ」

「ちゃんとって……普ふ通つうの食事だろうが」

　彼女たちは魔ま素そと光からエネルギーを生み出せるから、厳密に言うと食事の必要はない。

　しかし散々こき使って食事も与えないのではあまりにも……と思ったので、彼女たちにも僕らと同じ食事を提供している。彼女たちも食べること自体はできるし、美味い不味いの判断もできるから、個人個人で好みのメニューがあったりするのだ。

「バビロン博士の時は酷かったでありまスからなぁー……。食事といえばカロリーバーか、流動食で」

「マズかったデスねえ……」

　ロゼッタとパルシェがしみじみと語る。そんな扱いされてたのか……ちょっと酷ひどいなあ。

「いや、博士自身が食にまっっったく興味のない方で。空腹感が収まればそれでいいという方だったのでありまス。なにせ食べる時間がもったいないと、一日一食、酷い時はフローラ特製の錠剤ですませる人でありましたから」

「ですから、我々も似たような食生活だったのデスよ。料理ができるのはシェスカとリオラだけデスから」

「できるといウだけで、積極的に作る気はなかったでスね。博士は何を食べても『まあまあ』としか言いませンでしタし」

「難なん儀ぎな人だったんだな……」

　さすがにちょっと可哀かわい想そうになって、フェルゼンでも良さげなレストランへと入った。なかなかオシャレな店で値段も高い。ドレスコードとかはなく、すんなりと入ることができた。

　メニューを見てそれぞれ注文し、すぐさま僕らのテーブルにご馳走が並ぶ。

「ウメェ！　ウメェゼ、マスター！」

「わかったから落ち着いて食べような」

　口にめいっぱい肉を詰め込んで咀そ嚼しやくしているモニカに苦笑いしながら答える。端っこの席にしておいてよかったとホッとしている僕の横っ面に、大きな草鞋わらじのようなステーキが、べちゃあっ！　と、叩たたきつけられた。

「あぢいッ!?」

「あやや！　申し訳ないデス！　なかなかうまく切れなくてデスね！」

　対面のパルシェが謝りながら、むんずと僕の顔に乗っかったステーキを手て掴づかみで自分の皿に戻した。

　おいコラ、ドジっ子メイド……。わざとじゃないだろうな？　さっきも「自分がかけてあげるデスよ」と言って、僕のサラダに塩を小瓶ごとぶちまけてたよな？

「パルシェに他意はないでありまス。そういう設定なのでありまスよ。諦めるでありまス」

　横にいたロゼッタが黒いハンカチを差し出してくれる。お、気がきくな。それを受け取って、ステーキソースまみれになった顔をしっかりと拭う…………なんだこの臭いは？

　ハンカチを広げてみると、それは黒いハンカチではなく、オイルを拭ふき取った手ぬぐいだった。

「およ？　着替えたとき、ハンカチはどこに入れたでありまスかな？」

　ロゼッタが自分のメイド服のポケットをいろいろと漁るが、僕は無言で【ストレージ】からおしぼりを取り出して、顔に付いたステーキソースとオイルを拭い取った。こいつらといると疲れる……。

　それはそうと、先程からファムは買った本を読み出して、全く食事に手をつけていない。

「おい、せっかくの食事が冷めるぞ？」

「ゴ心配なく。冷めても問題ありません」

　こいつは……。返事するときくらい本から顔を上げろ。

　なんでこんな性格なんだろうか？　ああ、そういえば。

「お前たちの人格ってバビロン博士の一部なんだっけ？」

「そうでありまス。博士の人格を分断し、核かくとなる感情をそれぞれに与えて、造られているでありまスよ。小生は博士の『創作欲』を核にしているでありまス」

　なるほど。博士の『モノを作りたい』っていう欲の感情がロゼッタの中心にあるわけか。ちらりと未いまだに本を読んでいるファムへと視線を向ける。

「ってことはファムは……」

「『知識欲』でありますな」

　やっぱり。『いろんなものを知りたい』っていう心がベースなのか。

「パルシェは『向上心』、モニカは『誠実心』でありまス」

　パルシェは『向上心』……まあ、何回ドジっても頑張ってはいるよな。

　モニカは『誠実心』ねえ……。確かに素直っちゃ素直だけど。自分にも相手にも。

　そしてさっきから視界に入れないようにしていたが、ハァハァいいながら買った性典とやらを夢中で読んでいるエロメイドにも目を向けた。

「あいつは『性欲』か『獣じゆう欲よく』だろ……」

「正確には『好奇心』でありまスが……そう言っても差し支えないような気もするでありまス……」

　ロゼッタでさえも、うわぁ……と若じやつ干かん引き気味にシェスカを見ていた。

　ちなみにフローラは『献身』、ノエルは『睡眠欲』、リオラは『慈愛』らしい。あの博士に『献身』とか『慈愛』なんてもんがあるのか……？

　もちろんそれひとつの感情で成り立っているわけではなくて、博士から剥はく離りした様々な感情が周りを覆おおい、彼女たち一人一人の人格となっているらしい。

「お前たちの集大成というか、元げん凶きようというか……バビロン博士ってのはとんでもない人物だったんだな」

「まあ、普通にしていれば間ま違ちがいなく歴史に名を残したでありましょうな。ですが、とにかく気分屋でありましたし、名声などには一切興味を持たない人だったので、友人と呼べる者もほとんどいなかったでありまス」

　ぼっちだったのか……。まあ、そんな性格じゃ、自分から関かかわり合いになりたいとは誰も思わないかな。

「博士の発明品だのを狙ねらって、馬ば鹿かな貴族たちが押し寄せて来たこともあるんだゼ。まあ、返り討ちにしてやったけどナ」

「懐なつかしいデスね～。全員素すッ裸ぱだかにひん剥いて王宮の柱に縛しばり付つけたんデスよね」

「そうそう逆さまにしてナ。ありゃ傑けつ作さくだったゼ」

　…………ん？　なんだか既視感デジヤヴが。気のせいかな？

　しかしえげつないことをする人だな。怖いねえ。

「そういえばバビロンもあとひとつ……『研究所』のみだけど、管理人はどんなやつなんだ？」

　その博士の性格の一部を受け継いでいるって時点でまともじゃないのは目に見えている。なら事前に心構えはしておきたい。

「オレ、あいつ苦手」

　もぐもぐと肉を咀嚼しなからモニカがキッパリと言った。珍しいな。こいつがこんなこと言うの。

「『研究所』の管理人はモニカをそれはそれは可愛がっていたでありまスからなあ～」

「？　いいことなんじゃ？」

「うっとうしい。あいつ、なにかっていうとオレを抱きしめにくるからナ。ベタベタすんの嫌きらいなんだよ」

「でも『研究所』の管理人は真面目な人デスよ。博士の助手も多く務めていましたデス。我々の身体のメンテナンスなども彼女の仕事デシた」

　やっと切れた肉をもぐもぐしながらパルシェが答える。真面目ねぇ。なら大丈夫かな。リオラとかロゼッタ、モニカあたりも真面目な方だし。問題がないわけじゃないけどな。

「『研究所』の管理人はいろんな博士の研究を手伝っていましたデス。もともとリオラとフローラ以外は彼女の手で生み出されたようなものデスし。三番目のお姉さんデスから」

　三番目のお姉さん、ねえ。バビロンナンバーズというだけあって個体番号が彼女たちにはある。確か、




　20　プレリオラ

　21　ベルフローラ

　22 　？

　23　フランシェスカ

　24　イリスファム

　25　パメラノエル

　26　リルルパルシェ

　27　ハイロゼッタ

　28　フレドモニカ




　だったか。

「リオラより前の個体はいないのか？」

「いましたが、ナンバー17までは人ではなく動物タイプでありましたし、18、19の二人は小生らと違ちがって短命種でしたので……」

「そうか……」

　五千年前の話だからな。無理もないか。というか、やっぱりこいつら長命種の細胞かなんかを使ってるんかね。魔法生命体と機械の融ゆう合ごう体たいって話だけど。

「んでもよ、確か『研究所』にオレの後のナンバーズカプセルがあったゼ？　『29』っての。オレより下のができるって楽しみにしてたんだけど、その前にバビロンが分けられちまったからナ。あれってどうなったんだ？」

「確かにカプセルはありましたが、中身はカラッポでありましたよ」

「予備カプセルなのではないデスか？」

「そぉかあ？　『研究所』にはカプセルはいっぱいあったゼ？　わざわざ『29』ってナンバー打つかナ？」

「ひょっとして博士は新たなナンバーズを造ろうとしていたのかもしれないでありますな」

「新しい妹デスか。『研究所』にいたらいいデスね～」

　なんか三人で盛り上がってるが、僕ぼくは視線をズラし、うつむいて本を読んでいるシェスカとファムに目を向ける。そこの二人も参加しろよ……。本ばかり読んでないでさ。片方はエロ本だが。

　いろいろ付き合わされたが、たまにはこんなのもいいか。

　しかし、バビロンもあとひとつか。フレームギアも手に入れたし、これ以上必要あるかどうか疑問だが、この子たちの姉妹がいるわけだし、会わせてあげたいと思う。ひとりぼっちは可哀想だしな。ひょっとしたら二人かもしれないが。

　そんなことを思いながら僕はジュースのストローに口をつけた。







あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第九巻をお届けします。冬原パトラでございます。

　九巻まできました。次でとうとう十巻です。これも皆様のおかげでございます。




　一巻を出してからちょうど二年ほどになります。一巻を出したころはこんなに続くとは思いませんでした。いろいろ諸事情があり、書籍化の打診を受けた時は六割方、断る方向で考えていましたから……。あの時断らなくてよかったと心から思います。







　今巻の見どころはなんといってもついに登場した新型フレームギアです。ウェブで書いていた時は、当然ながら配分など考えておらず、結果的に一気に三体もの新型フレームギアを登場させることと相成ってしまいました。メカデザインの小笠原先生、申し訳ありませんでした。

　この後もユミナたち婚約者の専用機が続々と登場していきます。え？　冬夜君の機体？　レディファーストですよ、レディファースト。うん……。







　書き下ろした幕間劇の一つ（正確には半分だけ書き下ろした）は、前巻でファムの挿絵を担当さんも僕もうっかりスルーしてしまったため、これはいかんと急遽バビロンシスターズのお話を追加させていただきました。もちろん挿絵はファムです。僕らになりかわり、冬夜君が謝っています。ごめん、ファム。

　今後こういったことのないように注意していく所存であります。ハイ。







　さて、次巻でとうとう最後の『研究所』が見つかり、バビロンが全て揃います。さらにある意味、一番濃いキャラが登場となるのですが……まあ、それは次巻でということで。

　次の十巻は、いろんなターニングポイントになる巻だと思います。







　そしてアニメ！

　様々な情報が公開されて本放送へ向けて準備完了といった感じでしょうか。

　主要キャラの声優さんや主題歌なども決まりました。すでに収録は始まっているそうです。

　監督さんやアニメーターさん、声優さんなど素晴らしいスタッフさんたちにより、日々、冬夜君たちに命が吹き込まれていきます。

　自分のスマートフォンから生まれた物語が、こうしてたくさんの人たちの手を借りて、新たな形となるのはとても不思議な感じがします。

　実はこれを書いているのは制作発表会が行われたその日なのですが、拝見した皆さんは賑やかで楽しい声優さん＆監督さんたちでした。動く冬夜君たちを楽しみにしております。

　放映は七月の初めからとなっております。詳しいことは公式ホームページにて。







　さて、今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ先生、九巻までやってきました。更なる新キャラが増えますが、これからもよろしくお願い致します。

　メカデザイン担当の小笠原智史先生、三機もの新型フレームギアのデザインありがとうございました。十巻はフレームギアじゃないメカが出るかもです。よろしくお願い致します。

　担当Ｋ様。アニメ関連その他諸々大変でしょうが、頑張って下さい。骨は拾います。

　ホビージャパン編集部の皆様、本書に携わった皆様方に今回も深く感謝を。

　そして『小説家になろう』で読んで下さっている方々、アニメになるまで応援をして下さった、現在この本を読み続けてくれている方々に最大の感謝を。




　それでは次巻、『異世界はスマートフォンとともに。』第十巻でお会い致しましょう。
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